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は
じ
め
に

0
田
中
穣
氏
旧
蔵
『
極
楽
寺
殿
御
消
息
』
の
紹
介

②
田
中
本
独
自
条

③
共有
条
の
比
較

④作
成
過
程
試
論

お
わり
に

【論
文
要旨

］

　
『
極
楽
寺
殿
御
消
息
』
は
六
波
羅
探
題
を
長
き
に
亙
っ
て
務
め
た
北
条
重
時
が
、
晩
年
に
成
し
た
　
　
　
　
見
え
な
い
九
条
を
有
す
る
。
し
か
し
後
発
の
写
本
で
は
あ
る
が
九
条
全
て
が
田
中
本
の
増
補
と
は
言

と
さ
れ
る
家
訓
書
で
、
同
じ
く
重
時
の
『
六
波
羅
殿
御
家
訓
』
と
共
に
現
存
最
古
の
武
家
家
訓
と
さ
　
　
　
　
い
切
れ
ず
、
条
数
に
出
入
り
の
あ
る
伝
本
の
存
在
は
、
享
受
段
階
で
の
変
質
と
い
う
だ
け
で
な
く
、
『
極

れる
。
同
書
は
こ
れ
ま
で
尊
経
閣
文
庫
架
蔵
本
の
孤
本
と
さ
れ
て
き
た
が
、
本
稿
で
は
こ
の
異
本
と
　
　
　
　
楽
寺
殿
御
消
息
』
の
成
立
の
あ
り
方
と
も
併
せ
て
検
討
す
べ
き
問
題
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

認め
ら
れ
る
田
中
穣
氏
旧
蔵
本
を
紹
介
し
、
こ
れ
と
現
行
の
本
文
と
を
校
合
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
同
　
　
　
　
　
特
に
、
重
時
の
名
を
冠
し
て
極
楽
寺
流
北
条
家
に
伝
え
ら
れ
た
は
ず
の
家
訓
書
で
あ
る
が
、
後
世

家
訓
を
検
討
す
る
も
の
で
あ
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
早
い
段
階
か
ら
、
重
時
の
娘
婿
で
あ
る
最
明
寺
殿
時
頼
に
仮
託
さ
れ
て
『
西
明
寺
殿
教
訓
』
な
ど
の

　
尊
経閣
文
本
と
田
中
本
と
は
極
め
て
近
い
系
統
の
う
ち
に
は
あ
る
が
、
直
接
の
書
承
関
係
や
兄
弟
　
　
　
　
名
で
流
布
し
た
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
こ
と
は
こ
れ
ま
で
あ
く
ま
で
も
享
受
の
一
側
面
と
し

の関
係
も
現
時
点
で
は
認
め
難
い
。
両
書
の
本
文
は
概
ね
、
室
町
初
期
書
写
か
と
さ
れ
る
尊
経
閣
本
、
　
　
　
　
て
理
解
さ
れ
て
き
た
の
で
あ
る
が
、
条
数
に
揺
れ
の
在
る
伝
本
の
存
在
や
、
編
集
や
本
文
表
現
の
未

天文
一
九
年
（
一
五
五
〇
）
書
写
の
田
中
本
、
と
い
う
書
写
年
代
の
前
後
を
反
映
し
た
特
徴
を
示
し
　
　
　
　
完
成
と
見
え
る
側
面
を
併
せ
て
鑑
み
れ
ば
、
『
極
楽
寺
殿
御
消
息
』
そ
の
も
の
が
重
時
個
人
に
よ
る

て

い
る
が
、
対
校
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
尊
経
閣
本
本
文
も
批
判
的
な
読
み
を
必
要
と
す
る
も
の
で
　
　
　
　
執
筆
と
い
う
よ
り
も
、
重
時
の
周
辺
、
あ
る
い
は
時
頼
な
ど
も
含
め
た
後
世
の
人
手
を
介
し
て
成
っ

あ
る
こ
と
な
ど
が
明
ら
か
と
な
っ
た
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
た
一
書
と
い
う
視
点
で
と
ら
え
直
す
べ
き
で
は
な
い
か
、
と
い
う
可
能
性
を
提
示
し
た
。

　両
書
間
の
最
も
大
き
な
違
い
は
、
含
ま
れ
る
条
数
に
差
が
あ
る
こ
と
で
、
田
中
本
は
尊
経
閣
本
に

1
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は
じ
め
に

一
般
に
武
家
家
訓
と
呼
ば
れ
る
も
の
の
内
、
現
在
の
と
こ
ろ
最
古
の
も
の
が
六
波

羅
探
題
、
鎌
倉
幕
府
連
署
を
歴
任
し
た
北
条
重
時
が
遺
し
た
と
さ
れ
る
『
六
波
羅
殿

御
家
訓
』
と
「
極
楽
寺
殿
御
消
息
」
の
二
篇
で
あ
る
。
『
六
波
羅
殿
御
家
訓
」
は
、

既
に
貞
和
三
年
(
一
三
四
七
)
の
段
階
で
重
時
の
家
訓
と
し
て
書
写
さ
れ
て
い
る
こ

と
が
わ
か
る
こ
と
、
第
二
条
に
「
猶
計
ガ
タ
ク
パ
、
重
時
ニ
カ
ク
ト
イ
フ
ベ
シ
」
な

ど
と
あ
る
こ
と
、
北
条
実
時
所
縁
の
金
沢
文
庫
蔵
本
紙
背
に
伝
え
ら
れ
た
北
条
実
時

の
家
訓
と
類
似
点
が
多
い
こ
と
な
ど
か
ら
、
「
重
時
の
家
訓
と
み
て
ま
ず
さ
し
っ
か

(
1
)
 

え
」
な
い
と
さ
れ
る
。
成
立
は
お
よ
そ
重
時
の
壮
年
期
で
、
子
息
長
時
に
伝
え
る
べ

く
記
さ
れ
た
も
の
と
解
す
る
点
、
先
学
諸
説
は
一
致
す
る
。

一
方
「
極
楽
寺
殿
御
消
息
』
は
、
本
文
中
に
重
時
の
名
を
留
め
る
よ
う
な
箇
所
も

無
く
、
直
接
的
に
重
時
の
家
訓
で
あ
る
こ
と
を
示
す
も
の
は
確
認
さ
れ
な
い
が
、
「
六

波
羅
殿
御
家
訓
」
の
内
容
と
の
共
通
性
が
認
め
ら
れ
る
こ
と
か
ら
「
重
時
家
訓
と
い

う
伝
承
は
一
応
承
認
し
て
も
よ
い
」
と
さ
れ
、
成
立
時
期
は
重
時
の
老
年
期
、
す
な

わ
ち
出
家
(
康
元
元
年
・
一
二
五
六
)
か
ら
没
時
(
弘
長
元
年
・
一
二
六
こ

程
と
見
ら
れ
て
い
る
。

の
問

『
ム
ハ
波
羅
殿
御
家
訓
』
は
天
理
図
書
館
、
『
極
楽
寺
殿
御
消
息
』
は
尊
経
閣
文
庫
に

蔵
さ
れ
る
そ
れ
ぞ
れ
孤
本
で
、
桃
裕
行
氏
・
寛
康
彦
氏
・
石
井
進
氏
・
小
津
富
夫
氏

等
に
よ
っ
て
本
文
の
提
供
や
検
討
等
が
成
さ
れ
て
き
た
。
け
れ
ど
も
、
両
篇
と
も
先

学
を
も
っ
て
し
で
も
猶
、
難
読
箇
所
を
今
に
残
し
て
い
る
。
対
校
す
べ
き
本
文
を
持

た
な
い
孤
本
で
あ
っ
た
こ
と
は
、
本
文
批
判
や
内
容
理
解
の
大
き
な
制
限
と
な
っ
て

い
た
と
思
わ
れ
る
。

本
稿
で
は
両
篇
の
う
ち
『
極
楽
寺
殿
御
消
息
」
の
異
本
を
紹
介
す
る
。
後
述
す

る
と
お
り
、
該
本
は
『
極
楽
寺
殿
御
消
息
』
と
内
題
に
記
さ
れ
た
天
正
十
九
年

(
一
五
五

O
)
の
書
写
奥
書
を
有
す
る
一
書
で
、
尊
経
閤
文
庫
蔵
『
極
楽
寺
殿
御
消
息
』

(
以
下
尊
経
閤
本
と
略
称
)
と
極
め
て
近
し
い
本
文
を
有
す
る
『
極
楽
寺
殿
御
消
息
』

の
異
本
の
一
つ
と
認
め
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
両
書
に
含
ま
れ
る
訓

戒
の
条
数
が
や
や
異
っ
て
お
り
、
ま
た
本
文
聞
に
も
若
干
の
、
だ
け
れ
ど
も
看
過
出

来
な
い
表
現
の
差
を
見
せ
る
。
以
下
該
本
と
尊
経
閤
本
と
の
比
較
を
行
い
、
同
書
が

享
受
の
早
い
段
階
か
ら
重
時
の
娘
婿
北
条
時
頼
に
仮
託
さ
れ
て
流
布
し
た
こ
と
な
ど

も
視
野
に
入
れ
て
検
討
す
る
。

こ
れ
に
よ
っ
て
『
極
楽
寺
殿
御
消
息
』
は
重
時
個
人
の
遺
訓
と
い
う
よ
り
は
、
重

時
や
そ
の
子
孫
周
辺
の
人
々
ま
で
も
を
視
野
に
含
め
た
、
極
楽
寺
流
北
条
家
に
所
縁

の
場
で
作
成
さ
れ
た
一
書
と
い
う
視
点
で
と
ら
え
直
す
べ
き
で
は
な
い
か
、
と
い
う

可
能
性
を
提
示
し
た
い
。

@
田
中
穣
氏
旧
蔵
『
極
楽
寺
殿
御
消
息
』
の
紹
介

該
本
は
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
所
蔵
田
中
穣
氏
旧
蔵
典
籍
古
文
書
に
含
ま
れ
て
い

る
。
既
に
一
九
八
二
年
刊
行
の
同
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
旧
蔵
者
自
家
版
目
鉱
ピ
書
名
が
掲

げ
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
が
、
管
見
の
限
り
こ
の
写
本
に
言
及
し
た
論
考
は
見
え
ず
、

「
極
楽
寺
殿
御
消
息
』
が
尊
経
関
本
の
孤
本
と
さ
れ
て
き
た
こ
と
は
先
述
の
通
り
で

あ
る
。田

中
穣
氏
旧
蔵
『
極
楽
寺
殿
御
消
息
』
(
以
下
田
中
本
と
略
称
)
の
資
料
番
号
は

出
勺
お
目
白
。
『
西
明
寺
殿
御
歌
百
首
」
と
合
写
さ
れ
た
紙
桂
綴
の
写
本
で
あ
る
。
共

紙
の
原
表
紙
に
後
補
表
紙
が
附
さ
れ
て
お
り
、
法
量
は
二
五
・
二
糎
×
一
七
・
二
糎
。

外
題
は
後
補
表
紙
中
央
に
「
極
楽
寺
殿
御
消
息
/
西
明
寺
殿
御
歌
百
首
/
天
文
十
九

年
五
月
舟
日
在
与
四
郎
花
押
」
と
打
付
に
記
す
。
改
装
、
外
題
共
に
、
コ
レ
ク
シ
ョ

ン
を
築
い
た
田
中
教
忠
氏
の
手
に
な
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。
丁
数
は
共
紙
表
紙
共
に

墨
付
四
五
丁
で
、
本
文
は
半
丁
十
行
の
仮
名
漢
字
混
で
あ
る
。
首
題
は
『
極
楽
寺
殿

御
消
息
』
、
墨
付
四
十
丁
オ
に
は
『
西
明
寺
殿
御
歌
百
首
」
と
あ
り
、
全
体
は
一
筆

と
見
え
る
。

2 



本
奥
書
が
墨
付
四
五
丁
オ
に

右

一
帖
者
、
且
為
形
見
且
備
/
明
鏡
、
不
乱
身
上
被
守
此
面
/
者
、
現
当
二
世

之
可
為
本
望
/
者
也
、
仰

一
冊
不
厭
老
眼
染
/
禿
筆
畢
、

/
永
正
九
年
七
月
廿

五
日

重
春
在
判

と
見
え
、

書
写
奥
書
は
墨
付
四
五
丁
ウ
に

天
文
拾
九
年
五
月
晦
日

与
四
郎
(
花
押
)

と
あ
る
こ
と
か
ら
、
本
書
は
、
永
正
九
年
(
一
五

一
二
)
書
写
の
本
が
、
更
に
天
正

十
九
年
(
一
五
五

O
)
に
な
っ
て
書
写
さ
れ
た
も
の
と
解
る
。
本
奥
に
見
え
る
「
重
春
」
、

い
ず
れ
も
現
時
点
で
未
詳
で
あ
る
が
、
こ
の
件
に
つ
い
て

書
写
者
「
与
四
郎
」
は
、

は
後
に
少
し
触
れ
る
。

さ
て

『極
楽
寺
殿
御
消
息
」
は
序
文
・
蹴
文
を
備
え
、
そ
の
聞
に
訓
戒
が
各
条
の

頭
に
「
一
」
を
付
さ
れ
た

一
つ
書
の
形
で
記
さ
れ
る
。
尊
経
閤
本
の
一
つ
書
を
冒
頭

か
ら
順
に
数
え
る
と
全
部
で
九
九
条
で
あ
る
。
田
中
本
も
同
様
に
記
さ
れ
て
い
る
が
、

こ
ち
ら
は
序
文
・
践
文
以
外
に

一
O
七
条
を
数
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
比
較
の
た
め

に
田
中
本
・
尊
経
間
本
ぞ
れ
ぞ
れ
の
各
条
に
冒
頭
か
ら
順
に
番
号
を
振
り
、

田
中
本

の
順
に
従
っ
て
対
応
す
る
尊
経
閣
本
の
番
号
を
並
べ
た
も
の
が
表
①
で
あ
る
。

表
①
を
順
に
追
う
と
、

ま
ず
冒
頭
序
文
は
田
中
本
に
も
尊
経
閣
本
に
も
同
内
容

で
、
第

一
条
か
ら
第
三
条
も
共
に
同
内
容
の
も
の
が
同
順
に
並
ぶ
が
、
次
の
田
中

本
第
四
・
五
条
に
相
当
す
る
条
は
尊
経
閣
本
に
は
見
え
な
い
。「

×」

は
該
当
す

る
条
が
な
い
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
田
中
本
第
六
条
は
尊
経
閤
本
の
第
四
条
に
相

内田湾子

当
し
、
以
下
田
中
本
第
二
五
条
・
尊
経
閤
本
第
二
三
条
ま
で
、
掲
載
順
に
乱
れ
も

な
く
同
内
容
の
条
が
並
ぶ
。
次
の
尊
経
閣
本
第
二
四
条
に
相
当
す
る
条
は
、
今
度

日僅楽寺殿御消息J再考]

田
中
本
第
四

0
・四

一
条
は
内
容
は
尊
経
閣
本
の
第

三一
八・
コ一
九
条
に
相
当
す
る
が
、
掲
載
順
が
前
後
入
れ
替
わ

っ
て
い
る
。

田
中
本
の
総
条
数
は

一
O
七
条
。
尊
経
閣
本
の
第
二
四
条
の
み
を
除
い
た
残
り

は
田
中
本
に
欠
け
て
お
り
、

九
八
条
す
べ
て
と
、
序
文
・
蹴
文
も
有
し
、
そ
の
掲
載
の
順
序
も
ほ
ぼ
同
じ
で
あ

田
中
本
は

る
。
両
書
の
本
文
は
原
則
と
し
て
同
内
容
で
あ
り
、

『極
楽
寺
殿
御
消

，白、

の
異
本
と
し
て
認
め
得
る
。
他
方
最
も
大
き
な
相
違
点
は
、
尊
経
閣
本
に
は

見
え
な
い
九
条
を
余
計
に
含
む
こ
と
で
あ
る
。
田
中
本
第
四
、
五
、

三
二
、
八
七
、

一
O
四
1
一
O
七
条
が
独
自
条
で
あ
る
。
『
極
楽
寺
殿
御
消
息
』
は
伝
本

に
よ
っ
て
含
ま
れ
る
条
数
に
揺
れ
が
あ
る
こ
と
を
ま
ず
確
認
し
て
お
き
た
い
。

と
こ
ろ
で
、
先
ほ
ど
か
ら
尊
経
閣
本
を
九
九
条
と
数
え
て
き
た
が
、
先
行
研
究

一
O
O
、

で
は
尊
経
閤
本
の
条
数
を
九
九
条
と
数
え
る
も
の
と
、
九
八
条
と
す
る
も
の
の
二

案
が
出
さ
れ
て
い
り
尊
経
関
本
第
八
九
条
の
末
尾

一
行
に
は
、
資
料
①
の
よ
う

に
一
端
行
頭
に
「

一」

と
振
っ
て
一
つ
書
に
記
し
た
も
の
を
縦
線
で
消
し
、
更
に

抹
消
記
号

「
ヒ
」
を
傍
書
し
て
、
こ
の
行
は
独
立
し
た

一
条
で
は
な
く
第
八
九
条

に
続
く

一
文
と
し
て
読
む
よ
う
に
訂
正
が
な
さ
れ
て
あ
る
。

資
料
①

尊
経
閣
本
第
八
九
条
末
尾

こ
の

一
行
は
「
よ
ろ
づ
に
は
、
か
り
な
さ
け
ふ
か
、
る
べ
し
」
と
あ
る
ば
か
り
で
確

か
に
短
く
、
直
前
の
第
八
九
条
が
「

た
は
ぶ
れ
な
れ
ば
と
て
、

人
の
な
ん
を

い
ふ
べ
か
ら
ず
。
我
は
た
は
ぶ
れ
と
お
も
へ
ど
も
、
人
は
は
づ
か
し
き
に
よ
り
て

あ
や
ま
ち
あ
る
べ
し
。
た
は
ぶ
れ
に
も
人
の
う
れ
し
む
事
を
の
給
ふ
べ
し
」
と
い

う
も
の
で
あ
る
か
ら
、
こ
の
一
文
が
続
い
て
記
さ
れ
る
こ
と
に
は
違
和
感
は
な
い
。

田
中
本
で
は
同
条
は
第
九
二
条
に
あ
た
る
が
、
問
題
の
「
よ
ろ
づ
に
j
」
の

一

文
は
、
資
料
②
の
如
く
特
に
改
行
さ
れ
る
こ
と
も
な
く
、
当
然
「
こ
を
附
さ
れ

る
こ
と
も
な
く
、
第
九
二
条
に
続
け
て
記
さ
れ
て
あ
る
。

3 
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表
① 

各
話
対
照
表

西
明
寺

03 02 01序× × 15 14 13 12 11 10 09 08 07 06 05 04 
田
中
本
第
九
二
条

17 16 15 14 13 12 11 10 09 08 07 06 05 04 03 02 01序

25 24 23 22 21 20 19 18 × 35 34 33 32 31 30 29 28 27 26 

30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16 × 33 32 31 

29 28 27 26 25(24)24 23 22 21 20 19 18 × 34 33 32 31 30 

54 53 52 51 50 49 48 47 46 45 44 43 42 41 40 39 38 37 36 

52 51 50 49 48 47 46 45 44 43 42 41 40 38 39 37 36 35 34 

37 36 (35) 35 (34) 

田
中
本

尊
敬
閤

× 50 49 48 47 46 45 44 43 42 41 40 39 38 

17 16 15 14 13 12 11 10 09 08 07 06 05 04 03 02 01序
資
料
②

74 73 72 71 70 69 68 67 66 65 64 63 62 61 60 59 58 57 56 55 

72 71 70 69 68 67 66 65 64 63 62 61 60 59 58 57 56 55 54 53 

70 69 68 67 66 65 64 63 62 61 60 59 58 57 56 55 54 53 52 51 

94 93 92 91 90 89 88 87 86 85 84 83 82 81 80 79 78 77 76 75 

84 83 82 81 80 79 78 77 76 75 73 74 × 91 90 89 88 87 86 85 

82 81 80 79 78 77 76 75 74 73 71 72 × × 87 86 85 84 83 × 

政 10710610510410310210110099 98 97 96 95 

96 94 95 93 92 × 99 98 97 × × × × 肱

※ 

表
内
三
段
目

「西
明

寺
」
は
、
本
稿
末
に

触
れ
る
問
中
氏
旧
蔵

『商
明
寺
殿
御
消
息
』

の
こ
と
。

ハ
い
は
当
該
条
が
独
立

せ
ず
、
前
条
に
連
続

し
て
い
る
こ
と
を
示

す
。

※ 

田
中
本
は
、
こ
の
一
文
を
独
立
し
た

一
条
と
は
見
て
い
な
い
。
こ
の
こ
と
に
も
照

ら
す
な
ら
、
尊
経
閣
本
は
、
前
行
末
が
た
ま
た
ま
「
1
べ
し
」
と
い
う
文
末
表
現
で
終
つ

た
こ
と
に
よ
っ
て
、
次
行
は
新
た
な

一
条
の
始
ま
り
と
勘
違
い
し
「
こ
を
記
し

て
し
ま

っ
た
の
で
は
な
い
か
。
し
か
し
書
写
者
が
祖
本
に
視
線
を
戻
し
て
み
る
と

未
だ
前
条
が
続
い
て
お
り
、
こ
の
ケ
ア
レ
ス
ミ
ス
に
気
付
い
て

一
度
振
っ
て
し
ま
っ

た

「
一
」
を
抹
消
記
号
で
訂
し
た
と
い
う
可
能
性
が
高
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
こ

の
一
行
は
や
は
り
本
来
前
条
に
連
な
る
も
の
で
あ
り
、
こ
れ
を
独
立
さ
せ
る
の
は
、

他
の
条
々
に
比
し
て
短
か
過
ぎ
内
容
も
抽
象
的
に
過
ぎ
る
。

96 95 94 93 92 91 90 89 88 X 

4 

× × × 蹴



内田漂子[r極楽寺殿御消息J再考]

一
行
だ
け
の
条
が
存
在
す
る
。
資

料
③
に
あ
げ
た
尊
経
閣
本
第
九
二
条
「
事
に
ふ
れ
て
世
間
に
は
ば
か
り
ふ
る
ま
ふ
べ

と
こ
ろ
が
尊
経
閑
本
に
は
更
に
も
う

一
箇
所
、

し
」
と
い
う
一
行
で
あ
る
。

資
料
③

尊
経
閉
本
第
九
二
条

」
の
条
に
は
抹
消
記
口
す
な
ど
は
附
さ
れ
て
い
な
い
。
し
か
し
こ
れ
も
や
は
り
短
い
。

よ
っ
て
尊
経
閉
本
に
抹
消
記
口
す
な
ど
は
附
さ
れ
て
い
な
い
も
の
の
、
先
の
八
九
条
末

尾
の
場
合
と
同
様
に
こ
れ
を
独
立
し
た

一
条
と
は
数
え
ず
、
直
前
の
第
九

一
条
「
旅

人
と
あ
ま
た
つ
れ
て
河
を
わ
た
ら
ん
に
は
、
子
細
を
し
り
た
り
と
も
さ
き
に
人
を
わ

た
し
て
わ
た
る
べ
し
。
又
河
を
わ
た
り
た
れ
ば
と
て
、
事
あ
り
が
ほ
に
む
か
ば
き
を

う
つ
べ
か
ら
ず
。
よ
そ
に
て
人
の
し
か
る
、
べ
か
ら
ず
思
ふ
な
り
。
人
の
な
き
か
た
へ

む
き
て
、
し
の
び
や
か
に
う
?
べ
し
」
に
連
な
る
文
言
と
考
え
て
全
体
を
九
八
条
と

す
る
説
が
出
さ
れ
た
。
そ
の
結
果
、
抹
消
記
号
が
附
さ
れ
て
い
な
い
本
条
を
一
条
と

数
え
、
全
体
を
九
九
条
と
す
る
説
と
、

二
案
が
出
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

尊
経
閣
本
第
九
二
条
は
田
中
本
の
第
九
五
条
に
相
当
す
る
が
、

田
中
本
の
当
該
条

を
み
る
と
、

や
は
り
独
立
し
た

一
条
と
な
っ
て
い
て
、
し
か
も
尊
経
閤
本
よ
り
も
文

字
数
が
多
い
。

田
中
本
第
九
五
条

ーーー、

事
に
ふ
れ
て
、
世
間
に
は
ず
か
り
ふ
る
ま
ふ
べ
し
。
は
f

か
り
だ
に
も
な

き
や
う
な
れ
ば
、

つ
ね
の
極
に
み
ゆ
る
な
り
」
と
い
う
本
条
は
、
充
分
な
分
量
や
具

体
性
を
備
え
た
も
の
で
は
な
い
が
、
比
較
的
早
い
段
階
か
ら
独
立
し
た
条
と
し
て
数

え
ら
れ
て
い
た
可
能
性
は
高
い
と
理
解
す
る
べ
き
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

九
八
条
説
で
は
、
尊
経
閣
本
の

一
つ
書
が
、
抹
消
記
号
の
つ
い
た
も
の
も
含
め
る

と
全
体
で
百
条
と
な
っ
て
い
る
こ
と
に
注
目
す
る
。
後
に

「極
楽
寺
殿
御
消
息
』
は

時
頼
に
仮
託
さ
れ
て
享
受
さ
れ
る
が
、
同
じ
時
頼
の
教
訓
和
歌
が
百
首
和
歌
な
ど
と

し
て
流
布
す
る
こ
と
と
連
動
し
、

家
訓
書
の
方
も
「
百
箇
条
と
い
う
き
り
の
よ
い
条

数
に
し
た
て
」
ょ
う
と
す
る
よ
う
な
、
後
世
の
操
作
に
よ
っ
て
本
来
前
条
の

一
部
で

あ
っ
た

一
文
が
独
立
し
た
一
条
に
仕
立
て
ら
れ
た
の
で
は
な
い
か
と
見
通
さ
れ
た
の

で
あ
る
。
享
受
段
階
で
の
如
斯
操
作
は
十
分
に
起
こ
り
得
る
と
考
え
る
が
、
現
尊
経

閣
本
は
第
八
九
条
末
尾
の
「

こ

は
抹
消
す
る
が
、
第
九
二
条
に
は
抹
消
記
号
は
附

さ
れ
て
お
ら
ず
、
こ
の
両
条
の
様
子
は
田
中
本
と
も
共
通
し
て
い
る
。
よ
っ
て
後
世

の
操
作
を
疑
い
つ
つ
も
、
現
時
点
で
は
尊
経
間
本
は
九
九
条
と
数
え
て
お
き
た
い
。

@
田
中
本
独
自
条

先
述
し
た
通
り
田
中
本
は
尊
経
閤
本
に
比
し
て
九
条
、
掲
げ
ら
れ
る
条
数
が
多
い
。

田
中
本
の
書
写
時
期
が
下
る
こ
と
か
ら
、
こ
れ
ら
は
田
中
本
の

(又
は
そ
の
前
段
階

の
)
増
補
と
み
る
べ
き
で
は
あ
ろ
う
が
、
補
わ
れ
方
は

一
様
で
な
い
。
先
の
表
①
に

も
示
し
た
と
お
り
、
九
条
の
う
ち
五
条
は
尊
経
閣
本
の
条
々
の
聞
に
割
り
込
む
形
で

位
置
し
、
残
り
の
四
条
は
巻
末
に
附
さ
れ
て
い
る
。

ま
ず
田
中
本
第
四
・
五
条
は
そ
れ
ぞ
れ
、

資
料
⑤

田
中
本
第
四
・五
条

04 

よ
き
花
を
見
ん
に
も
、
其
枝
を
お
ら
ず
と
も
、
仏
に
ま
い
ら
せ
ば
や

と
心
の
う
ち
に
思
ふ
べ
し
。
仏
の
前
に
そ
な
へ
ず
と
も
、
仏
は
悦
給
べ

し
。
い
づ
く
の
神
仏
の
御
前
な
り
と
も
心
ざ
す
に
よ
り
て
、
ま
い
ら
せ

5 
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ば
や
と
思
ひ
給
べ
し
。

05 

ち
ゃ
う
も
ん
な
ど
の
ざ
し
き
に
て
は
、
よ
そ
の
人
の
い
か
に
さ
は
が

し
く
と
も
心
を
し
つ
め
給
べ
し
。
人
は
さ
冶
や
き
こ
と
な
ど
す
る
共
、

そ
れ
に
よ
る
べ
か
ら
ず
。
さ
侍
て
い
の
人
を
ば
よ
そ
に
て
、
心
あ
る
人

の
そ
し
る
な
り
。
能
々
ち
ゃ
う
も
ん
を
ば
し
給
ベ
し
。
う
け
が
た
き
は

人
界
の
生
。
あ
ひ
が
た
き
は
如
来
の
教
化
、
聞
が
た
き
は
仏
の
を
し
へ
、

尊
む
べ
き
は
聖
教
な
り
。

と
い
う
内
容
で
、
直
前
の
第
三
条
が
「
僧
を
そ
し
る
こ
と
あ
る
べ
か
ら
ず
」
と
始
ま
つ

て
、
「
よ
く
よ
く
信
仰
し
た
ま
ふ
べ
し
」
と
結
ぼ
れ
る
条
で
あ
る
か
ら
、
仏
法
や
信

仰
と
い
う
共
通
項
を
持
つ
第
四
・
五
条
が
、
こ
の
位
置
に
収
め
ら
れ
る
こ
と
は
妥
当

と
い
え
よ
う
。
同
様
に
第
三
二
条
も

資
料
⑥

田
中
本
第
三
三
条

い
そ
が
し
き
事
も
な
き
に
、
馬
を
し
き
り
に
あ
せ
り
鞭
を
あ
っ
べ
か
ら
ず
。

し
う
の
御
入
の
所
に
て
殊
に
馬
を
は
や
む
べ
か
ら
ず
。

と
あ
り
、
馬
を
操
る
際
の
心
得
を
記
し
て
い
る
が
、
続
く
第
三
コ
一
二
二
四
条
も
同
じ

く
馬
や
騎
馬
に
関
る
作
法
を
示
し
て
い
る
か
ら
、
こ
こ
も
馬
を
操
る
と
い
う
キ

1

ワ
ー
ド
で
纏
ま
り
を
作
っ
て
い
る
。

以
上
三
条
は
、
前
後
条
の
内
容
と
の
関
わ
り
か
ら
見
て
も
、
収
め
ら
れ
て
い
た
も

の
を
落
と
さ
ね
ば
な
ら
な
い
積
極
的
な
理
由
が
認
め
ら
れ
な
い
た
め
、
田
中
本
独
自

条
が
、
何
ら
か
の
つ
な
が
り
を
持
っ
た
条
の
前
後
に
補
入
さ
れ
た
可
能
性
は
高
い
。

他
方
末
尾
に
ま
と
め
て
附
加
さ
れ
た
第
一

O
四
1
一
O
七
条
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
条

の
聞
に
特
に
連
闘
が
読
み
取
れ
ず
、
如
何
に
も
ば
ら
ば
ら
な
内
容
の
も
の
を
束
ね
て

末
尾
に
附
し
た
風
で
あ
る
。
直
前
の
第
一

O
三
条
は
尊
経
閤
本
で
は
蹴
文
前
の
最
終

九
九
条
に
あ
た
る
が
、
同
条
末
に
は
和
歌
を
四
首
備
え
、
本
文
締
め
括
り
の
条
と
し

て
ふ
さ
わ
し
い
体
裁
に
な
っ
て
い
る
。
田
中
本
で
も
同
条
は
同
く
和
歌
を
二
字
下
げ

で
記
す
が
、
そ
の
後
に
特
に
悼
尾
に
ふ
さ
わ
し
い
と
も
考
え
難
い
四
条
を
更
に
附
す

形
と
な
っ
て
お
り
、
無
造
作
な
増
補
で
あ
る
印
象
を
強
く
さ
せ
る
。

個
々
の
条
の
内
容
を
見
て
み
て
も
、
例
え
ば
最
終
の
第
一

O
七
条
は

資
料
⑦

田
中
本
第
一

O
七
条

御
所
中
の
つ
ぼ
ね
ま
ち
な
ど
ゆ
め
/
¥
の
ぞ
く
べ
か
ら
ず
。
又
女
房
ひ
て

う
な
ど
に
人
す
く
な
か
ら
ん
時
物
い
ふ
べ
か
ら
ず
。
す
べ
て
男
女
の
聞
の
事

口
口
を
も
あ
な
が
ち
に
み
あ
い
す
べ
か
ら
ず
。
ま
し
て
言
葉
の
た
は
ぶ
れ
な

ど
、
ゆ
め
/
¥
あ
る
べ
か
ら
ず
。
此
道
を
心
得
た
る
を
男
の
秘
術
と
も
い
ふ

な
る
べ
し
。
能
々
心
得
給
ベ
き
者
也
。

と
い
う
内
容
で
あ
る
が
、
第
一
四
条
に
は

資
料
⑧

田
中
本
第
一
四
条

女
房
な
ど
の
た
ち
忍
び
た
る
所
を
ば
、
返
々
み
ず
し
て
と
を
る
べ
し
。
見

ぬ
よ
し
を
す
べ
し
。

つ
れ
た
ら
ん
ず
る
し
も
ベ
ま
で
も
「
み
る
事
あ
る
べ
か

ら
ず
」
と
か
た
く
申
付
べ
し
。

と
い
う
条
が
あ
る
。
先
の
第
四
・
五
・
一
二
二
条
と
前
後
の
条
々
と
の
関
係
な
ど
を
み
る

な
ら
、
第
一

O
七
条
も
第
一
四
条
の
前
後
な
ど
に
置
か
れ
て
然
る
べ
き
条
の
よ
う
に

も
思
え
る
。
残
り
の
第
一

O
四
1
一
O
六
条
に
し
て
も
同
様
で
、
そ
れ
で
あ
る
に
も

関
ら
ず
、
こ
れ
ら
が
末
尾
に
纏
め
て
附
さ
れ
、
途
中
に
挿
入
さ
れ
る
こ
と
に
な
ら
な

か
っ
た
の
は
、
増
補
編
集
の
未
完
成
さ
の
表
れ
と
考
え
る
べ
き
で
あ
ろ
う
か
。

以
上
は
、
増
補
意
識
の
働
き
具
合
は
と
も
か
く
、
田
中
本
独
自
条
が
尊
経
閤
本
に

比
し
て
、
後
に
増
補
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

が
、
残
り
二
つ
の
田
中
本
独
自
条
第
八
七
・
一

O
O条
の
場
合
は
や
や
様
子
が
異

な
る
。
両
条
は
そ
れ
ぞ
れ
、

資
料
⑨

田
中
本
第
八
七
・
一

O
O条

87 

病
気
な
ど
し
て
、

い
か
に
わ
び
し
く
共
、
さ
る
べ
き
人
の
き
た
ら
ん

時
は
、
こ
な
た
へ
と
し
ゃ
う
す
べ
し
。

mm

一
我
身
は
た
か
ら
ず
し
て
、
よ
き
物
を
こ
の
む
事
お
ほ
き
に
あ
る
べ
か

ら
ず
。
い
よ
/
l
¥
す
い
へ
の
も
と
い
な
り
。
又
道
理
を
け
ん
ざ
い
に
て
は
そ

む
き
因
果
を
し
ら
ざ
る
人
と
、
心
あ
る
人
思
ふ
ベ
し
。

6 



と
い
う
内
容
で
あ
る
が
、

い
ず
れ
も
前
後
の
条
と
有
機
的
な
繋
が
り
な
ど
は
見
出
せ

ず
、
な
ぜ
こ
の
場
に
在
る
の
か
、
後
に
補
入
さ
れ
た
と
す
る
な
ら
猶
の
こ
と
、
な
ぜ

こ
こ
に
入
れ
ら
れ
た
の
か
、
論
者
は
現
時
点
で
理
由
を
見
出
し
得
な
い
。

後
に
も
触
れ
る
よ
う
に
そ
も
そ
も
「
極
楽
寺
殿
御
消
息
」
に
は
、
綿
密
な
編
集
意

識
に
従
っ
て
各
条
が
配
置
さ
れ
た
痕
が
見
え
難
い
か
ら
、
そ
の
意
味
で
、
特
に
前
後

と
連
関
し
な
い
こ
の
二
条
が
そ
れ
ぞ
れ
の
場
所
に
在
っ
て
も
お
か
し
く
は
な
い
。
が
、

そ
う
な
る
と
、
こ
の
二
条
が
田
中
本
の
増
補
で
あ
る
の
か
、
尊
経
閤
本
の
脱
で
あ
る

の
か
、
判
断
は
難
し
い
。

田
中
本
が
独
自
に
持
つ
九
条
は
、

い
ず
れ
の
条
を
と
っ
て
も
、
他
の
条
々
と
比
較

し
て
内
容
的
に
も
ボ
リ
ュ
ー
ム
な
ど
に
つ
い
て
も
、
全
体
と
甑
離
し
な
い
。
も
っ
と

積
極
的
に
い
え
ば
「
重
時
家
訓
」
と
し
て
記
載
さ
れ
て
も
然
る
べ
き
内
容
を
持
つ
条

と
い
え
る
。
し
か
し
な
が
ら
田
中
本
独
自
条
は
、
そ
の
全
て
が
尊
経
関
本
に
対
す
る

後
の
増
補
と
す
る
に
は
疑
問
が
残
り
、
両
書
が
、
原
初
本
と
増
補
本
と
い
う
よ
う
な
、

単
線
的
な
関
係
に
は
な
い
こ
と
を
思
わ
せ
る
。

@
共
有
条
の
比
較

次
に
、
尊
経
閤
本
・
田
中
本
が
共
に
有
す
る
条
に
つ
い
て
み
る
と
、
原
則
と
し
て

両
篇
の
本
文
は
同
文
的
に
一
致
す
る
。
こ
の
こ
と
に
よ
っ
て
尊
経
関
本
に
難
読
、
ま

た
は
意
味
の
通
ら
な
か
っ
た
箇
所
の
い
く
つ
か
を
、

田
中
本
に
よ
っ
て
補
う
こ
と
が

([極楽寺殿御消患』再考]…・内田湾子

で
き
る
。

尊
経
閤
本
第
五
九
条
・
田
中
本
第
六
一
条
は
、
資
料
⑩
の
と
お
り
、
田
中
本
の
二

重
線
部
に
挟
ま
れ
た
点
線
部
が
尊
経
閤
本
に
な
い
。

資
料
⑩

田
中
本
第
六
一
条
・
尊
経
閣
本
第
五
九
条

田
中
本
第
六
一
条

旅
な
ど
に
て
、
夫
・
馬
な
ど
に
、
お
も
く
荷
を
も
た
す
べ
か
ら
ず
。
只
あ

い
か
ば
か
り
く
る
し
か
る
べ
き
。
又
そ
れ

ゆ
む
だ
に
も
、
く
る
し
み
あ
り
。

に
よ
り
て
、
や
ま
う
な
ど
す
る
事
あ
る
べ
し
。
其
時
は
事
を
か
く
べ
き
な
り
。

返
々
あ
ひ
い
た
は
る
ベ
し
。
お
な
じ
人
を
つ
る
冶
と
も
、
荷
な
ど
も
ち
て
も
、

さ
の
み
か
な
し
み
の
な
き
人
と
つ
る
べ
し
。
馬
も
同
事
な
る
べ
し
。

尊
経
閤
本
第
五
九
条

旅
な
ど
に
て
、
夫
・
馬
な
ど
に
、
を
も
く
物
も
た
す
べ
か
ら
ず
。
た
ず
あ

よ
む
に
も
、
苦
い
か
ば
か
り
か
な
し
か
る
べ
き
。
又
そ
れ
に
つ
き
て
、
病
な

ど
す
る
事
あ
る
べ
し
。
其
時
を
つ
る
、
と
も
、
荷
な
ど
を
も
ち
て
、
さ
の
み

か
な
し
み
の
な
き
人
を
つ
る
、
べ
し
。

田
中
本
点
線
部
が
あ
っ
て
初
め
て
、
文
脈
と
し
て
馬
の
話
と
人
の
話
が
繋
が
る
。

尊
経
岡
本
で
は
文
意
が
通
ら
ず
、
諸
先
学
は
当
該
箇
所
に
「
其
時
、
人
を
つ
る
冶
と

も
」
な
ど
「
人
」
が
落
ち
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
推
測
し
て
き
た
の
で
あ
る
。
脱

文
は
更
に
大
き
い
が
、
田
中
本
に
よ
っ
て
確
か
に
「
人
」
の
入
っ
た
文
脈
を
知
る
こ

と
が
で
き
る
。

同
様
の
、
先
学
に
よ
っ
て
既
に
指
摘
さ
れ
て
い
る
尊
経
閤
本
の
文
字
レ
ベ
ル
の
難

読
箇
所
、
例
え
ば
「
お
も
ひ
ぼ
う
せ
ん
」
と
あ
る
の
は
「
お
も
ひ
ひ
ば
う
せ
ん
」
で

は
な
い
か
と
い
っ
た
箇
所
を
田
中
本
で
確
認
し
た
と
こ
ろ
、
ほ
ほ
全
て
の
箇
所
で
先

学
の
推
定
は
田
中
本
に
合
致
し
た
。
そ
れ
ぞ
れ
を
列
挙
す
る
こ
と
は
し
な
い
が
、
他

に
も
「
な
げ
き
」
と
あ
る
べ
き
と
こ
ろ
が
「
な
さ
げ
き
」
(
第
四
三
条
)
、
「
お
い
給

ふ
べ
か
ら
ず
」
が
「
お
い
給
か
ら
ず
」
(
第
四
五
条
)
、
「
傾
城
を
と
め
」
が
「
け
い

せ
を
と
め
」
(
第
六
八
条
)
と
な
る
な
ど
、
尊
経
閣
本
に
は
書
写
の
不
注
意
に
よ
る

か
と
思
わ
れ
る
脱
字
や
街
字
が
多
い
。
尊
経
閤
本
の
本
文
は
、
書
か
れ
た
文
章
と
し

て
粗
い
も
の
で
あ
る
。

さ
て
、
田
中
本
を
参
照
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
尊
経
閣
本
の
難
読
箇
所
が
解
読
さ
れ

る
の
と
逆
に
、
こ
れ
ま
で
尊
経
閤
本
で
疑
問
な
く
理
解
さ
れ
て
き
た
条
に
、
疑
い
を

も
た
な
く
て
は
な
ら
な
い
箇
所
も
現
れ
た
。

資
料
⑪

尊
経
閣
本
第
七
一
条

そ
せ
う
、
さ
な
ら
ぬ
よ
う
を
も
き
〉
給
ふ
べ
し
。
人
の
な
げ
き
を
う
け
ぬ
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わ
が
う
へ
に
申
事
か
な
は
ぬ
な
り
。
よ
も
か
な
は
じ
と
お
も
ふ
そ
せ

れ
ば
、

う
の
か
な
は
す
は
、

い
か
ば
か
り
か
な
し
か
る
べ
き
。
上
へ
む
け
て
け
ん
じ

ん
は
な
き
也
。
ひ
が
事
あ
れ
ば
罪
科
あ
り
。
そ
れ
に
お
そ
る
、
も
の
か
、

や
し
き
に
た
い
し
て
の
賢
人
こ
そ
し
か
る
べ
け
れ
。

全
体
に
意
味
の
取
り
難
い

一
条
で
あ
る
が
、
特
に
点
線
部
に
注
目
す
る
と
、
こ
の

部
分
は
「
ま
さ
か
成
就
す
る
と
は
思
っ
て
も
い
な
い
相
手
の
訴
訟
が
勝
訴
し
て
し
ま

(
9
)
 

う
こ
と
は
」
と
解
さ
れ
て
き
た
。
田
中
本
当
該
条
(
第
七
三
条
)
に
よ
れ
ば
、
当
該

部
は
次
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。

資
料
⑫

田
中
本
第
七
三
条

人
の
そ
せ
う
又
さ
ら
ぬ
用
を
も
き
、
給
べ
し
。
人
の
な
げ
き
を
え
つ
れ
ば
、

我
う
へ
に
申
事
の
か
な
は
ぬ
な
り
。
よ
も
か
な
は
じ
と
思
ふ
事
の
か
な
ひ
た

ら
ば
、
い
か
程
か
う
れ
し
か
る
べ
き
。
ま
し
て
道
理
と
思
ふ
こ
と
の
か
な
は

ず
問
、

い
か
ば
か
り
か
な
し
か
る
べ
き
。
上
へ
む
け
て
賢
人
は
な
き
な
り
。

ひ
が
事
の
あ
れ
ば
罪
科
あ
り
。
そ
れ
に
お
そ
る
、
物
は
、

い
や
し
き
に
た
い

し
て
の
賢
人
こ
そ
し
か
る
べ
き
事
な
れ
。

「
か
な
わ
な
い
と
思

っ
て
い
た
も
の
が
か
な
っ
た
ら
、
ど
れ
ほ
ど
嬉
し
い
か
、
逆

に
、
道
理
だ
と
思
っ
て
い
た
こ
と
が
か
な
わ
な
か
っ
た
ら
、
ど
れ
ほ
ど
が
っ
か
り
す

る
か
」
と
い
う
文
脈
で
、
こ
れ
は
先
の
尊
経
閣
本
に
比
し
て
随
分
通
り
が
よ
い
。

般
に
、
文
意
の
通
る
文
章
は
後
発
の
も
の
、
ま
た
は
後
世
の
さ
か
し
ら
に
よ
る
改
変

と
疑
る
の
が
定
石
で
は
あ
ろ
う
が
、

尊
経
閣
本
で
や
は
り
難
解
な
後
半
部
分
は
田
中

本
で
も
そ
の
ま
ま
に
な
っ
て
い
る
。
点
線
部
は
田
中
本
の
改
変
と
い
う
よ
り
も
、
む

し
ろ
尊
経
閣
本
の
方
が
、

田
中
本
で
二
重
線
を
引
い
た

「
と
思
う
こ
と
の
」
に
目
移

り
を
起
し
て
聞
の
文
を
飛
ば
し
て
し
ま
っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

尊
経
閤
本
で
は
、
続
く
第
七
二
条
で
も

資
料
⑬

尊
経
閤
本
第
七
二
条

物
ご
い
の
家
に
き
た
り
た
ら
ん
に
は
、
か
た
の
ご
と
く
な
り
共
、

て
と
ら
す
べ
し
。
た
と
ひ
と
ら
せ
ず
と
も
、
あ
は
れ
み
の
心
こ
と
葉
あ
る
べ

い
そ
ぎ

し

い
は
ん
や
物
を
こ
そ
と
ら
せ
ず
と
も
、
じ
ゃ
け
ん
の
こ
と
葉
を
い
ふ
べ

か
ら
ず
。
仏
の
御
わ
ざ
な
り
と
し
る
べ
し
。

し、

資
料
⑭

尊
経
閣
本
第
七
二
条
写
本

と
な

っ
て
い
て
、

二
重
線
の
「
と
ら
せ
ず
と
も
」
と
い
う
調
に
ひ
き
つ
け
ら
れ
た
の

か、

二
つ
目
の
「
と
ら
せ
ず
と
も
」
の
あ
と
に
は
「
じ
ゃ
け
ん
の
・
:
」
と
記
さ
ね
ば

な
ら
な
い
の
に
、
資
料
⑭
に
見
え
る
如
く
再
び
前
行
と
同
じ

「と
ら
せ
ず
と
も
あ
は

れ
み
の
・
:
」
と
書
き
か
け
て
し
ま
い
、
途
中
で
気
付
い
た
も
の
ら
し
く
、
「
あ
は
れ
み
」

で
筆
を
止
め
て
見
消
ち
に
し
「
じ
ゃ
け
ん
」
と
傍
書
し
た
上

「
み
」
字
に
「
の
」
を

重
ね
書
き
し
て
い
る
。

書
写
の
集
中
力
が
途
切
れ
る
と
不
注
意
な
ミ
ス
が
連
続
し
て
し
ま
う
の
は
、
誰
し

も
共
感
で
き
る
と
こ
ろ
で
は
な
い
か
。
尊
経
閣
本
第
七

一
条
の
本
文
も
、
目
移
り
に

よ
っ
て
田
中
本
に
見
え
る
文
言
を
脱
落
さ
せ
た
可
能
性
が
高
い
と
考
え
ら
れ
る
の
で

あ
る
。

同
じ
よ
う
な
目
移
り
を
疑
え
る
箇
所
は
尊
経
閤
本
第
三
一

・
三
二
条
に
も
あ
る
。

資
料
⑮

尊
経
閑
本
第
三
一

・
三
二
条

ば
う
ば
い
と
う
ち
つ
れ
た
る
時
、
馬
、
っ
ち
は
、
人
す
く
な
く
ば
五
き
が
程
、

お
ほ
く
ば
一一一
き
が
ほ
ど
を
へ
だ
っ
べ
し
。
た
ず
し
事
に
よ
り
て
ふ
る
ま
ふ
ベ

し;
き
ば
う
ち
の
事
、
大
か
た
半
町
つ
ね
の
人
、
つ
つ
也
。
倒
事
叫
L
引
で

l

ふ
引

ま
ふ
ベ
し
。
夜
道
・
山
み
ち
用
心
の
事
な
ど
あ
る
べ
し
。
其
時
は
主
人
の
下

知
を
守
べ

し
。
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両
条
に
は
「
た
だ
し
事
に
よ
り
て
ふ
る
ま
ふ
べ
し
」
と
い
う
同
文
が
含
ま
れ
て

い
る
。
両
条
は
ど
ち
ら
も
馬
に
関
る
作
法
を
記
し
て
い
る
が
、
全
く
同
じ
一
文
が

隣
り
合
わ
せ
に
連
続
し
て
出
て
く
る
の
は
柳
か
う
る
さ
い
。
田
中
本
当
該
条
(
第

で
は
、
前
条
の
「
但
し
こ
と
に
よ
り
て
ふ
る
ま
ふ
べ
し
」
は
尊
経

閣
本
と
同
様
で
あ
る
が
、
後
条
は
た
だ
「
但
し
」
と
い
う
接
続
語
で
つ
な
が
れ
て
い

る
だ
け
で
あ
る
。
尊
経
閤
本
が
「
但
し
」
と
い
う
語
に
ひ
き
つ
け
ら
れ
た
目
移
り
に

(m) 

よ
っ
て
、
前
条
の
一
文
を
後
条
に
挿
入
さ
せ
て
し
ま
っ
た
可
能
性
が
疑
え
よ
う
。

三
三
・
コ
一
四
条
)

次
に
尊
経
閤
本
一
五
条
は
、

資
料
⑮

尊
経
閤
本
第
一
五
条

我
こ
そ
読
み
た
ま
は
ず
と
も
、
経
録
な
ど
文
字
を
も
能
し
り
心
得
た
ら
ん

人
に
よ
み
だ
ん
ぜ
さ
せ
申
て
、
ち
ゃ
う
も
ん
申
さ
る
べ
し
。
心
は
生
得
す
く

出
川
和
.
出
削
、
さ
ゃ
う
の
事
を
聴
聞
せ
ざ
れ
ば
、
ち
恵
な
く
し
て
心
せ
ば
き

也

と
い
う
一
条
で
あ
る
が
、
点
線
部
分
を
田
中
本
(
第
一
七
条
)
に
あ
た
る
と
、
「
心

一
文
字
が
入
る
か
入
ら
な
い
か

は
生
得
す
く
な
れ
ど
も
」
と
な
っ
て
い
る
。
「
け
」

だ
け
の
違
い
で
は
あ
る
が
、
文
意
は
変
わ
る
。
田
中
本
の
本
文
に
よ
る
と
、
心
は
生

ま
れ
つ
き
「
す
く
」

l
こ
の
「
す
く
」
に
は
「
健
」
「
直
」
な
ど
の
文
字
が
充
て
ら

れ
る
で
あ
ろ
う
ー
な
も
の
で
あ
っ
た
と
し
て
も
、
更
に
聴
聞
す
る
こ
と
を
怠
れ
ば
そ

の
「
す
く
」
な
心
も
活
か
せ
ず
、
「
智
恵
な
く
し
て
心
せ
ば
」
く
な
っ
て
し
ま
う
の
だ
、

と
い
う
教
え
に
な
る
だ
ろ
う
か
。
『
極
楽
寺
殿
御
消
息
』
に
は
他
に
、
尊
経
閣
本
第

[W極楽寺隊創消息u再考1・・・・・・内田湾子

七
七
・
七
八
条
に
も
「
人
の
心
は
す
く
に
て
よ
か
る
べ
し
」
「
人
の
心
を
す
く
に
も
た

せ
ん
」
な
ど
の
文
言
も
見
え
る
か
ら
、
田
中
本
の
文
脈
を
知
る
と
、
尊
経
閣
本
点
線

部
「
心
は
生
得
少
な
け
れ
ど
も
」
と
読
め
る
本
文
に
は
疑
念
が
生
じ
る
。

同
様
に
尊
経
閣
本
第
一
二
条
で
も
、

資
料
⑮

尊
経
閤
本
第
二
一
条

ぶ
ん
げ
ん
に
し
た
が
ひ

て
ふ
る
ま
ひ
給
ふ
べ
し
。
こ
と
に
す
ぎ
ぬ
れ
ば
、
H

ん
の
婦
制
引
事
出
。
又
の

ふ
る
ま
ひ
も
、
家
ゐ
も
、
も
ち
ぐ
そ
く
な
ど
も
、

ち
も
し
と
げ
が
た
し
。

と
あ
る
が
、
点
線
部
が
田
中
本
二
三
条
で
は
「
か
な
ら
ず
人
の
材
叶
叫
あ
る
事
也
」

と
あ
る
。
こ
れ
も
一
文
字
の
違
い
で
あ
る
が
「
わ
づ
ら
ひ
」
と
「
わ
ら
ひ
」
の
違
い

は
、
そ
こ
に
訓
戒
者
の
事
態
の
対
す
る
感
覚
を
読
み
取
ろ
う
と
す
る
な
ら
ば
、
解
釈

は
違
っ
た
も
の
に
な
る
。

更
に
、
尊
経
閣
本
第
四
七
条
は
仏
教
へ
の
信
仰
に
つ
い
て
鏡
舌
に
記
し
た
条
で
あ

る
が
、
そ
の
中
に
「
仏
法
盛
ん
な
れ
ば
不
出
さ
か
な
り
」
と
い
う
一
文
が
あ
る
。
思

想
大
系
で
は
こ
の
「
万
法
」
に
「
す
べ
て
の
物
が
そ
な
え
も
つ
事
理
」
と
頭
注
が
附

さ
れ
た
。
と
こ
ろ
が
当
該
箇
所
を
田
中
本
で
見
る
と
「
万
」
字
の
代
り
に
「
魔
」
の

文
字
が
充
て
ら
れ
、
「
仏
法
さ
か
ん
な
れ
ば
魔
法
さ
か
ん
な
り
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。

「
万
法
」
と
「
魔
法
」
で
は
意
は
ま
る
で
逆
と
い
っ
て
よ
い
。
田
中
本
の
表
記
を
勘

案
す
る
な
ら
、
尊
経
閤
本
の
「
万
」
が
漢
字
と
し
て
で
は
な
く
仮
名
の
「
ま
」
と
し

て
用
い
ら
れ
て
い
て
、
こ
の
「
万
法
」
も
「
マ
ン
ボ
ウ
」
で
は
な
く
「
マ
ホ
ウ
」
と

訓
ま
せ
る
つ
も
り
で
あ
っ
た
可
能
性
が
生
ま
れ
る
。
そ
う
で
あ
っ
た
と
す
る
と
、
田

中
本
が
仮
名
の
「
ま
」
に
「
魔
」
字
を
用
い
て
い
る
箇
所
が
他
に
認
め
ら
れ
な
い
こ

と
か
ら
、
こ
の
「
マ
ホ
ウ
」
は
や
は
り
「
魔
法
」
の
文
字
を
充
て
た
意
で
理
解
す
る

べ
き
で
あ
ろ
う
か
。

田
中
本
と
校
合
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
尊
経
閤
本
本
丈
は
急
に
落
着
か
な
い
も
の

に
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
先
に
も
少
し
触
れ
た
よ
う
な
文
字
の
書
写
レ
ベ
ル
の
ミ
ス
な

ど
が
多
い
こ
と
と
も
相
侠
っ
て
、
尊
経
閤
本
の
書
か
れ
た
文
章
と
し
て
の
粗
さ
、
と

い
っ
た
側
面
が
よ
り
鮮
明
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
先
述
の
「
よ
も
か
な
は
じ
と
・
:
」

や
「
少
な
け
れ
ど
/
す
く
な
れ
ど
」
等
の
条
の
よ
う
に
、
多
少
の
文
章
の
ね
じ
れ
を

感
じ
つ
つ
も
、
こ
ち
ら
か
ら
文
意
を
迎
え
に
行
く
こ
と
で
理
解
で
き
て
い
た
本
文
の

読
み
直
し
な
ど
、
尊
経
閤
本
は
今
一
度
相
対
化
し
て
読
ま
れ
る
必
要
が
あ
る
の
で
は

な
い
だ
ろ
う
か
。

但
し
、
尊
経
閤
本
は
窒
町
初
期
書
写
か
と
さ
れ
、

田
中
本
は
天
文
一
九
年

(
一
五
五

O
)
戦
国
期
中
期
の
書
写
で
あ
る
。
巻
末
の
無
造
作
な
増
補
以
外
に
、
本

9 
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え文
ば中
本に
文も
の確
表か
現に
の田
あ中
り 本
方が
を後
田発
由の
本写
と本
酋で

桂あ
閣を
本'-

2主

義2
5革
Tg 
てん

る
み

ぞ例

両
書
が
共
有
す
る
九
八
条
を
、

A
ほ
ぽ
同
文
で
両
書
に
文
言
の
加
減
が
殆
ど
認
め
ら

れ
な
い
条
、

B
田
中
本
が
尊
経
岡
本
に
比
し
て
文
言
を
増
や
し
て
い
る
条
、
逆
に

C

尊
経
閣
本
の
文
字
数
が
多
い
条
、

D
田
中
本
・
尊
経
岡
本
の
双
方
に
文
一
言
の
出
入
り

が
見
え
る
条
、
に
分
類
し
て
み
る
と
、
資
料
⑮
の
よ
う
に
な
る
。

資
料
⑩

田
中
本
・
尊
経
閣
本
文
字
数
比

A
同
文
的
条

五
七
条

約
五
八
%

B
田
中
本
が
文
字
数
を
増
や
す
条

二
六
条

約
二
七
%

C
尊
経
閤
本
が
文
字
数
を
増
や
す
条

。
条

約
一

O
%

D
田
中
本
・
尊
経
岡
本
双
方
に
出
入
り
が
あ
る
条

五
条

約
五
%

同
文
的
な
条
が
最
も
多
い
の
は
、
両
書
が
互
い
に
異
本
の
関
係
に
あ
る
こ
と
か
ら
当

然
と
し
て
も
、
お
お
よ
そ
田
中
本
の
方
が
文
字
数
を
増
や
す
傾
向
に
あ
る
。

ま
た
、
文
章
そ
の
も
の
も
、

田
中
本
の
方
が
概
し
て
文
意
が
通
り
や
す
く
、
表
現

も
こ
な
れ
て
い
る
。
例
え
ば
尊
経
閤
本
一
六
条
は
、
「
一

い
か
な
る
人
に
も
、
さ
の
み
き
た
な
ま
れ
ず
、
又
い
や
し
き
に
も
ま
じ
は
り
、
よ
き

い
で
た
ち
給
ふ
べ
き
事
、

程
に
出
た
ち
給
ふ
ベ
し
。
見
ぐ
る
し
き
人
の
中
に
て
、
返
々
い
み
じ
き
い
で
た
ち
あ

る
べ
か
ら
ず
。
心
あ
る
人
の
わ
ろ
が
る
に
て
侯
也
o
」
と
い
う
内
容
で
あ
る
が
、
田

中
本
一
八
条
は
ほ
ぼ
同
文
な
が
ら
、
点
線
部
が
「
い
か
め
し
き
人
」
と
あ
る
。
次
の

「
又
い
や
し
き
に
も
」
と
い
う
表
現
と
の
対
比
な
ど
を
考
慮
す
る
な
ら
、
「
い
か
め
し

き
」
の
方
が
文
章
と
し
て
は
よ
り
適
し
た
表
現
で
あ
る
。
他
に
、
他
人
に
用
を
言
、
っ

際
の
心
得
を
記
す
尊
経
閤
本
第
三
一
五
条
で
は
最
後
を
「
大
な
る
用
を
人
の
を
ば
聞
き
、

我
は
少
用
を
い
ふ
べ
し
」
と
括
る
が
、
田
中
本
で
は
「
人
の
用
を
ば
大
な
る
を
聞
き
、

我
は
少
き
用
を
い
ふ
べ
し
」
と
す
っ
き
り
と
し
た
表
現
に
な
っ
て
い
る
。
尊
経
閤
本

第
四

O
条
に
つ
い
て
も
、

資
料
⑩

尊
経
閣
本
第
四

O
条

物
を
か
い
候
は
ん
時
、
ぢ
ぢ
ゃ
う
を
一
度
に
申
べ
し
。
た
か
く
ば
か
う

べ
か
ら
ず
。
さ
の
み
こ
と
葉
を
つ
く
す
は
い
や
し
き
事
な
り
。
あ
き
人
は

そ
れ
に
て
身
を
す
ぐ
れ
ば
、

や
す
く
か
う
も
罪
な
る
べ
し
。

と
い
う
も
の
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
当
該
条
田
中
本
第
四
二
条
で
は
、

資
料
⑮

田
中
本
第
四
二
条

物
を
か
い
候
は
ん
時
は
、
ぢ
f

ゃ
う
を
一
度
に
申
ベ
し
。
た
か
く
か
う

も
ゅ
は
れ
な
し
。
こ
と
葉
を
つ
く
す
は
い
や
し
き
事
也
。
又
や
す
く
か
う

も
つ
み
な
る
べ
し
。
あ
き
人
は
そ
れ
に
て
身
を
す
ぐ
れ
ば
せ
め
て
な
り
。

さ
な
き
人
の
と
か
く
申
は
見
ぐ
る
し
き
事
也
。

と
あ
っ
て
、

田
中
本
の
方
が
文
意
は
通
り
易
く
な
っ
て
い
る
こ
と
が
解
る
。
更
に
、

尊
経
閤
本
五

O
条
・
田
中
本
五
二
条
は
、

資
料
⑫

田
中
本
第
五
二
条
・
尊
経
閤
本
五

O
条
校
合

田
中
本
回

尊
経
閤
叩

-
:
前
略
:
・
六
斎
日
、
十
斎
日
に
女
に
と
っ
く
事
あ
る
べ
か
ら
ず
0

・
:
前
略
:
i
l
-
-
、

近

l
l
-
-
-

此
日
な
ど
と
っ
き
て
生
れ
ぬ
る
子
は
・
・
・
、
其
身
か
た
は
に
あ
る
べ
し
。

-

|

生

ず

れ

ば

、

。

又
は
親
の
た
め
に
を
ん
て
き
と
な
り
ぬ
。
ぬ
す
み
心
を
本
と
し
て
悪
事
を

・
l
l
-
-
-

る
也
。

」
の
む
な
り
。

(
「
・
」
は
そ
の
文
字
が
な
い
こ
と
を
、
「
|
」
は
右
と
同
じ
文
字
で
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
)

と
い
う
も
の
で
、
表
現
に
随
分
差
が
あ
る
が
、

や
は
り
文
意
と
し
て
は
田
中
本

の
方
が
よ
り
理
解
し
や
す
い
も
の
と
な
っ
て
い
る
。

表
現
の
為
の
文
字
数
を
増
や
し
、
文
意
の
通
り
易
い
本
文
を
具
え
て
い
る
こ
と
は
、

田
中
本
が
尊
経
関
本
よ
り
書
写
年
代
が
下
る
も
の
で
あ
る
こ
と
を
反
映
し
た
、
後
発

の
写
本
で
あ
る
こ
と
示
唆
す
る
特
徴
で
あ
る
。
逆
に
い
え
ば
尊
経
閤
本
の
本
文
の
方

が
先
行
す
る
写
本
の
特
徴
を
有
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

し
か
し
尊
経
岡
本
に
も
目
移
り
な
ど
に
因
す
る
か
と
思
わ
れ
る
誤
脱
や
、
何
ら
か

の
誤
写
を
疑
う
べ
き
箇
所
が
相
当
数
存
在
し
、
柳
か
粗
い
書
写
本
と
い
う
側
面
も
持

ハ
リー
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つ
本
文
で
あ
っ
た
。
尊
経
閤
本
本
文
は
先
発
の
写
本
と
し
て
尊
重
さ
れ
る
べ
き
で
は

あ
る
が
、
『
極
楽
寺
殿
御
消
息
」
と
し
て
の
文
意
を
検
討
す
る
際
に
は
、
無
批
判
に

随
う
こ
と
は
で
き
な
い
。
こ
の
尊
経
閤
本
の
〈
文
意
の
通
ら
な
さ
〉
〈
文
章
の
粗
さ
〉

は
、
本
文
批
判
と
し
て
の
み
な
ら
ず
、
そ
の
粗
さ
そ
の
も
の
が
一
不
す
意
味
を
も
考
え

な
く
て
は
な
ら
な
い
。

尊
経
閤
本
と
田
中
本
と
は
、
直
接
的
な
書
承
関
係
や
同
じ
親
を
持
つ
兄
弟
関
係
も

想
定
し
難
い
が
、
田
中
本
の
増
補
条
を
除
い
て
、
条
の
配
列
な
ど
基
本
的
な
構
造
は

同
一
で
同
文
的
条
も
多
く
、
極
め
て
狭
い
範
囲
の
同
系
統
の
中
に
あ
る
「
極
楽
寺
殿

御
消
息
』

の
二
伝
本
で
あ
る
。
両
書
の
位
置
付
け
を
含
め
、
『
極
楽
寺
殿
御
消
息
』

の
本
文
批
判
は
優
先
さ
れ
る
べ
き
課
題
で
あ
る
。

。
作
成
過
程
試
論

(ロ)

は
重
時
に
よ
っ
て
「
子
孫
へ
の
教
訓
を
意
図
し
て
」
記
さ

れ
た
も
の
、
「
九
九
条
の
教
訓
の
数
々
を
子
孫
に
道
守
さ
せ
る
べ

G
」
目
的
を
持
っ

て
成
さ
れ
た
も
の
と
し
て
と
ら
え
ら
れ
て
き
た
が
、
そ
の
構
成
を
観
察
し
て
み
る
と
、

「
極
楽
寺
殿
御
消
息
』

尊
経
閤
本
・
田
中
本
の
い
ず
れ
に
し
て
も
、
先
に
も
少
し
触
れ
た
よ
う
に
、
全
体
を

一
心
不
乱
に
執
筆
、

そ
の
よ
う
な
一
つ
の
目
的
を
も
っ
た
一
篇
と
す
べ
く
、

あ
る
い

は
編
集
を
施
し
た
痕
跡
は
希
薄
で
あ
る
様
に
見
え
る
。

ま
ず
冒
頭
は
「
仏
神
を
あ
が
め
申
、
心
に
か
け
奉
る
べ
し
」
と
始
ま
る
が
、
第
二

条
は
「
宮
仕
」
を
主
題
と
し
て
お
り
、
第
三
条
は
再
び
「
僧
を
そ
し
る
事
あ
る
べ
か

ら
ず
」
と
な
っ
て
仏
神
を
主
題
と
し
た
条
に
な
る
。
田
中
本
で
は
、
続
け
て
仏
神
に

関
る
条
が
ふ
た
つ
入
る
が
、
尊
経
閤
本
で
は
次
は
親
兄
弟
へ
の
心
得
が
主
題
と
な
っ

た
二
条
が
続
く
。
次
の
第
六
条
で
は

資
料
⑫

尊
経
閣
本
第
六
条

た
の
し
き
を
見
て
も
、
わ
び
し
き
を
見
て
も
、
無
常
の
心
を
く
わ
ん
ず
べ

し
。
そ
れ
に
つ
い
て
、
因
果
の
理
を
思
ふ
べ
し
。
生
死
無
常
を
観
ず
べ
し
。

と
所
謂
無
常
観
を
説
い
た
か
と
思
う
と
、
第
七
条
で
は

資
料
⑮
尊
経
閤
本
七
条

人
に
ゐ
ぐ
み
た
ら
ん
所
に
て
は
、
肴
菓
て
い
の
あ
ら
ん
を
ば
、
我
も
と
る

や
う
に
振
舞
と
も
、
と
り
は
づ
し
た
る
様
に
て
、
人
に
お
ほ
く
と
ら
す
べ
し
。

又
そ
れ
も
人
に
見
ゆ
る
や
う
に
は
あ
る
べ
か
ら
ず
。

な
ど
と
あ
り
、
続
く
第
一

O
条
ま
で
、
食
事
作
法
や
「
畳
の
縁
を
踏
む
な
」
と
い
っ

た
極
め
て
日
常
的
・
具
体
的
な
作
法
を
教
え
て
い
る
。
第
一
一
・
一
三
条
で
女
性
に

関
る
条
が
並
ぶ
が
、
第
三
一
了
一
四
条
で
は
「
道
理
」
「
教
訓
」
な
ど
抽
象
的
な
内
容

が
一
不
さ
れ
、
第
一
七
条
で
は
尊
経
閣
本
に
見
え
な
か
っ
た
田
中
本
第
五
条
と
も
関
る

「
聴
聞
」
に
つ
い
て
説
き
、
第
一
九

1
二
三
条
は
で
「
出
立
」
の
具
合
や
扇
の
種
類
、

衣
装
の
紋
、
馬
や
刀
の
大
き
さ
な
ど
、
再
び
随
分
具
体
的
な
生
活
に
密
着
し
た
細
か

な
心
得
を
示
す
。

妙
に
個
別
具
体
的
な
条
が
記
さ
れ
た
か
と
思
え
ば
、
抽
象
的
な
精
神
的
心
得
を
一
不

す
条
が
続
け
て
記
さ
れ
る
。
部
分
部
分
で
、
馬
に
ま
つ
わ
る
話
や
、
女
子
供
の
話
が

連
続
し
た
り
、
周
辺
の
者
た
ち
に
対
す
る
心
構
え
か
ら
、
よ
り
下
位
の
者
た
ち
ゃ
百

姓
な
ど
へ
と
話
が
連
環
し
て
ゆ
く
な
ど
、
緩
や
か
な
編
集
の
痕
は
み
る
こ
と
が
で
き

る
。
し
か
し
、
そ
れ
は
ご
く
表
層
の
編
集
で
、
た
だ
同
じ
言
葉
が
出
て
く
る
か
ら
並

べ
た
と
い
う
レ
ベ
ル
に
近
く
、
全
体
と
し
て
は
各
条
ゃ
い
く
つ
か
で
纏
ま
っ
た
条
々

が
、
た
だ
羅
列
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
読
め
る
の
で
あ
る
。

ま
た
、
前
節
で
み
た
よ
う
に
、
後
発
の
伝
本
で
あ
る
田
中
本
が
文
意
の
通
り
易
い

方
向
に
改
変
を
加
え
て
い
る
と
す
れ
ば
、
そ
れ
は
逆
に
い
え
ば
尊
経
閣
本
の
文
意
は

伝
わ
り
難
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
文
体
と
い
う
点
で
も
、
基
本
的
に
は
「

1
べ
し
」

「
1
べ
か
ら
ず
」
を
多
用
す
る
こ
と
は
当
然
な
の
で
あ
る
が
、
似
た
よ
う
な
訓
戒
を

示
し
た
条
で
も
一
方
で
は
「
候
」
を
多
用
す
る
な
ど
全
体
を
貫
く
よ
う
な
傾
向
は
見

え
な
い
。

子
孫
に
伝
え
る
家
訓
書
と
し
て
、
序
文
や
蹴
文
に
あ
る
よ
う
な
目
的
意
識
に
よ
り

つ
つ
、
重
時
自
身
が
筆
を
執
る
の
な
ら
、
も
う
少
し
何
ら
か
の
編
集
が
行
な
わ
れ
て

11 
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も
然
る
べ
き
で
は
な
か
っ
た
か
。
自
分
が
垂
れ
た
教
訓
を
、
子
孫
に
末
永
く
伝
わ
る

こ
と
を
願
っ
て
記
さ
れ
た
は
ず
で
あ
る
の
に
、
『
極
楽
寺
殿
御
消
息
」

の
本
文
は
、

文
体
の
統
一
と
い
う
レ
ベ
ル
か
ら
、
内
容
の
編
集
な
ど
、
家
訓
書
と
し
て
効
率
よ
く

訓
戒
を
伝
え
よ
う
と
す
る
よ
う
な
合
理
的
な
発
想
と
は
遠
い
と
こ
ろ
で
纏
め
ら
れ
て

い
る
。
そ
し
て
そ
の
表
現
に
は
、
読
者
を
念
頭
に
お
い
た
、
書
か
れ
た
文
章
と
し
て

の
推
献
は
、
あ
ま
り
加
え
ら
れ
な
か
っ
た
と
見
え
る
の
で
あ
る
。

こ
の
「
極
楽
寺
殿
御
消
息
』
の
整
わ
な
さ
は
、
重
時
個
人
が
こ
れ
を
執
筆
・
完
成

さ
せ
た
も
の
で
は
な
い
と
考
え
る
な
ら
、
諒
解
で
き
る
も
の
と
な
る
の
で
は
な
い
だ

ろ
う
か
。

重
時
が
日
頃
、
子
供
た
ち
ゃ
一
族
の
人
々
、
周
辺
に
在
る
様
々
な
人
々
に
対
し

て
、
事
あ
る
ご
と
に
、
ま
た
は
何
か
特
殊
な
機
会
に
口
に
し
た
で
あ
ろ
う
訓
戒
や
教

訓
め
い
た
発
言
が
書
き
留
め
ら
れ
る
。
書
き
留
め
る
行
為
は
必
ず
し
も
重
時
自
身
の

手
に
よ
ら
ず
と
も
よ
く
、
周
り
の
誰
か
|
こ
れ
は
複
数
で
あ
っ
た
か
も
し
れ
な
い
|

に
よ
っ
て
行
な
わ
れ
て
い
て
も
よ
い
。
集
積
さ
れ
た
こ
の
聞
書
き
メ
モ
は
、
家
訓
書

と
し
て
集
成
す
る
こ
と
が
目
論
ま
れ
、
重
時
自
身
も
序
文
・
蹴
文
に
そ
の
意
図
を
記

し
た
。
そ
れ
以
上
の
編
集
・
推
蔽
が
成
さ
れ
る
計
画
の
有
無
は
不
明
な
が
ら
、
結
果

的
に
現
状
の
段
階
で
集
成
作
業
は
終
了
、
あ
る
い
は
中
断
し
た
、
と
い
う
可
能
性
で

あ
る
。こ

の
様
に
考
え
れ
ば
、
『
極
楽
寺
殿
御
消
息
』
全
体
に
感
じ
る
統
一
感
の
な
き
ゃ
、

読
者
を
想
定
し
た
編
集
や
推
敵
の
痕
な
ど
が
見
え
な
い
こ
と
な
ど
に
説
明
が
附
く
。

尊
経
閤
本
に
は
採
用
さ
れ
な
か
っ
た
が
メ
モ
に
は
残
っ
て
い
た
も
の
が
、
あ
る
い
は
、

別
の
場
所
や
機
会
に
記
憶
・
記
録
さ
れ
て
あ
っ
た
訓
戒
が
、
例
え
ば
田
中
本
独
自
条

の
よ
う
な
形
で
、
ど
こ
か
で
挿
入
・
附
加
さ
れ
る
よ
う
な
こ
と
も
、
起
こ
り
得
る
だ

ろ
う
。
ま
た
、
メ
モ
は
集
積
し
た
が
編
集
は
貫
徹
し
な
か
っ
た
と
す
れ
ば
、
編
集
意

識
の
見
え
な
い
そ
の
意
味
で
の
未
完
成
さ
は
、
尊
経
閤
本
と
田
中
本
と
い
う
、
合
ま

れ
る
条
数
の
違
う
伝
本
を
生
む
こ
と
を
助
長
し
た
で
あ
ろ
う
。
編
集
意
識
に
貫
か
れ

た
条
々
が
整
然
と
並
ぶ
よ
う
な
体
裁
を
持
た
な
い
こ
と
は
、
後
に
追
加
や
削
除
を
行

う
者
の
心
理
的
敷
居
を
低
く
し
た
と
思
わ
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
『
極
楽
寺
殿
御
消
息
』

は
「
こ
の
御
消
息
の
異
本
と
も
み
ら
れ
る
も
の
が
、
す
で
に
室
町
期
か
ら
北
条
時
頼

(M) 

の
家
訓
と
称
せ
ら
れ
て
ひ
ろ
く
世
に
行
わ
れ
て
い
た
」
。
つ
ま
り
比
較
的
早
い
段
階

か
ら
柳
か
の
改
変
を
加
え
ら
れ
、
北
条
時
頼
に
仮
託
さ
れ
最
明
寺
殿
の
家
訓
書
・
教

訓
書
と
し
て
流
布
し
た
こ
と
も
、
も
と
の
『
極
楽
寺
殿
御
消
息
』
が
改
変
を
許
す
よ

う
な
性
格
の
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
と
も
い
え
よ
う
。

更
に
、
様
々
な
場
で
訓
戒
が
発
せ
ら
れ
、
そ
れ
が
書
き
留
め
ら
れ
る
時
、
そ
の
訓

戒
が
示
さ
れ
た
場
の
状
況
ま
で
も
が
上
手
く
書
き
込
ま
れ
て
い
な
け
れ
ば
、
場
の
コ

ン
テ
ク
ス
ト
を
共
有
出
来
な
い
者
、
す
な
わ
ち
書
か
れ
た
テ
キ
ス
ト
と
し
て
そ
れ
を

読
む
後
の
読
者
に
は
、
情
報
不
足
で
そ
の
内
容
が
解
り
難
く
な
る
。
『
極
楽
寺
殿
御

消
息
』
、
特
に
尊
経
閤
本
の
詞
の
足
ら
な
さ
、
文
意
の
通
り
難
さ
は
、
こ
の
あ
た
り

に
由
来
す
る
の
で
は
な
い
か
。
各
条
々
が
必
ず
し
も
訓
戒
を
伝
え
た
い
後
の
読
者
を

想
定
し
な
が
ら
文
章
を
練
っ
た
も
の
と
読
め
な
い
の
は
、
当
初
そ
れ
は
「
後
の
読
者
」

を
想
定
し
た
も
の
で
は
な
く
「
現
場
に
在
っ
た
人
」
に
向
け
て
の
も
の
で
あ
っ
た
か

ら
で
は
な
い
か
。

『
極
楽
寺
殿
御
消
息
」
は
序
文
と
蹴
文
を
備
え
て
い
て
、
そ
の
意
味
で
は
首
尾
一

貫
し
て
成
さ
れ
た
も
の
の
よ
う
に
読
め
る
の
で
は
あ
る
が
、
各
条
々
は
閉
じ
た
空
間

で
成
さ
れ
た
も
の
で
は
な
か
っ
た
の
で
は
な
い
か
。
家
訓
書
と
し
て
ひ
と
つ
に
纏
つ

た
瞬
間
、
そ
の
一
書
は
「
を
の
/
¥
よ
り
外
に
も
ら
し
給
べ
か
ら
ず
(
序
文
)
」
「
他

人
に
も
ら
し
た
ま
ふ
べ
か
ら
ず
(
政
文
)
」
と
、
他
見
を
許
さ
ぬ
家
|
こ
こ
で
は
極
楽

寺
流
北
条
家
で
あ
ろ
う
ー
の
も
の
と
し
て
伝
え
ら
れ
る
こ
と
に
は
な
ろ
う
。
し
か
し

肝
心
の
条
々
の
ひ
と
つ
ひ
と
つ
は
、
重
時
の
口
か
ら
発
せ
ら
れ
た
当
初
は
「
外
」
や
「
他

人
」
が
接
す
る
こ
と
が
出
来
、
か
な
り
多
様
・
多
数
の
人
々
が
、
重
時
が
教
訓
の
調

を
発
し
た
そ
の
場
に
在
っ
て
、
同
じ
空
気
を
吸
っ
て
い
た
可
能
性
が
高
い
。
そ
の
場

一
方
で
は
無
制
限
で
は
な
い

の
人
々
に
よ
っ
て
さ
ま
ざ
ま
に
記
憶
さ
れ
た
訓
戒
は
、

に
せ
よ
巷
に
流
れ
、
他
方
で
は
〈
正
規
に

v
記
録
さ
れ
、
人
に
「
も
ら
し
た
ま
ふ

べ
か
ら
」
ざ
る
家
訓
書
と
し
て
体
を
成
す
。
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も
し
、
重
時
自
身
が
明
確
な
執
筆
意
図
の
も
と
に
、
当
初
か
ら
他
見
を
許
さ
ぬ
家

訓
書
と
し
て
書
き
上
げ
た
も
の
で
あ
る
な
ら
ば
、
『
極
楽
寺
殿
御
消
息
』
に
記
さ
れ

た
内
容
が
、
後
の
時
代
は
と
も
か
く
、
執
筆
と
同
時
代
的
に
多
く
の
人
々
に
共
有
さ

れ
、
流
布
す
る
可
能
性
は
低
い
と
見
な
く
て
は
い
け
な
い
。
し
か
し
、
例
え
ば
説
話

集
『
十
訓
抄
」
と
『
極
楽
寺
殿
御
消
息
」
と
の
関
り
は
既
に
指
摘
が
あ
り
、
そ
の
考

察
の
中
で
も
「
こ
こ
(
『
極
楽
寺
殿
御
消
息
』
)
に
示
さ
れ
た
詞
や
思
想
は
す
で
に
六

波
羅
探
題
在
任
中
に
も
周
囲
に
対
す
る
教
訓
と
し
て
語
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
と
推
察

す
べ
き
」
と
の
見
怖
が
示
さ
れ
て
い
る
。
と
い
う
の
も
『
十
訓
抄
』
は
建
長
四
年

(
一
二
五
二
)
成
立
で
あ
り
、
『
極
楽
寺
殿
御
消
息
」
を
重
時
の
執
筆
と
み
て
成
立
を

康
元
元
年
(
一
二
五
六
)
か
ら
弘
長
元
年
(
一
二
六
二
の
間
と
見
る
な
ら
、
『
十

訓
抄
」
が
既
に
一
書
と
し
て
成
っ
た
「
極
楽
寺
殿
御
消
息
」
を
披
見
し
、
そ
れ
を
本

[[極楽寺殿御消息』再考j......内田湾子

文
に
反
映
さ
せ
る
可
能
性
は
な
い
か
ら
で
あ
る
。

更
に
い
え
ば
、
こ
こ
ま
で
、
『
極
楽
寺
殿
御
消
息
』
制
作
の
主
体
を
最
大
限
北
条

重
時
と
し
て
き
た
が
、
冒
頭
に
触
れ
た
よ
う
に
『
極
楽
寺
殿
御
消
息
」
を
真
に
重
時

作
と
す
る
確
固
た
る
証
拠
は
、
現
時
点
で
は
認
め
ら
れ
て
い
な
い
。
家
訓
書
名
に
冠

さ
れ
た
名
は
必
ず
し
も
執
筆
者
・
編
集
者
の
自
署
と
は
限
ら
ず
、
む
し
ろ
そ
の
家
訓

書
を
伝
え
る
人
々
に
と
っ
て
、
自
分
た
ち
の
家
や
氏
族
を
代
表
さ
せ
得
る
名
で
あ
る

こ
と
が
重
要
で
あ
る
。
極
楽
寺
流
北
条
家
の
人
々
に
と
っ
て
、
当
初
重
時
は
、
家
訓

書
に
名
を
冠
す
る
に
値
す
る
人
物
で
あ
っ
た
ろ
う
し
、
後
代
こ
の
書
が
時
頼
に
仮
託

さ
れ
る
の
は
、
受
け
継
ぐ
人
々
に
と
っ
て
重
時
よ
り
も
時
頼
の
方
が
、
よ
り
そ
の
要

求
に
応
え
る
も
の
と
考
え
ら
れ
た
か
ら
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

こ
の
よ
う
に
考
え
る
と
、
『
極
楽
寺
殿
御
消
息
』
に
含
ま
れ
る
個
々
の
訓
戒
は
、

こ
れ
を
重
時
の
口
か
ら
発
せ
ら
れ
た
重
時
の
訓
戒
と
限
定
せ
ず
、
重
時
も
含
め
た
更

に
広
く
極
楽
寺
流
北
条
家
の
周
辺
で
行
わ
れ
て
き
た
訓
戒
、
と
ま
ず
は
見
て
お
く
べ

き
で
は
な
い
か
。
そ
し
て
こ
れ
を
重
時
自
身
が
纏
め
た
可
能
と
同
時
に
、
極
楽
寺
流

北
条
家
を
継
い
で
ゆ
か
ね
ば
な
ら
な
い
子
息
た
ち
、
場
合
に
よ
っ
て
は
後
に
仮
託
さ

れ
る
娘
婿
時
頼
も
含
め
、
重
時
近
辺
の
別
人
に
よ
っ
て
、
重
時
に
仮
託
さ
れ
て
纏
め

ら
れ
、
命
名
さ
れ
た
と
い
う
よ
う
な
可
能
性
も
念
頭
に
置
き
つ
つ
、
検
討
を
加
え
る

(
日
)

必
要
が
あ
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

こ
の
一
書
が
極
楽
寺
流
北
条
氏
に
関
る
家
訓
書
で
あ
り
、
時
間
的
に
も
空
間
的
に

も
重
時
の
周
辺
に
お
い
て
成
立
し
た
こ
と
を
疑
わ
な
く
て
は
な
ら
な
い
材
料
は
現
時

点
で
は
見
え
な
い
よ
う
に
思
う
。
先
学
に
よ
る
各
条
々
の
内
容
の
検
討
の
通
り
、
ま

た
序
文
や
蹴
丈
の
在
り
方
等
を
み
て
も
、
家
と
し
て
の
纏
ま
り
ゃ
存
続
を
思
う
意
識

に
よ
っ
て
、
こ
の
一
一
編
は
成
さ
れ
て
い
る
。

但
し
『
極
楽
寺
殿
御
消
息
』
に
見
え
る
意
識
や
思
想
的
意
義
な
ど
の
評
価
に
つ
い

て
、
上
述
の
理
由
か
ら
そ
れ
を
重
時
個
人
に
直
結
さ
せ
る
こ
と
に
は
慎
重
に
な
り
た

い
。
『
極
楽
寺
殿
御
消
息
』
が
『
ム
ハ
波
羅
殿
御
家
訓
」
に
比
し
て
普
遍
性
を
持
つ
と

評
価
さ
れ
る
こ
と
も
、
両
篇
の
間
に
あ
る
訓
戒
の
傾
向
の
違
い
や
仏
教
的
色
彩
の
変

化
な
ど
に
つ
い
て
も
、
重
時
個
人
か
ら
は
離
れ
た
視
線
で
考
察
を
施
す
余
地
が
残
さ

れ
て
い
る
よ
、
つ
に
思
、
つ
の
で
あ
る
。

お
わ
り
に

最
後
に
田
中
本
の
書
写
者
に
触
れ
て
お
き
た
い
。
田
中
本
は
北
条
重
時
の
生
き
た

時
代
か
ら
、
ほ
ほ
三
百
年
後
に
書
写
さ
れ
た
一
伝
本
で
あ
る
。
冒
頭
に
引
い
た
よ
う

に
、
田
中
本
に
は
永
正
九
年
(
一
五
二
一
)
に
「
重
春
」
の
記
し
た
奥
書
と
、
天
文

十
九
年
(
一
五
五

O
)
に
「
与
四
郎
」
に
よ
っ
て
書
写
さ
れ
た
こ
と
を
示
す
奥
書
が

あ
る
。両

者
に
つ
い
て
は
現
時
点
で
問
中
本
に
記
さ
れ
た
奥
書
以
上
の
情
報
が
得
ら
れ
な

い
が
、
「
重
春
」
は
こ
の
極
楽
寺
流
北
条
家
所
縁
の
家
訓
書
に
つ
い
て
、
「
且
為
形
見

且
備
明
鏡
、
不
乱
身
上
被
守
此
面
者
、
現
当
二
世
之
可
為
本
望
者
也
」
と
い
い
、
永

正
九
年
の
段
階
で
「
不
厭
老
眼
」
と
言
え
る
ほ
ど
の
年
齢
に
な
っ
て
い
た
こ
と
は
解

る
。
ま
た
「
与
四
郎
」
の
方
は
天
文
十
九
年
五
月
晦
日
に
本
書
を
書
写
し
た
こ
と
と
、

花
押
を
残
し
て
い
る
。
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「
与
四
郎
」
花
押
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本
篇
は
極
楽
寺
流
北
条
家
に
所
縁
の

一
書
で
あ
り
、

北
条
氏
に
関
わ
る
人
の
近
辺

で
書
写
、
流
布
し
て
い
た
可
能
性
は
高
い
で
あ
ろ
う
。
と
す
れ
ば
「
重
春
」
「
与
四
郎
」

に
つ
い
て
も
、
北
条
氏
と
何
ら
か
の
つ
な
が
り
を
持
つ
人
物
で
あ
る
可
能
性
は
高
く
、

(
げ
)

こ
の
点
を
踏
ま
え
た
探
索
・
後
考
を
期
す
と
と
も
に
、
花
押
の
確
認
を
待
ち
た
い
と

田
?
っ
。

の
本

文
そ
の
も
の
を
今

一
度
疑
い
つ
つ
、
広
く
異
本
と
考
え
ら
れ
る
も
の
を
坦
上
に
上
げ

一
つ
の
異
本
の
存
在
が
明
ら
か
に
な
っ
た
こ
と
で
、

『極
楽
寺
殿
御
消
息
』

て
読
み
直
す
べ
き
余
地
が
生
ま
れ
た
。
既
に
先
学
は
、
最
明
寺
殿
時
頼
に
仮
託
さ
れ

て
流
布
し
て
い
る
家
訓
書
が
、

『極
楽
寺
殿
御
消
息
』

の
異
本
と
い
え
る
と
い
う
事

実
を
指
摘
し
て
い
る
に
も
関
ら
ず
、
そ
れ
ぞ
れ
書
名
が
同

一
で
な
か
っ
た
こ
と
も
あ

ろ
う
が
、
「
御
消
息
と
い
わ
ゆ
る
時
頼
家
訓
と
の
関
係
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
必

(
凶
)

ず
し
も
徹
底
的
な
検
討
が
な
さ
れ
た
と
は
い
え
な
い
」
ま
ま
現
在
に
至
っ
て
い
る
。

複
数
の
異
本
の
存
在
が
意
識
さ
れ
な
が
ら
、
こ
れ
が
検
討
の
対
象
と
な
ら
ず
に
き
た

と
の
書
名
を
持
つ
も
の
が
孤
本
で
あ
っ
た
こ
と
と
、

の
は
、

『極
楽
寺
殿
御
消
息
』

家
訓
書
は
固
有
の
家
に
他
見
を
避
け
て
伝
え
ら
れ
て
い
る
も
の
で
あ
る
、
と
い
う
性

格
付
け
と
が
相
侠
つ
て
の
錯
覚
で
あ
っ
た
だ
ろ
う
か
。

最
明
寺
殿
時
頼
に
仮
託
さ
れ
た
家
訓
書
を
含
め
た
本
文
批
判
は
今
後
の
課
題
で
あ

る
が
、
本
稿
で
採
り
上
げ
た
田
中
本

『極
楽
寺
殿
御
消
息
』
を
含
ん
で
い
た
田
中
穣

氏
旧
蔵
典
籍
群
に
も
、

『夢
窓
国
師
仮
名
文
』
『
法
然
上
人
仮
名
文
』
と
合
冊
に
な
っ

た
『西
明
寺
殿
御
消
息
」
と
外
題
を
附
さ
れ
た

一
伝
本
が
含
ま
れ
て
い
る
。
本
文
は
『極

楽
寺
殿
御
消
息
』
と
近
似
し
て
い
る
上
、
そ
も
そ
も
内
題
は
、
欠
損
が
あ
る
が
残
画

を
勘
案
す
る
と
「
極
楽
寺
殿
御
消
息
」
と
訓
む
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
内
題
の
下
に

は
割
書
き
で
「
西
明
寺
殿
御
作
」
な
ど
と
記
し
て
お
り
、
本
稿
で
紹
介
し
た
田
中
本
「
極

楽
寺
殿
御
消
息
』
が

『西
明
寺
殿
御
歌
百
首
」
と
合
写
さ
れ
て
い
る
こ
と
と
併
せ
て
、

『
極
楽
寺
殿
御
消
息
』
と
最
明
寺
殿
と
の
関
係
を
考
え
る
こ
と
に
示
唆
的
で
あ
る
。

該
本
の
条
数
を
比
較
す
る
と

(
前
掲
の
表
①
を
参
照
さ
れ
た
い
)
、

『西
明
寺

の
条
数
は
九
七
条
。
尊
経
関
本
が
も
た
な
か
っ
た
田
中
本
の
四
・

殿
御
消
息
』

五
二
二
二

・
八
七
・
百
条
は
有
し
(
以
上
田
中
本
に
近
似
す
る
点
)
、
し
か
し
田
中
本
は

持
た
な
い
尊
経
閤
本
の
継
母
に
関
る
二
四
条
は
含
ん
で
い
て
、
更
に
田
中
本
が
末
尾

に
増
加
さ
せ
て
い
た

一
O
四

1
一
O
七
条
は
、
尊
経
閣
本
と
同
様
に
こ
れ
ら
を
持
た

(以
上
尊
経
閣
本
に
近
似
す
る
点
)
o

条
の
掲
載
順
序
は
、
中
程
の

一
部
に
合

計
四
紙
の
錯
簡
が
あ
る
が
、
こ
れ
を
除
け
ば
尊
経
閣
本

・
田
中
本
と
原
則
同
様
で
あ

な
し、

る
各
条
は
、
お
お
よ
そ
尊
経
閣
本

『極
楽
寺
殿
御
消
息
』
と
田
中
本
『
極
楽
寺
殿
御

の
中
間
に
位
置
付
け
が
可
能
な
本
文
を
持
っ
て
お
り
、
田
中
本

「西
明
寺
殿

消
息
』

御
消
息
」
は

『極
楽
寺
殿
御
消
息
』
の
異
本
の
一
と
し
て
扱
う
べ
き
伝
本
な
の
で
あ

る
。
他
に
、
最
明
寺
殿
の
家
訓
書
あ
る

い
は
教
訓
書
と
称
す
る
伝
本
は
、
更
に
六
本

が
確
認
さ
れ
て
い
る
。

ま
ず
は
こ
れ
ら
最
明
寺
殿
に
関
る
伝
本
を
合
わ
せ
て
調
査
し
た
う
え
で
本
文
批
判

を
行
い
、

「極
楽
寺
殿
御
消
息
』
あ
る
い
は
極
楽
寺
殿
重
時
と
の
関
係
を
探
り
、
戦

国
期
以
降
に
陸
続
と
出
現
す
る
家
訓
書
の
先
鞭
を
な
す
最
古
の
武
家
家
訓
と
し
て
、

ま
た
鎌
倉
武
家
の
思
考
を
直
接
知
る
こ
と
の
出
来
る

一
書
と
し
て
、
更
に
多
角
的
な

検
討
を
継
続
し
た
い
。
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註

[[極楽寺殿御消息』再考l......内田漕子

(
1
)

石
井
進
「
家
訓
」
解
題
「
中
世
政
治
社
会
思
想
』
上
、
日
本
思
想
大
系
二
一
、
岩
波
書
底
、

一
九
七
二
年
十
三
月
。

(
2
)

成
立
時
期
に
つ
い
て
は
、
桃
裕
行
氏
(
「
北
条
重
時
の
家
訓
解
説
」
『
武
家
家
訓
の
研
究
』

桃
裕
行
著
作
集
三
、
思
文
閣
出
版
、
一
九
八
八
年
三
月
、
初
出
「
北
条
重
時
の
家
訓
』
養
徳

社
、
一
九
四
七
年
十
月
)
は
相
模
守
任
官
(
嘉
禎
二
年
・
二
三
ヱ
ハ
)
か
ら
六
波
羅
探
題
辞

任
(
宝
治
元
年
・
一
二
四
七
)
の
問
、
箆
泰
彦
氏
(
「
中
世
武
家
家
訓
の
研
究
』
風
間
書
房
、

一
九
六
七
年
五
月
)
は
子
息
長
時
の
元
服
時
(
暦
仁
元
年
・
二
三
二
八
)
か
ら
長
時
十
六
歳
(
寛

元
三
年
・
一
二
四
五
)
あ
た
り
の
聞
と
見
、
市
川
浩
史
氏
(
「
時
頼
と
重
時
と
」
『
吾
妻
鏡
の
思

想
史
』
吉
川
弘
文
館
、
二

O
O
二
年
四
月
)
は
泰
時
没
(
仁
治
三
年
・
二
一
四
一
一
)
後
か
ら
六

波
羅
探
題
辞
任
の
問
と
す
る
、
三
説
が
呈
さ
れ
て
い
る
。

(
3
)

前
掲
註
(1)

(
4
)

前
掲
註
(
2
)
『
武
家
家
訓
の
研
究
』
、
同
『
中
世
武
家
家
訓
の
研
究
』
、
前
掲
註
(
1
)
『
中
世

政
治
社
会
思
想
』
上
、
小
津
富
夫
『
武
家
家
訓
・
遺
訓
集
成
』
ぺ
り
か
ん
社
、
一
九
九
八
年
一

月
。
他
に
桑
田
忠
親
『
武
士
の
家
訓
』
(
講
談
社
学
術
文
庫
、
二

O
O
三
年
十
二
月
)
に
は
『
極

楽
寺
殿
御
消
息
』
の
口
語
訳
を
掲
載
す
る
が
、
全
文
を
完
全
に
口
語
訳
し
た
も
の
で
は
な
い
。

以
下
本
稿
で
は
、
尊
経
閣
文
庫
本
『
極
楽
寺
殿
御
消
息
』
本
文
は
、
原
則
と
し
て
『
中
世
政
治

社
会
思
想
』
所
収
石
井
氏
校
注
本
文
に
よ
り
、
『
中
世
武
家
家
訓
の
研
究
』
所
収
の
写
真
を
一
克

に
私
に
改
め
た
箇
所
が
あ
る
。

(
5
)

「
田
中
教
忠
蔵
書
目
録
」
川
瀬
一
馬
編
集
、
一
九
八
三
年
十
一
月
。

(
6
)

近
刊
の
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
資
料
目
録
四
「
田
中
穣
氏
旧
蔵
典
籍
古
文
書
目
録
』
国
文
学

資
料
・
聖
教
類
篇
(
三

O
O
五
年
三
月
)
に
も
紹
介
。
尚
、
同
じ
田
中
氏
旧
蔵
資
料
目
録
「
古

文
書
・
古
記
録
篇
」
(
二

0
0
0年
三
月
刊
)
末
に
附
さ
れ
た
「
国
文
学
関
係
典
籍
・
絵
画
資
料
・

経
典
類
資
料
一
覧
」
に
も
、
書
名
の
み
の
掲
載
が
あ
る
。

(
7
)

但
し
田
中
本
第
四
一
条
の
一
つ
書
に
は
「
前
」
と
傍
童
目
さ
れ
て
お
り
、
第
四
一
条
を
第
四
O

条
の
前
に
あ
る
条
と
し
て
読
む
べ
き
こ
と
が
示
さ
れ
て
い
る
。
同
様
に
順
の
入
れ
替
わ
っ
て
い

る
、
田
中
本
第
七
五
と
七
六
条
、
第
九
七
と
九
八
条
の
二
箇
所
に
は
こ
の
よ
う
な
傍
書
は
見
え

な
し

(
8
)

前
掲
註

(
4
)
の
四
書
の
う
ち
、
桃
・
石
井
両
氏
は
九
九
条
、
箆
・
小
津
両
氏
は
九
八
条
と
カ

ウ
ン
ト
し
て
い
る
。

(9)

前
掲
註
(
1
)
書
頭
注
。

(
叩
)
逆
に
田
中
本
の
難
読
箇
所
を
尊
経
閤
本
が
補
う
箇
所
も
あ
る
。
田
中
本
第
六
条
(
尊
経
関
本

第
四
条
)
後
半
部
は

田
中
本

尊
経
閣
本

た
ま
・
さ
か
に
と
ひ
く
る
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
人

|
|
く
・
・
・
人
は
す
さ
み
で
の
み
か
へ
る
。
げ
に
も
と
と
ぶ
ら
ふ
|

凶
な
し
。
心
さ
へ
い
に
し
へ
に
・
か
は
り
て
、
き
も
け
る
事
も
お
ぼ
え
ず
、
み
る
事
も
忘
・

ー
な

L
o
-
-
-

・

、

聞

・

・

・

人

、

わ

す

れ
、
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
べ
き
事
を
ば
悦
ぶ
・
・
。
皆
是
・
老
人
の
な
ら

、
よ
ろ
こ
ぶ
ぺ
剖
割
引
凶
う
ら
み
、
、
つ
ら
む
よ
ろ
こ
び
、
|
こ
れ

と
な
っ
て
い
て
、
老
人
の
様
子
を
活
写
し
た
部
分
で
あ
る
が
、
尊
経
閤
本
点
線
部
二
箇
所
が
田

中
本
に
は
見
え
な
い
。
し
か
し
特
に
三
箇
所
目
は
、
こ
こ
が
抜
け
て
し
ま
う
と
意
味
を
成
さ
な

く
な
っ
て
し
ま
う
。
こ
れ
は
三
重
傍
線
部
の
「
人
は
」
お
よ
び
「
べ
き
事
を
ば
」
の
目
移
り
に

よ
る
脱
で
は
な
い
か
と
み
ら
れ
る
。
こ
こ
で
も
尊
経
関
本
と
田
中
本
の
関
係
は
単
線
的
で
は
な

(
日
)
前
掲
註

(
4
)
小
淳
氏
解
題
他
。

(
ロ
)
小
津
富
夫
「
『
吾
妻
鏡
』
に
お
け
る
北
条
重
時
l
『
極
楽
寺
殿
御
消
息
』
と
時
頼
仮
託
「
最

明
寺
殿
御
教
訓
」
『
季
刊
日
本
思
想
史
」
五
八
、
二

O
O
一
年
四
月
、
他
。

(
日
)
市
川
氏
論
、
前
掲
註
(
2
)
。

(
日
)
前
掲
註
(
l
)
。

(
日
)
永
井
義
憲
「
十
訓
抄
と
北
条
重
時
の
家
訓
|
作
者
湯
浅
宗
業
の
環
境
l
」
「
大
妻
女
子
大
学

文
学
部
紀
要
』
十
二
九
七
八
年
コ
一
月
(
(
)
内
論
者
)
。

(
凶
)
時
頼
が
重
時
に
仮
託
し
て
成
し
た
も
の
で
あ
っ
た
な
ら
、
後
代
早
い
段
階
か
ら
こ
れ
を
時
頼

の
成
し
た
も
の
と
い
う
〈
正
し
い
V

情
報
に
基
づ
く
享
受
が
行
な
わ
れ
る
こ
と
は
容
易
で
あ

る
。
極
楽
寺
殿
の
名
を
冠
し
た
写
本
よ
り
西
明
寺
殿
の
名
を
冠
し
た
写
本
の
方
が
随
分
多
い
こ

と
も
併
せ
て
検
討
が
必
要
で
あ
る
。

(
口
)
書
写
年
代
で
あ
る
天
正
十
九
年
あ
た
り
に
「
与
四
郎
」
と
い
う
名
を
探
索
し
て
み
る
と
、
玉

縄
城
主
北
条
綱
成
に
仕
え
た
堀
内
与
四
郎
(
一
四
八
九

1
一
五
八
こ
が
あ
る
。
こ
の
堀
内
与

四
郎
が
田
中
本
の
書
写
者
「
与
四
郎
」
で
あ
る
こ
と
を
直
接
一
不
す
史
料
は
認
め
ら
れ
ず
、
堀
内

与
四
郎
の
花
押
も
現
在
管
見
に
入
ら
な
い
。
し
か
し
堀
内
与
四
郎
の
周
辺
を
概
観
す
る
と
、
本

書
享
受
・
書
写
の
場
と
し
て
の
可
能
性
を
疑
い
得
る
よ
う
に
思
う
。
以
下
少
し
長
く
な
る
が
、

こ
れ
を
示
し
て
お
き
た
い
。

堀
内
与
四
郎

(
H
堀
内
重
親
)
は
、
先
学
に
よ
る
と
も
と
は
小
笠
原
姓
を
名
乗
り
、
豊
後
国

速
水
郡
住
人
。
重
親
の
四
代
前
に
遠
江
城
飼
郡
堀
内
に
移
り
、
そ
の
時
に
姓
も
堀
内
に
改
め
、

そ
の
後
現
在
の
静
岡
県
小
笠
原
の
土
方
城
主
で
あ
っ
た
福
島
氏
に
仕
え
た
と
い
う
(
杉
山
博
杉

『
戦
国
大
名
後
北
条
氏
の
研
究
』
名
著
出
版
、
一
九
八
二
年
十
月
、
他
)
o

差
出
が
北
条
氏
繁

で
あ
る
永
禄
年
間
の
文
書
の
中
に
、
宛
所
を
「
堀
内
与
四
郎
」
と
す
る
も
の
が
『
戦
国
遺
文
』

に
三
点
見
え
て
い
る
(
『
戦
国
遺
文
』
八
八

O
号
、
一

O
二
二
号
、
一

O
二
七
号
)
。

1う
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藤
沢
大
久
保
宿
と
丹
波
の
両
堀
内
家
に
は
「
堀
内
文
書
」
「
堀
内
系
図
」
「
堀
内
家
伝
記
」
が

残
さ
れ
て
お
り
、
何
れ
も
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
の
影
写
本
に
よ
っ
て
披
見
が
可
能
で
あ
る
。

こ
の
う
ち
文
化
二
年
(
一
八

O
五
)
ま
で
の
記
事
を
掲
載
す
る
丹
波
堀
内
家
伝
来
の
「
堀
内
系

図
」
に
は
次
の
よ
う
に
記
さ
れ
る
。

「
堀
内
系
図
」
よ
り
(
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
・
資
料
番
号

8
3ム
缶
)

重
親
堀
内
一
房
師
号
丹
波
守
、
実
母
朝
比
奈
古
備
中
娘
也
、
相
州
玉
縄
住
、
法
名
号
正
法

斎
、
福
島
勝
千
代
殿
遠
方
加
士
方
之
城
退
出
之
閥
、
供
奉
、
而
関
東
下
向
シ
テ
後
、
相
州
玉

縄
之
城
主
北
条
上
総
介
平
絹
成
之
臣
下
ニ
勤
、

藤
沢
堀
内
家
伝
来
の
同
種
の
系
図
は
、
明
治
三
年
(
一
八
七

O
)
ま
で
書
き
継
が
れ
て
お
り
、

重
親
の
項
に
は
上
記
に
加
え
て
「
延
徳
元
年
(
一
四
八
九
)
二
月
廿
七
日
於
古
遠
州
に
誕
生
」

の
記
事
と
、
「
福
島
勝
千
代
:
・
」
以
下
の
記
事
に
大
永
一
元
年
(
一
五
一
二
)
と
い
う
年
号
が
附

さ
れ
て
い
る
。

こ
の
重
親
H

与
四
郎
が
父
親
基
と
と
も
に
仕
え
て
い
た
の
が
福
島
正
成
で
あ
る
が
、
そ
の
息

が
「
堀
内
系
図
」
に
も
名
前
の
見
え
る
福
島
勝
千
代
で
あ
る
。
こ
の
福
島
勝
千
代
は
、
や
が
て
、

北
条
氏
綱
の
養
子
と
な
り
娘
婿
と
な
っ
て
北
条
姓
を
名
乗
り
、
玉
縄
城
主
北
条
網
成
と
な
っ

て
、
所
謂
玉
縄
三
代
の
祖
と
な
る
人
物
で
あ
る
。
「
堀
内
家
系
図
」
で
は
与
四
郎
が
福
島
勝
千

代
か
ら
北
条
綱
成
に
主
を
替
え
た
か
の
よ
う
に
も
見
え
る
が
、
福
島
勝
千
代
と
北
条
網
成
は
同

一
人
物
で
あ
る
。

こ
の
福
島
勝
千
代
が
北
条
網
成
へ
と
変
身
す
る
経
緯
は
、
や
は
り
両
堀
内
家
伝
来
の
「
堀
内

家
伝
記
」
に
拠
る
こ
と
に
な
る
。
一
群
の
堀
内
家
文
書
は
、
先
学
に
よ
っ
て
「
興
味
深
い
文
書

で
は
あ
る
が
、
現
在
偽
文
書
」
(
前
出
・
杉
山
博
杉
「
戦
国
大
名
後
北
条
氏
の
研
究
』
)
と
考

え
ら
れ
て
い
て
、
歴
史
学
に
と
っ
て
十
分
な
史
料
批
判
に
耐
え
る
も
の
か
賛
否
両
論
唱
え
ら
れ

て
い
る
。
し
か
し
「
堀
内
家
伝
記
」
の
記
述
に
助
け
ら
れ
な
い
と
、
福
島
勝
千
代
が
北
条
網
成

に
変
身
す
る
経
緯
を
知
る
手
掛
り
は
な
い
よ
う
で
あ
り
、
先
学
も
「
堀
内
家
伝
記
」
の
要
約
を

も
っ
て
記
す
か
、
そ
う
で
な
け
れ
ば
、
養
子
で
あ
る
と
い
う
こ
と
の
み
を
指
摘
し
て
、
経
緯
に

は
触
れ
な
い
態
度
を
示
し
て
い
る
。
次
に
「
堀
内
家
伝
記
」
か
ら
一
部
を
私
に
翻
刻
し
て
み
る
。

「
堀
内
家
伝
記
」
よ
り
(
東
京
大
学
史
料
編
纂
諸
・
資
料
番
号
N
O叶
印

'
a
?
(
)
内
論
者
)

(
堀
内
与
四
郎
は
父
親
基
と
共
に
福
島
氏
に
臣
従
。
大
永
元
年
(
一
五
二
一
)
、
福
島
正
成

の
先
陣
と
な
り
、
甲
斐
飯
田
河
原
で
武
田
信
虎
の
軍
勢
と
戦
う
が
、
父
親
基
は
主
君
福
島

正
成
と
と
も
に
戦
死
)

其
時
与
四
郎
(
当
時
三
三
歳
)
、
武
略
を
め
ぐ
ら
し
勝
千
代
殿
(
当
時
七
歳
)
御
共
し
、

敵
中
を
忍
出
、
関
東
に
落
下
り
て
、
先
豆
洲
に
至
て
、
三
島
大
明
神
へ
御
供
し
、
忍
や
か

に
参
語
し
、
勝
千
代
殿
御
行
末
繁
昌
の
御
誓
を
奉
祈
、
箆
城
以
来
ま
ど
ろ
む
暇
な
し
、
労

た
る
に
よ
り
、
心
な
ら
ず
打
ま
ど
ろ
み
け
る
処
に
、
奇
妙
不
思
議
の
霊
夢
を
蒙
、
起
揚
、

大
明
神
を
三
礼
し
、
告
に
任
て
、
笛
根
山
に
登
る
処
に
、
案
の
ご
と
く
山
中
に
於
て
、
壱

人
之
翁
に
逢
た
り
。

-・・中略・・・

其
時
翁
答
て
云
、
「
何
よ
り
以
是
吏
也
、
し
か
は
あ
れ
ど
、
其
方
達
所
望
の
名
有
哉
否
」

と
い
ふ
、
重
親
答
て
云
「
我
々
名
に
所
望
な
し
、
去
ど
も
此
少
人
は
、
勝
千
代
と
云
、
我

は
与
四
郎
と
申
也
」
、
其
時
翁
の
云
「
勝
千
代
は
其
侭
勝
千
代
と
い
ふ
ベ
し
、
汝
は
与
四

郎
を
改
て
一
房
師
と
可
名
付
、
則
、
其
方
達
に
は
、
相
洲
の
下
北
僚
を
深
可
頼
必
二
度
世
に

可
出
、
我
は
是
観
音
な
り
し
か
、
明
神
に
頼
れ
、
是
迄
現
じ
た
り
」
、
虚
空
を
指
て
、
飛

う
せ
る
と
ひ
と
し
く
、
二
十
日
の
つ
き
、
山
の
端
よ
り
出
て
給
ふ
、

主
従
歓
喜
し
て
、
今
宵
の
月
の
御
真
体
は
、
千
手
観
音
成
と
て
、
礼
拝
す
、
:
・
中
略
:
・
(
勝

千
代
殿
を
)
氏
綱
公
、
則
、
御
養
子
被
成
、
御
息
女
を
被
進
、
玉
縄
の
城
へ
御
徒
移
有
て
、

北
条
左
衛
門
大
夫
綱
成
に
成
給
ふ
、
其
時
一
房
師
を
改
て
、
堀
内
丹
後
守
重
親
と
名
乗
、
此

時
御
直
筆
之
御
証
文
成
被
下
書
一
玄
、

享
禄
元
〔
戊
子
〕
(
一
五
二
八
)
四
月
五
日
綱
成
公
御
在
判

堀
内
丹
後
守
殿

こ
れ
に
よ
れ
ば
甲
斐
飯
田
河
原
で
の
武
田
信
虎
軍
と
の
戦
い
に
破
れ
、
親
を
亡
く
し
た
堀
内

与
四
郎
は
、
同
じ
く
親
を
亡
く
し
た
主
君
の
子
、
七
歳
の
勝
千
代
を
助
け
て
、
関
東
に
逃
げ
落

ち
る
。
そ
し
て
相
模
の
北
条
氏
長
者
、
氏
綱
を
頼
る
よ
う
に
神
仏
か
ら
託
宣
を
受
け
、
最
終
的

に
氏
綱
は
勝
千
代
を
養
子
と
し
て
娘
の
婿
に
と
り
、
北
条
綱
成
と
な
っ
て
玉
縄
城
に
入
っ
た
と

し
て
い
る
。

同
家
伝
は
玉
縄
城
主
の
由
来
語
と
も
い
え
る
内
容
で
、
そ
の
出
自
が
後
北
条
氏
と
な
ん
ら
関

係
な
い
人
聞
が
、
後
北
条
氏
の
中
で
大
き
な
位
置
を
占
め
る
人
物
に
な
っ
た
経
緯
を
、
三
島
大

明
神
・
笛
根
・
千
手
観
音
な
ど
に
保
証
さ
せ
て
い
る
。
戦
国
期
に
お
け
る
家
や
素
性
の
獲
得
・

保
証
と
い
う
意
味
で
、
興
味
深
い
が
今
は
措
く
。

堀
内
与
四
郎
は
、
年
齢
な
ど
を
勘
案
す
れ
ば
、
僅
か
七
歳
に
し
て
親
に
死
に
別
れ
た
勝
千
代

の
親
代
わ
り
の
よ
う
な
役
を
負
い
、
福
島
勝
千
代
改
め
北
条
網
成
と
、
人
生
を
共
に
し
て
き
た

こ
と
に
な
ろ
う
。
先
に
触
れ
た
宛
所
を
「
与
四
郎
」
と
す
る
三
点
の
『
戦
国
遺
文
』
所
収
文
書

の
差
出
は
何
れ
も
「
康
成
」
(
後
に
氏
繁
と
改
名
)
即
ち
綱
成
の
息
で
あ
り
、
与
四
郎
は
綱
成

の
子
息
に
も
仕
え
て
い
た
と
思
し
い
人
物
で
あ
る
。

以
上
が
田
中
本
書
写
頃
に
存
在
し
た
一
人
の
「
与
四
郎
」
で
あ
る
。

さ
て
、
田
中
本
が
書
写
さ
れ
た
の
は
天
文
十
九
年
(
一
五
五

O
)
で
あ
る
。
こ
の
時
期
を
堀

内
与
四
郎
の
周
辺
に
あ
て
て
み
る
と
、
後
北
条
氏
の
出
身
で
は
な
い
全
く
の
他
人
で
あ
っ
た
福

島
勝
千
代
が
、
北
条
網
成
と
し
て
名
実
と
も
に
玉
縄
城
主
に
な
る
時
期
と
重
な
る
。
諸
説
が
あ

る
が
、
現
在
の
と
こ
ろ
初
代
玉
縄
城
主
は
氏
綱
の
弟
の
氏
時
。
そ
の
次
に
氏
康
の
弟
為
日
目
が
入

り
、
こ
の
為
昌
が
天
文
十
一
年
(
一
五
四
一
一
)
に
三
二
歳
の
若
さ
で
没
し
た
後
、
綱
成
が
城
主

と
な
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
そ
し
て
更
に
も
う
少
し
詳
細
に
、
綱
成
は
、

少
な
く
と
も
天
文
十
五
年
(
一
五
四
六
)
ま
で
は
、
川
越
城
主
城
主
代
と
し
て
活
躍
し
て
い
て
、

実
質
玉
縄
城
の
名
将
と
し
て
活
躍
す
る
の
は
、
天
文
三
十
年
(
一
五
五
一
)
ご
ろ
か
ら
で
あ
る
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後
北
条
氏
の
研
究
」
)
。
天
正
十
九
年
は

[[極楽寺殿御消息』再考]..・a・-内田漕子

と
も
さ
れ
て
い
る
(
前
出
・
杉
山
博
杉
『
戦
国
大
名

そ
の
前
夜
に
あ
た
る
。

後
北
条
氏
の
祖
で
あ
る
北
条
早
雲
は
、
本
姓
は
平
氏
で
も
と
伊
勢
氏
で
あ
る
。
北
条
姓
を
使

い
始
め
た
の
は
、
そ
の
息
子
の
氏
綱
の
代
か
ら
と
さ
れ
る
が
(
小
和
田
哲
男
『
北
条
早
雲
と
そ

の
子
孫
』
聖
文
社
、
一
九
九

O
年
六
月
、
他
)
、
早
雲
に
は
、
鎌
倉
北
条
氏
の
跡
を
襲
う
と
い

う
意
識
が
強
く
、
自
ら
が
平
氏
で
あ
り
鎌
倉
北
条
氏
の
後
継
者
ま
た
は
再
興
者
で
あ
る
こ
と
を

強
く
自
認
し
て
お
り
、
そ
れ
が
北
条
氏
へ
の
改
姓
の
理
由
の
ひ
と
つ
と
も
さ
れ
る
(
佐
藤
博
信

「
北
条
氏
と
後
北
条
氏
」
『
鎌
倉
遺
文
』
月
報
二
ハ
号
、
一
九
七
五
年
五
月
)
。
早
雲
の
鎌
倉
北

条
氏
に
対
す
る
強
い
意
識
は
、
後
北
条
氏
の
人
身
に
継
が
れ
て
い
た
で
あ
ろ
う
。
こ
の
環
境
は

『
極
楽
寺
殿
御
消
息
』
を
伝
え
る
、
ま
た
は
持
ち
込
み
得
る
環
境
で
は
あ
る
。

で
は
、
田
中
本
に
は
こ
の
堀
内
与
四
郎
が
田
中
本
を
書
写
し
た
こ
と
を
一
不
す
痕
跡
は
な
い
だ

ろ
う
か
。
ひ
と
つ
気
に
な
る
の
は
、
本
稿
の
冒
頭
表
①
で
、
尊
経
閣
本
と
田
中
本
の
条
数
を
比

較
し
た
折
、
尊
経
閣
本
第
二
四
条
だ
け
が
田
中
本
に
採
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
こ
と
で
あ
る
o

田

中
本
は
尊
経
閣
本
の
他
の
条
を
ひ
と
つ
も
漏
れ
な
く
収
め
て
い
る
の
に
、
こ
の
条
だ
け
を
落
と

し
て
い
る
。
当
該
条
は
一
一
四
条
と
い
う
全
体
の
途
中
に
あ
る
条
で
、
料
紙
の
欠
落
と
い
う
よ
う

な
事
故
は
想
定
し
難
く
、
田
中
本
の
個
別
事
情
に
よ
る
意
識
的
な
削
除
の
可
能
性
が
疑
わ
れ

る
。
第
二
四
条
は
次
の
通
り
継
母
に
関
す
る
記
述
で
あ
る
。

尊
経
関
本
三
四
条

一
ま
、
は
、
の
事
、
ま
こ
」
事
に
を
ひ
で
ふ
か
く
う
ら
み
あ
る
事
、
こ
れ
又
お
ほ
き
な

る
あ
や
ま
り
也
。
そ
の
ゆ
へ
は
、
ち
、
は
そ
ふ
な
り
。
父
の
は
か
ら
い
と
し
て
あ
る
と
こ

ろ
を
、
子
の
み
と
し
て
、
は
、
を
何
か
と
い
ひ
お
も
は
す
る
事
は
、
ち
二
乞
あ
ざ
む
く
に

お
な
じ
。
き
れ
ば
父
を
あ
ざ
む
か
ん
事
は
、
そ
の
つ
み
の
が
る
か
ら
ず
。
た
と
ひ
ま
冶
は
〉

ひ
が
事
あ
り
と
い
ふ
と
も
、
を
ん
な
な
る
う
へ
は
、
さ
だ
め
で
ゐ
ん
く
わ
の
だ
う
り
も
あ

る
べ
し
。
お
や
の
心
に
か
な
ふ
は
、
仏
神
の
御
心
に
か
な
ふ
と
ひ
と
し
。
我
が
は
冶
に
か

は
り
て
お
も
ふ
べ
か
ら
ず
。
あ
さ
ま
し
き
事
也
。
返
々
能
?
心
得
て
、
お
ん
び
ん
の
心
あ

る
べ
し
。

こ
の
継
母
に
関
わ
る
く
だ
り
を
読
み
な
が
ら
、
堀
内
与
四
郎
の
周
辺
環
境
を
念
頭
に
置
く
と
、

そ
の
主
た
る
北
条
綱
成
は
氏
綱
の
養
子
と
な
っ
た
人
物
で
あ
る
。
綱
成

(
H
勝
千
代
)
は
先
述

の
と
お
り
七
歳
の
頃
北
条
氏
綱
の
許
に
来
た
。
氏
綱
に
は
瑞
渓
院
と
い
う
妻
が
居
り
、
彼
女

が
そ
の
役
に
あ
た
っ
た
か
ど
う
か
は
不
明
な
が
ら
、
養
母
と
な
る
よ
う
な
人
が
あ
っ
た
で
あ
ろ

う
。
さ
ら
に
そ
も
そ
も
、
綱
成
の
養
父
た
る
氏
綱
自
身
も
生
母
、
す
な
わ
ち
北
条
早
雲
の
妻
小

笠
原
殿
が
早
く
に
亡
く
な
り
、
弟
長
綱
を
生
ん
だ
葛
山
殿
が
養
母
と
な
っ
て
彼
を
育
て
た
と
い

う
。
氏
綱
に
と
っ
て
葛
山
殿
は
継
母
で
は
あ
る
が
、
大
切
な
養
母
で
あ
っ
た
(
小
和
田
哲
男
『
北

条
早
雲
と
そ
の
子
孫
』
聖
文
社
、
一
九
九

O
年
六
月
、
他
)
。
こ
の
よ
う
な
環
境
の
中
に
あ
れ

ば
尊
経
閣
本
第
三
四
条
を
落
と
す
、
と
い
う
こ
と
は
あ
り
え
る
よ
う
に
も
思
え
る
の
で
あ
る
。

以
上
の
よ
う
に
堀
内
与
四
郎
の
周
辺
に
は
『
極
楽
寺
殿
御
消
息
」
を
鎌
倉
北
条
氏
の
家
訓
書

と
し
て
享
受
す
る
場
と
し
て
の
可
能
性
が
あ
り
そ
う
で
は
あ
る
。

本
書
を
伝
え
る
田
中
穣
氏
旧
蔵
典
籍
古
文
書
群
に
は
、
も
う
一
点
、
綱
成
の
子
息
氏
繁
が
、

更
に
其
子
氏
勝
に
書
き
与
え
た
「
出
陣
次
第
」
と
さ
れ
た
玉
縄
北
条
氏
に
関
る
記
録
が
含
ま
れ

て
い
る
こ
と
も
、
後
北
条
氏
伝
来
の
一
書
と
し
て
、
こ
の
「
与
四
郎
」
書
写
の
「
極
楽
寺
殿
御

消
息
』
が
伝
来
し
た
可
能
性
を
疑
わ
せ
る
。

花
押
の
確
認
と
と
も
に
、
大
方
の
ご
教
一
不
を
賜
り
た
い
。

(
時
)
前
掲
註
(
I
)
。

(ω)
同
書
の
資
料
番
号
は
出
t

立
ω
ム
お
。
童
日
誌
情
報
は
「
田
中
穣
氏
旧
蔵
典
籍
古
文
書
目
録
古
文
書
・

古
記
録
篇
」
に
拠
ら
れ
た
い
。
但
し
、
同
解
題
で
は
本
文
を
「
五
五
条
の
途
中
か
ら
末
尾
一
葉

を
除
き
欠
失
」
と
す
る
が
、
こ
れ
は
中
ほ
ど
の
四
紙
が
末
尾
に
錯
簡
さ
れ
て
い
る
た
め
如
此
見

え
る
故
で
、
落
丁
な
ど
の
事
故
に
よ
る
欠
失
は
な
い
。

(
初
)
前
掲
註
(
ロ
)
。

(
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
研
究
支
援
推
進
員
)

(二

O
O
六
年
三
月
三
二
日
受
理
、
二

O
O六
年
一

O
月
二
七
日
審
査
終
了
)
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極
楽
寺
殿
御
消
息

西
明
寺
殿
御
歌
百
首

翻
案。

凡
例

以
下
は
田
中
穣
氏
旧
蔵
典
籍
古
文
書
出
勺
ω
+
N
H
「
極
楽
寺
殿
御
消
息
井
西
明
寺
殿
御
歌
百
首
』

を
翻
刻
し
た
も
の
で
あ
る
。

漢
字
仮
名
の
別
、
改
行
箇
所
は
原
本
の
通
り
と
し
、
『
極
楽
寺
殿
御
消
息
』
に
は
句
読
点
・
濁

点
を
私
に
附
し
た
o

漢
字
の
字
体
は
、
原
則
と
し
て
通
行
の
字
体
を
用
い
た
。

「
口
」
は
虫
損
な
ど
に
よ
る
不
可
読
箇
所
で
、
残
画
な
ど
に
よ
り
あ
る
程
度
の
推
察
が
可
能
な

場
合
、
ル
ピ
に
「
・
・
カ
」
と
し
た
箇
所
が
あ
る
。

原
本
に
は
抹
消
の
縦
墨
線
が
引
か
れ
た
箇
所
や
抹
消
記
号
「
ヒ
」
の
附
さ
れ
た
箇
所
な
ど
が

あ
る
が
、
出
来
る
だ
け
原
本
の
通
り
に
書
き
込
ん
だ
。

『
極
楽
寺
殿
御
消
息
』
に
は
、
「
序
」
・
「
践
」
の
記
号
及
び

一
つ
書
に
は
冒
頭
か
ら
通
し
番

号
を
振
っ
た
。
本
論
中
の
表
①
の
田
中
本
の
番
号
と
対
応
し
て
い
る
。

『
西
明
寺
殿
御
歌
百
首
」
各
首
に
は
、
冒
頭
か
ら
通
番
号
を
附
し
、
各
歌
末
に
は
、
古
典
文
庫

第
一
八

O
冊
『
中
世
近
世
道
歌
集
』
に
収
め
ら
れ
た
同
種
の
「
西
明
寺
殿
百
首
」
か
ら
、

A

『西

明
寺
殿
御
歌
』
・

B

『
教
訓
和
歌

西
明
寺
百
首
』
に
該
当
す
る
歌
が
在
る
場
合
、
そ
の
番
号
を

岡
本
に
附
さ
れ
た
番
号
で
示
し
た
。

極
楽
寺
殿
御
消
息

序

抑
申
に
つ
け
て
お
こ
が
ま
し
き
事
に
て
侯
へ
共
、
親
と

な
り
子
と
な
る
は
、
先
世
の
契
ま
こ
と
に
あ
さ
か
ら
ず
。

さ
で
も
世
の
は
か
な
き
こ
と
、
夢
の
中
の
夢
の
ご
と
し
。

昨
日
見
し
人
け
ふ
は
な
く
、
今
日
あ
る
人
も
あ
す
は

い
か
?
と
あ
や
う
く
、
出
る
息
入
る
息
を
ま
た
ず
、
朝

の
日
は
暮
る
山
の
端
を
こ
え
、
タ
の
月
は
け
さ

を
か
ぎ
り
と
な
り
、
開
花
は
さ
そ
ふ
嵐
を
待
ぬ
る
風

情
あ
だ
な
る
た
ぐ
ひ
、

の
が
れ
ざ
る
事
は
人
間
に
か

ぎ
ら
ず
。
さ
れ
ば
老
ひ
た
る
親
を
さ
き
た
て
、
わ
か
き
子

の
と
c
ま
る
こ
そ
さ
だ
ま
れ
る
事
な
れ
ど
も
、
老

少
不
定
の
契
を
思
へ
ば
、
わ
か
き
も
た
の
ま
れ
ぬ
う

き
世
の
し
ぎ
也
。

い
か
で
か
人
に
忍
ば
れ
給
べ
き
心
を

た
し
な
み
給
は
ざ
ら
ん
。
か
様
の
こ
と
を
む
か
ひ
た
て

ま
つ
り
で
申
さ
む
は
、
さ
の
み
折
節
も
な
き
ゃ
う
に

覚
る
程
に
、
か
た
の
ご
と
く
書
し
る
し
て
た
て
ま

つ
る
な
り
。

つ
れ
ん
l
¥
な
ぐ
さ
み
に
能
々
御
ら
ん
ず
べ
し
。

を
の
/
ー
ー
よ
り
外
に
も
ら
し
給
べ
か
ら
ず
。
此

た
び
生
死
を
は
な
れ
ず
ば
、
多
生
贋
劫
を
へ

で
も
あ
ひ
が
た
き
事
な
れ
ば
、
た
ま
/
¥
生
れ

あ
ひ
た
て
ま
つ
る
時
、
後
の
世
の
忍
び
思
出
に
も
と
て

申
な
り
。
先
心
に
も
お
も
ひ
身
に
も
ふ
る
ま
ひ
給
べ

き
保
々
事
。

01 

仏
神
を
朝
夕
あ
が
め
申
、
心
に
か
け
奉
る
べ
し
。
神

」

1
オ

」

1
ウ
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は
人
の
敬
に
よ
て
威
を
ま
し
、
人
は
神
の
恵
に
よ
て

運
命
を
た
も
つ
。
し
か
れ
ば
、
仏
神
の
御
前
に
参
て

は
、
今
生
の
身
の
能
に
は
正
直
の
心
を
給
ら
ん
と
申
べ
し
。

其
故
は
、
今
生
に
て
は
人
に
用
ら
れ
、
後
生
に
て
は

必
ず
西
方
極
楽
へ
ま
い
り
給
ぺ
き
な
り
。
か
た
ル
¥

目
出
能
な
り
。
た
め
し
な
き
に
あ
ら
ず
。
万
能
一
心

に
し
か
ず
と
申
事
也
。
返
々
も
此
旨
を
あ
き
ら
か
に

申
給
べ
し
。

02 

み
や
づ
か
へ
を
し
給
事
あ
ら
ん
時
は
、
百
千
人
の
人

を
ば
知
給
べ
か
ら
ず
。
君
の
御
事
を
大
事
の
御
事
と

思
ひ
た
ま
ふ
ベ
し
。
み
や
っ
か
へ
と
申
こ
と
べ
ち
な

ら
ず
、
し
う
の
心
事
を
大
事
に
思
ひ
た
て
ま
つ
る

よ
り
外
に
何
事
か
候
べ
き
。
然
ば
を
の
/
¥
の
身
の

み
や
っ
か
へ
よ
り
外
は
何
事
か
た
の
み
給
べ
き
。

け
ん
さ
い
な
ど
の
能
は
そ
の
器
量
も
み
え
給
は
ず
。

い
か
に
も
し
う
の
御
事
を
一
大
事
の
事
に
恩
給

べ
し
。
命
を
は
じ
め
て
、
い
か
な
る
た
か
ら
を
も
か

b-己
'
」
+
」
阜
、

ム
阿

N
Y
M
Y
M

ぎ
り
奉
る
べ
か
ら
ず
。
た
と
い
し
う
の
心
お
ろ
か
に

し
て
、
思
し
り
給
は
ず
共
、
定
而
神
仏
の
御
口
口
め
あ

ら
ん
ず
ら
ん
と
思
ひ
給
べ
し
。
み
や
っ
か
へ
と
思
ふ
と

も
、
是
も
お
こ
な
ひ
を
す
る
と
心
の
中
に
思
ひ

給
べ
し
。
宮
仕
の
事
は
な
く
し
て
、
し
う
の

御
思
を
か
ふ
ら
む
と
思
ふ
事
は
、
船
も
な
く
し
て

苦
海
を
わ
た
ら
ん
と
す
る
に
こ
と
な
ら
ず
。

03 

僧
を
そ
し
る
事
あ
る
べ
か
ら
ず
。
を
ろ
か
に
思
ひ
ひ

」

2
オ

」

2
ウ

ば
う
せ
ん
は
、
仏
の
御
身
よ
り
ち
を
あ
や
す
に

似
た
り
。
大
乗
ひ
ば
う
の
者
は
、
仏
の
冥
慮
に
そ
む
く

界
二
世
の
そ
ん
な
り
。
今
生
に
て
は
聞
人
に
無
道
の
者

か
な
と
面
を
見
ら
れ
、
う
し
ろ
に
て
は
、
是
を
そ
し
る
。

又
後
生
に
て
は
く
ろ
か
ね
の
は
し
に
て
舌
を
ぬ
か
れ
、

く
つ
う
た
と
へ
な
し
。
う
か
ぶ
事
を
ゑ
ず
。
た
ず

貴
と
は
か
り
を
か
見
給
べ
し
。
仏
の
利
益
無
蓋

な
り
。

い
か
で
か
ま
よ
ひ
の
ま
へ
に
し
る
べ
き
。
沙
門
は
菩

薩
の
へ
ん
じ
て
衆
生
を
化
度
あ
る
方
便
な
り
。

是
非
を
い
か
で
か
は
か
る
べ
き
。
親
類
又
は
子
な
ど
な
り

と
も
無
礼
な
る
べ
か
ら
ず
。
只
一
切
の
沙
門
を
ば
、
善

悪
の
と
こ
ろ
に
い
ろ
は
ず
、
正
身
の
釈
迦
仏
と
を
が
み

申
こ
そ
、
善
を
こ
の
む
人
に
て
は
侯
は
ん
ず
る
に
、
能
々

信
仰
し
た
ま
ふ
ベ
し
。

04 

よ
き
花
を
見
ん
に
も
、
其
枝
を
お
ら
ず
と
も
、
仏
に

ま
い
ら
せ
ば
や
と
心
の
う
ち
に
思
ふ
べ
し
。
仏
の
前

に
そ
な
へ
ず
と
も
、
仏
は
悦
給
べ
し
。

い
づ
く
の
神

仏
の
御
前
な
り
と
も
心
ざ
す
に
よ
り
て
、
ま
い
ら
せ

ば
や
と
思
ひ
給
べ
し
。

05 

ち
ゃ
う
も
ん
な
ど
の
ざ
し
き
に
て
は
、
よ
そ
の
人
の

い
か
に
さ
は
が
し
く
と
も
心
を
し
つ
め
給
べ
し
。
人
は

さ
?
や
き
こ
と
な
ど
す
る
共
、
そ
れ
に
よ
る
べ
か
ら
ず
。
さ
侍

て
い
の
人
を
ば
よ
そ
に
て
、
心
あ
る
人
の
そ
し
る
な
り
。

能
々
ち
ゃ
う
も
ん
を
ば
し
給
ベ
し
。
う
け
が
た
き
は

人
界
の
生
、
あ
ひ
が
た
き
は
如
来
の
教
化
、
聞
が
た
き
は

」

3
オ

」

3
ウ

」

4
オ
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仏
の
を
し
へ
、
尊
む
べ
き
は
聖
教
な
り
。

06 

お
や
の
け
う
く
ん
を
ば
、
か
り
そ
め
の
事
な
り
と
も

た
が
へ
給
べ
か
ら
ず
。

い
か
な
る
人
の
親
に
で
も
あ
れ
、
子

を
わ
ろ
か
れ
と
思
ふ
人
ゃ
あ
る
べ
き
な
れ
共
、
是
を
も

ち
ゐ
る
人
の
子
は
ま
れ
な
り
。
心
を
か
へ
し
、
目
を

ふ
さ
ぎ
て
、
能
々
あ
ん
ず
べ
し
。
わ
ろ
か
ら
ん
子
を
み
て
、

な
げ
か
む
親
の
心
は
い
か
ば
か
り
か
心
う
か
る
べ
き
。
き
れ
ば

不
孝
共
申
べ
し
。
よ
き
子
を
み
て
悦
ば
ん
親
の

心
は
い
か
ば
か
り
か
う
れ
し
か
る
べ
き
。
き
れ
ば
孝
の
子

と
も
申
つ
べ
し
。
た
と
い
ひ
が
こ
と
を
の
給
と
も
、
年

よ
り
た
ら
ん
親
の
、
物
を
の
た
ま
は
ん
時
は
、
よ
く
/
¥

心
を
し
づ
め
て
き
、
給
べ
し
。
「
年
老
よ
は
ひ

お
と
ろ
へ
ぬ
れ
ば
、
二
た
び
ち
ご
に
な
る
」
と
申
事
の

候
な
れ
は
、
髪
に
は
雪
を
い
た
ず
き
、
ひ
た
い
に
は
浪
を
よ
せ
、

腰
に
は
あ
づ
さ
の
弓
を
は
り
、
鏡
の
影
も
む
か
し
の

に
は
か
は
り
、
あ
ら
ぬ
人
か
と
う
た
が
ふ
。
た
ま
さ
か
に

と
ひ
く
る
人
は
な
し
。
心
さ
へ
い
に
し
へ
に
か
は
り
て
、
き
〉

け
る
事
も
お
ぼ
え
ず
、
み
る
事
も
忘
れ
、
悦
べ
き
こ
と

を
ば
悦
ぶ
。
皆
是
老
人
の
な
ら
ひ
な
り
。
是
を
能
々
心

得
て
、
老
た
る
親
の
の
た
ま
は
ん
事
を
ば
、
あ
は
れ
み

の
心
を
さ
き
と
し
て
、
そ
む
き
給
べ
か
ら
ず
。
過
ぬ
る

方
は
久
し
く
、
行
す
ゑ
は
近
く
侍
が
こ
と
く
な
れ
ば
、

今
い
く
程
か
の
給
べ
き
と
思
ひ
て
、

い
か
に
も
し
た
が

ひ
給
ベ
し
。
き
れ
ば
老
し
て
は
思
ひ
わ
た
る
事
も

あ
る
べ
し
。
そ
れ
又
人
に
た
い
し
て
の
こ
と
な
ら
ば
、

申
な
だ
め
給
は
ん
に
何
か
た
が
ふ
事
あ
ら
ん
。
身
に
た

」

4
ウ

」

5
オ

」

5
ウ

い
し
て
の
事
な
ら
ば
、
と
も
か
く
も
仰
に
し
た
が
ひ

給
べ
し
。
あ
は
れ
名
残
に
な
り
な
む
後
は

し

た
が
ふ
べ
か
り
し
物
を
」
と
後
悔
の
み
お
ほ
か
る
べ
し
。

07 

人
に
た
ち
ま
じ
ら
ん
に
、
を
と
な
し
き
人
を
ば

親
と
思
ふ
べ
し
。
わ
か
冶
ら
む
を
ば
お
と
、
と
思
ふ

べ
し
。
又
お
き
な
き
を
ば
子
と
思
ふ
べ
し
。

ミ

ミ

φ

』

?
A
J

・ν
4
M
P
U
J主

老
た
る
を
う
や
ま
ふ
べ
し
。
又
我
よ
り
わ
か
き
お
さ

な
き
を
子
お
と
、
と
思
へ
ば
と
て
無
礼
な
る
べ
か
ら
ず
。

と
が
を
は
う
し
ん
し
、
い
と
を
し
め
と
申
心
な
り
。

08 

た
の
し
き
を
み
て
も
、
わ
び
し
き
を
み
て
も
、
無
常

の
心
を
観
ず
べ
し
。
そ
れ
に
つ
け
て
、
因
果
の

こ
と
は
り
を
思
ふ
べ
し
。
生
死
無
常
を
観
ず
べ
し
。

09 

人
と
居
ぐ
み
た
ら
ん
所
に
て
、
さ
か
な
く
だ
物
て
い
の

あ
ら
ん
を
ば
、
我
も
と
も
に
と
る
や
う
に
ふ
る
ま
ふ
と

も
、
と
り
は
づ
し
た
る
様
に
て
、
人
に
お
ほ
く
と
ら
す

べ
し
。
又
そ
れ
も
人
に
見
ゆ
る
や
う
に
あ
る
べ
か
ら
ず
。

10 

れ
う
り
な
ど
す
る
事
あ
ら
ば
、
人
に
ま
い
ら
す
る
よ
り
、

我
に
お
ぼ
く
す
る
こ
と
な
か
れ
。
き
れ
ば
と
て
、
こ
と
の

外
に
す
く
な
く
す
る
も
わ
ろ
し
。
よ
き
程
に
は
か

ら
ふ
べ
し
。
さ
様
の
事
返
々
す
、
み
給
べ
か
ら
ず
。

11 

な
げ
し
の
面
に
、
竹
く
ぎ
う
つ
べ
か
ら
ず
。
た
、
み

の
へ
り
ふ
む
べ
か
ら
ず
。
さ
や
の
上
に
た
、
ず
。
世
に
も

」

6
オ

」

6
ウ
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は
ば
か
る
べ
し
。

12 

御
し
ゃ
く
を
と
り
で
は
、
三
あ
し
よ
り
て
、
ひ
ざ
を

っ
き
て
申
て
、
三
足
の
き
て
、
又
ひ
ざ
を
つ
き
て

と
る
べ
し
。
或
は
せ
ば
き
座
敷
、
又
女
性
の
御
前
に
て

は
心
う
べ
し
。

13 

一
道
を
行
に
、
さ
る
べ
き
人
に
あ
ひ
た
ら
ん
時
は
、
す
ゑ

ち
か
づ
か
ぎ
ら
む
さ
き
に
、
う
ち
、
が
ふ
べ
し
。
た
と
ひ

賎
き
人
な
り
と
も
、
道
を
う
ち
、
が
は
む
に
、
我
も

う
ち
よ
け
、
道
を
中
に
す
べ
し
。
但
便
宜
あ
し

と
力

く
ば
、
所
に
よ
る
べ
し
。
殊
に
荷
つ
け
馬
、
女
姓
、
児
な
口

に
は
う
ち
も
よ
け
、
お
り
て
も
と
を
す
べ
し
。
時
に

よ
り
て
な
り
。
返
々
お
ろ
そ
か
な
る
べ
か
ら
ず
。

14 

女
房
な
ど
の
た
ち
忍
ひ
た
る
所
を
ば
、
返
々
み
ず
し

て
と
を
る
べ
し
。
見
ぬ
よ
し
を
す
べ
し
。

つ
れ
た

ら
ん
ず
る
し
も
べ
ま
で
も
「
み
る
事
あ
る
べ
か
ら
ず
」
と

か
た
く
申
付
べ
し
。

15 

道
理
の
中
に
ひ
が
こ
と
あ
り
、
又
ひ
が
事
の
中
に
道
理

の
候
。
是
を
能
々
心
得
給
べ
し
。
道
理
の
中
の

い
か
に
我
身
の
道
理
、
な
れ
ば
と
て
、

ひ
が
事
と
申
は
、

さ
し
て
我
は
生
涯
を
う
し
な
ふ
程
の
こ
と
は
な
く
、

人
は
是
に
よ
り
て
生
涯
を
う
し
な
ふ
べ
き
事
を

わ
が
道
理
の
ま
冶
に
申
。
是
を
道
理
の
中
の
ひ
が
事

に
て
候
と
申
也
。
又
ひ
が
事
の
中
の
道
理
と
申
は
、
人
の

」

7
オ

」

7
ウ

命
を
う
し
な
ふ
べ
き
事
を
ば
、
千
万
の
ひ
が
事
な
れ

共
、
そ
れ
を
あ
ら
は
す
こ
と
な
く
、
人
を
た
す
け
給
べ
し
。

是
を
ひ
が
事
の
中
の
道
理
と
申
也
。
か
様
に
心
得
て
、

世
を
も
民
を
も
た
す
け
侯
へ
ば
、
見
る
人
間
人
思
ひ

つ
く
事
に
て
候
。
又
は
た
す
け
ぬ
る
人
の
悦
は
い
か

ば
か
り
に
て
侯
べ
き
。
若
よ
そ
に
も
其
人
も
悦
事

な
け
れ
共
、
神
仏
い
と
を
し
み
を
な
し
て
、
今
生
を

ま
も
申
た
す
け
給
ふ
な
り
。

16 

い
か
程
も
心
を
ば
人
に
ま
か
せ
て
、
人
の
け
う
く
ん
に

つ
き
給
べ
し
。
け
う
く
ん
す
る
程
の
事
は
、
す
べ

て
/
¥
わ
ろ
き
こ
と
を
ば
申
さ
ぬ
こ
と
に
て
侯
。
さ
れ

ば
十
人
の
け
う
く
ん
に
つ
き
ぬ
れ
ば
、
よ
き
こ
と
十

あ
り
。
又
百
人
の
け
う
く
ん
に
つ
き
ぬ
れ
ば
、
よ
き

事
百
あ
り
。
さ
れ
ば
孔
子
と
申
せ
し
賢
人
も

十
人
の
弟
子
を
も
ち
て
、
き
を
と
ぶ
ら
ひ
給
と

こ
そ
う
け
給
候
へ
。
人
の
け
う
く
ん
に
つ
く
べ
き

事
、
た
と
へ
を
も
て
申
べ
し
。
た
ず
我
心
を
水
の

ご
と
く
に
も
ち
給
べ
し
。
ふ
る
き
こ
と
ば
に
も
「
水
の

う
つ
は
物
に
し
た
が
ふ
が
ご
と
し
」
と
こ
そ
申
候
へ
。
殊
に

老
子
経
に
く
は
し
く
と
か
れ
た
り
。
返
々
人
に

し
た
が
ひ
、
人
の
教
訓
に
つ
き
給
べ
し
。

17 

我
こ
そ
よ
み
給
は
ず
と
も
、
経
論
な
ど
を
不
行

も
て
あ
そ
び
、
文
字
を
も
よ
く
し
り
、
義
を
も
よ
く

心
得
給
人
に
よ
み
だ
ん
ぜ
さ
せ
ま
い
ら
せ
て
、
聴
聞

申
さ
れ
候
べ
し
。
心
は
生
得
す
く
な
れ
共
、
さ
様

」

8
オ

」

8
ウ

」

9
オ

21 



国立歴史民俗博物館研究報告

第 136集 2007年 3月

の
事
を
ち
ゃ
う
も
ん
申
さ

c
れ
ば
、
智
恵
な
く
し
て

こ
こ
ろ
せ
ば
き
な
り
。

18 

い
で
立
給
ベ
き
事
は
、

い
か
め
し
き
人
に
も
、
さ
の
み
に

き
た
な
ま
れ
ず
、
又
い
や
し
き
に
も
ま
じ
は
り
、
よ
き

や
う
に
出
立
給
べ
し
。
見
ぐ
る
し
き
人
の
中

に
て
、
返
々
い
み
じ
げ
に
出
立
給
べ
か
ら
ず
。
人
の

わ
ろ
が
る
物
な
り
。

19 

扇
は
、

い
か
に
も
よ
き
を
人
の
た
ぴ
た
り
と
も
、
百

文
に
三
本
ほ
ど
の
を
も
ち
給
べ
し
。

20 

い
し
ゃ
う
の
も
ん
、
大
に
こ
の
み
給
べ
か
ら
ず
。
お
な
じ

く
人
に
さ
し
出
て
、
色
口
し
き
様
な
る
物
を
き
給

べ
か
ら
ず
。

(
却
)

21 

馬
は
、
五
す
よ
り
内
の
馬
に
の
り
給
ベ
し
。
大
な
る

わ
ろ
し
、
さ
の
み
ち
い
さ
き
も
け
し
か
ら
ず
。
よ
き

程
を
は
か
ら
ひ
た
ま
ふ
べ
し
。

22 

力
な
ど
の
つ
よ
く
て
も
つ
べ
し
と
は
思
ふ
共
、
大
き

な
る
太
万
、
か
た
な
、
人
の
日
に
た
つ
具
足
、
も
ち
給

べ
か
ら
ず
。
人
の
に
く
む
事
也
。
掛
酌
あ
る
べ
し
。

23 

ふ
る
ま
ひ
も
、
家
い
し
ゃ
う
、
も
ち
ぐ
そ
く
な
ど
も
、

ぶ
ん
げ
ん
に
し
た
が
ひ
て
ふ
る
ま
ひ
給
べ
し
。
事
に

」

9
ウ

」
叩
オ

す
ぎ
ぬ
れ
ば
、
か
な
ら
ず
人
の
わ
ら
ひ
あ
る
事
也
。

又
後
も
し
と
げ
が
た
し
。

24 

ば
う
ば
ひ
な
ど
の
、
し
う
よ
り
は
な
つ
く
事
あ
ら
ば
、

我
身
の
上
の
事
よ
り
な
げ
き
給
べ
し
。
其
人
の

ひ
が
事
な
ど
仰
あ
ら
ば
よ
さ
ま
に
申
ベ
し
。
当
座

は
御
心
に
た
が
へ
と
も
、

後
は
心
に
く
、
思
食
事
也
。

25 

人
の
う
し
ろ
事
、
返
々
の
給
べ
か
ら
ず
。
よ
き
事
を
も

」
の
み
て
人
の
事
を
の
た
ま
ふ
べ
か
ら
ず
。
善
悪

は
し
ら
ね
と
も
、
先
う
し
ろ
事
の
き
た
あ
る
と
聞

て
は
、
心
も
と
な
く
思
ふ
事
也
。
よ
き
事
を
申
き
冶
て

は
悦
な
れ
共
、
さ
な
し
と
て
も
、
何
か
く
る
し
か
る
べ

き
。
と
も
に
も
っ
て
し
ん
し
ゃ
く
す
べ
し
。

(
尊
経
関
本
M
条
、
田
中
本
に
は
な
し
)

26 

腹
の
立
時
は
、
下
部
な
ど
を
し
か
り
か
ん
だ
う
す
べ
か

ら
ず
。
は
ら
ゐ
て
後
、
か
ん
だ
う
す
る
も
の
冶
過
し

か
た
の
よ
き
事
と
、
今
の
ふ
る
ま
ひ
を
能
々
思
い
だ

し
そ
ろ
へ
て
、
忠
は
す
く
な
く
、
と
が
は
お
ほ
く
ば
、
せ
め

で
も
あ
り
。
さ
な
く
し
て
腹
の
た
ち
の
ま
、
に
あ

ら
ば
、
後
悔
あ
る
べ
し
。

27 

わ
が
下
部
と
人
の
し
も
ベ
と
さ
う
ろ
ん
す
る
事

あ
ら
ば
、
お
な
じ
程
の
道
理
な
り
と
も
、
我
下
部
を

ひ
が
こ
と
と
さ
た
む
べ
し
。
人
の
成
敗
あ
し
か
ら
む

」
叩
ウ

」
日
オ

22 



内田湾子[[極楽寺殿御消息』再考]・ー

時
は
、

後
に
人
に
申
あ
は
す
べ
し
。

当
座
に
て
い
ふ

べ
か
ら
ず
。

28 

我
を
う
や
ま
ふ
人
の
あ
ら
ん
時
は
、
其
人
よ
り
も

下
を
う
や
ま
ふ
ベ
し
。
又
我
を
う
や
ま
は
ぬ
人
な
れ

ば
と
て
、
う
や
ま
は
ざ
ら
む
人
は
あ
し
き
事
也
。

い
か
に
も
仁
義
は
人
に
か
は
ら
ぬ
事
也
。
さ
様
の
人
を
ば
、

恩
を
も
て
あ
だ
を
ほ
う
ず
る
道
理
と
心
得
て
、

猶
も
う
や
ま
ふ
べ
し
。

」
日
ウ

29 

み
だ
れ
あ
そ
ば
む
所
に
て
、
お
と
な
し
き
人
の
、

しミ

さ

み
ほ
こ
れ
ば
と
て
、
と
も
に
く
る
は
ん
こ
と
は
能
々
心

う
べ
し
。
鵜
の
ま
ね
す
る
烏
の
様
な
る
事
に
て

や
あ
ら
ん
ず
ら
む
。

い
か
に
く
る
ひ
あ
そ
ぶ
事
有
て
、

酒
に
ゑ
い
た
り
共
、
我
よ
り
お
と
な
し
き
人
の
あ
ら
む

所
に
て
は
、

つ
ね
に
袖
を
か
き
あ
は
す
べ
し
。
何
と
き
は
が
し
く

ふ
る
ま
ふ
と
も
、
ふ
み
所
を
は
能
々
見
た
ま
ふ
べ
し
。

30 

人
の
も
と
へ
行
た
ら
ん
時
は
、
其
家
の
内
に
人
有
て
、
ひ
ま

に
力

よ
り
み
る
ら
ん
と
心
え
給
べ
し
。
き
れ
ば
と
て
、
あ
や
し
け
口

目
を
つ
け
て
見
べ
か
ら
ず
。
か
べ
に
み
¥
天
に
日
の
心
あ
る
べ
し
。

」
ロ
オ

31 

人
の
親
に
で
も
、
子
に
で
も
、
男
に
で
も
、
妻
に
で
も
、

を
く
れ
て
な
げ
か
む
家
の
近
き
所
に
て
、
其
所
へ

き
こ
ゆ
る
ば
か
り
に
わ
ら
ふ
事
、
ゆ
め
/
¥
あ
る
べ
か
ら
ず
。

な
げ
き
は
何
事
に
で
も
お
な
じ
か
る
べ
し
。

と
も
に
な
げ
く
こ
、
ろ
あ
る
べ
し
。

32 

い
そ
が
し
き
事
も
な
き
に
、
馬
を
し
き
り
に
あ
せ
り

鞭
を
あ
っ
べ
か
ら
ず
。
し
う
の
御
入
の
所
に
て

殊
に
馬
を
は
や
む
べ
か
ら
ず
。

33 

ば
う
ば
い
と
う
ち
つ
れ
た
る
時
の
馬
う
ち
は
人

す
く
な
く
ば
五
き
が
程
、
お
ほ
く
ば
三
き
が
程
へ
だ
っ

べ
し
。
但
事
に
よ
り
て
ふ
る
ま
ふ
べ
し
。

34 

き
ば
う
ち
の
こ
と
、
お
ほ
か
た
は
半
町
に
つ
ね
の
人
う
つ

な
り
。
但

夜
み
ち
山
道
用
心
の
事
な
ど
あ
る
べ
し
。

し
う
の
下
知
を
ま
も
る
べ
し
。

35 

い
や
し
き
人
な
り
共
、
道
の
は
た
に
あ
ま
た
あ
ら
ん

時
は
、
案
内
を
い
ふ
ベ
し
。
す
こ
し
も
そ
ん
な
き
事

也
。
い
や
し
き
も
の
に
あ
ひ
て
ち
ん
し
を
い
だ
す
こ
と
、
殊

に
く
ち
お
し
き
わ
ざ
也
。

36 

我
用
に
も
た
冶
ぬ
物
の
命
を
、

い
た
づ
ら
に
こ
ろ
す
べ

か
ら
ず
。
生
あ
る
物
を
み
て
は
、
事
に
ふ
れ
て
あ
は
れ
み
を

思
給
べ
し
。

い
や
し
き
む
し
け
ら
な
れ
共
、
命
を
お

し
む
こ
と
、
事
髪
も
人
に
か
は
る
べ
か
ら
ず
。
身
に
か
へ

て
も
物
の
命
を
ば
た
す
け
給
べ
し
。

37 

我
身
を
さ
り
て
も
、
人
の
用
を
き
く
べ
し
。
事
か

け
ざ
ら
ん
に
用
を
い
ふ
べ
か
ら
ず
。
内
外
な
か
ら
ん
人

」
ロ
ウ

」
日
オ

23 
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に
も
、
心
を
か
ぬ
体
に
て
齢
酌
あ
る
べ
し
。
あ
ま
り
に

こ
と
ん

L
し
く
其
色
を
み
す
れ
ば
、
人
用
を
い
は
ず
、

き
れ
ば
人
愛
な
き
事
也
。
能
々
心
得
給
べ
し
。

人
の
用
を
ば
大
な
る
を
き
¥
我
は
少
き
用
を
い
ふ
べ
。

38 

人
の
用
を
仰
ら
れ
候
は
ん
す
る
時
は
、
用
を
仰
ら
る
、
事
」
日
ウ

う
れ
し
さ
よ
と
思
ひ
た
る
体
に
て
、

や
が
て
き
、
給
べ
し
。

さ
な
く
ば
、
さ
は
/
¥
と
せ
い
も
ん
に
て
、
な
き
由
を
申
さ
る
べ
し
。

39 

我
た
め
に
よ
き
人
に
は
よ
く
あ
た
り
、
わ
ろ
き
人
に
は
わ
ろ

く
あ
た
る
は
、
返
々
く
ち
お
し
き
事
也
。
畜
生
の
犬
な
ど

」
そ
、
よ
く
あ
た
る
人
に
は
、
尾
を
ふ
り
悦
び
、
又
わ
ろ
く

あ
た
る
人
に
は
、
に
げ
ほ
ゑ
な
ど
し
侯
へ
。
人
と
な
り
ぬ
る

か
ひ
に
は
、
よ
き
人
に
は
申
に
及
ず
、
あ
し
き
人

に
も
よ
く
あ
た
り
候
へ
ば
、
わ
ろ
き
人
も
思
な
を
す
な
り
。

も
し
其
ま
、
な
れ
共
、
神
仏
の
い
と
を
し
み
給

事
也
。
み
る
人
間
人
是
を
ほ
む
る
な
り
。
今
生
に

」

H
オ

人
に
わ
ろ
く
あ
た
れ
ば
、
又
後
生
に
て
人
に
わ
ろ
く

あ
た
ら
れ
、
す
べ
て
因
果
つ
く
べ
か
ら
ず
。
今
度
因
果
を

は
た
し
と
ず
む
る
様
に
、
わ
ろ
き
人
に
も
よ
く
あ
た
り

給
べ
し
。
人
よ
く
ば
前
世
を
悦
び
、
人
わ
ろ
く
ば
我

さ
き
の
世
を
恨
べ
し
。

40 

人
に
も
用
を
申
侯
へ
、
人
の
用
を
も
聞
候
へ
、
す
く
/
¥

と
あ
ら
ん
ず
る
程
の
事
を
の
給
べ
し
。
先
か
様
に

申
て
、
又
後
に
か
様
に
申
ぺ
き
な
ど
の
こ
と
は
あ
る
べ
か
ら
ず
。

あ
き
人
な
ど
の
事
は
、
あ
き
な
い
を
む
ね
と
す
る
に

こ
そ
、
さ
様
に
心
は
も
ち
侯
な
れ
。
そ
れ
き
へ
人
に
よ
り
て

申
事
也
。
人
に
心
を
見
ゑ
侯
事
な
る
べ
し
。
又
人
の

方
よ
り
物
を
給
候
ゃ
く
な
ど
を
う
け
給
侯
事
候
は
ず
、

仰
に
は
し
た
が
ふ
共
、
先
制
酎
酌
あ
る
べ
し
。

41 

一ー前

人
の
を
し
へ
事
、
教
訓
に
返
々
っ
き
給
ふ
べ
し
。

猿
と
申
け
だ
物
だ
に
も
、
人
の
を
し
へ
事
を
し
る

と
見
た
ま
ふ
べ
し
。

42 

物
を
か
い
候
は
ん
時
は
、
ぢ
f

ゃ
う
や
二
度
に
申
べ
し
。
た

か
く
か
う
も
ゅ
は
れ
な
し
。
こ
と
葉
を
つ
く
す
は

い
や
し
き
事
也
。
、
又
や
す
く
か
う
も
つ
み
な
る
べ
し
。

あ
き
人
は
そ
れ
に
て
身
を
す
ぐ
れ
ば
、
せ
め
て
な
り
。

さ
な
き
人
の
と
か
く
申
は
見
ぐ
る
し
き
事
也
。

43 

人
の
心
を
も
つ
べ
き
事
、
あ
る
人
の
い
は
く
、
只
人

の
用
を
申
に
い
た
む
事
な
し
。
た
か
ら
を
こ
は
る
、
を

い
た
ま
ず
、
所
領
を
人
の
ほ
し
が
る
に
い
た
ま
ず
と

ら
す
。
其
時
此
事
上
へ
き
こ
え
て
、
彼
人
を
百
し
て

心
を
尋
ら
る
、
時
申
事
は
、
前
の
世
に
て
人
に
用
を

こ
そ
申
つ
ら
め
と
思
候
程
に
、
そ
れ
を
返
と
心
得
て

い
た
み
な
し
。
さ
い
ほ
う
こ
の
ご
と
く
所
領
と
ら
す
る
こ
と
、

昔
を
思
ふ
に
た
れ
か
他
人
な
ら
ぬ
人
侯
。
ょ
に
か
な
は
ず
ば
、

め
こ
と
も
し
ん
る
い
書
事
也
事
菩
提
心
を
お
さ
む

に
は
、
其
身
の
た
め
と
申
候
程
に
、
我
た
か
ら
を
お
し
ま
ず
、

と
。
賢
人
な
り
と
て
、
天
下
に
め
し
い
だ
さ
れ
て
政

を
も
ん
は
、
に
せ
ん
に
う
れ
ふ
る
事
な
し
と
。
返
々

」
日
ウ

」
日
オ

」
日
ウ

24 
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心
お
も
む
き
を
ば
か
様
に
も
ち
給
ベ
し
。

44 

心
得
た
る
事
に
で
も
候
へ
、
お
と
な
し
き
人
に
と
は
る

べ
し
。
ふ
る
き
こ
と
ば
に
も
「
知
て
と
ふ
を
礼
と

す
」
と
申
事
あ
る
な
り
。

45 

何
事
も
よ
き
事
の
あ
る
時
は
、
あ
し
き
こ
と
あ
る
べ
し

と
思
ひ
て
、
こ
む
ず
る
さ
き
を
な
げ
き
、
あ
し
き
こ
と

の
あ
る
時
は
、
又
吉
事
あ
る
べ
し
と
思
ひ
て
、
心
を

な
ぐ
さ
め
給
べ
し
。
生
悦
あ
れ
ば
、
必
ず
死
す
る
な
げ

き
あ
り
。
さ
れ
ば
さ
い
お
う
と
い
ひ
し
人
は
、
此
心
を
能

知
て
、
善
悪
を
思
は
て
終
努
。

46 

人
の
年
に
よ
り
て
ふ
る
ま
ふ
べ
き
次
第
、
廿
ば
か
り

ま
で
は
、
何
事
も
人
の
す
る
程
の
げ
い
の
う
を
た

し
な
む
べ
し
。
三
十
、
四
十
、
五
十
ま
で
は
、
君
を
ま
も

り
、
民
を
は
ぐ
、
み
、
身
を
お
さ
む
る
こ
と
は
り
を
心
得

て
、
仁
義
た
ず
し
く
し
て
、
内
に
は
五
戒
を
た
も
ち
、
政
道

を
む
ね
と
す
べ
し
。
政
道
は
天
下
を
お
さ
む
る
人
も
、

又
ふ
う
ふ
あ
ら
ん
人
も
、
義
の
た
す
し
か
ら
ん
は
、
か
は
る

べ
か
ら
ず
。
さ
て
六
十
に
な
ら
ば
、
何
事
も
一
篇
に
う
ち
す

て
¥
後
世
一
大
事
を
ね
が
ひ
て
、
念
仏
を
申
べ
し
。
其

年
に
い
た
り
で
は
、
子
は
う
せ
、
子
孫
は
た
や
す
と
も
、

う
き
世
に
心
を
か
へ
さ
ず
、
そ
れ
を
い
よ
/
¥
道
の
す
、

め
と
し
て
、
我
は
此
世
に
な
き
物
と
思
き
り
給
べ
し
。

親
を
思
ひ
子
を
思
ふ
と
て
、
無
常
の
風
に
一
た
び
さ
そ

は
れ
し
人
、
又
や
か
へ
り
け
む
。
お
そ
ろ
し
き
や
/
¥

」
日
オ

」
日
ウ

地
獄
の
く
る
し
み
、
今
生
の
夢
み
る
程
の
事
だ
に
も

っ
き
ず
、
ま
し
て
地
獄
に
落
て
大
く
な
う
を
う
け
て
、

な
ん
こ
う
と
申
事
も
な
く
、
か
な
し
か
ら
ん
は
い
か

ば
か
り
ぞ
。
た
く
は
へ
も
後
の
世
の
た
め
に
は
い
ら
ず
。
能
々

心
得
た
ま
ふ
べ
し
。

47 

ヒ

つ
み
を
つ
く
り
給
ま
ふ
じ
き
た
と
へ
に
、

一
寸
の
虫

に
も
五
分
の
た
ま
し
ゐ
と
て
、

い
や
し
き
虫
け
ら
も

命
を
お
し
む
事
我
に
た
が
ふ
べ
か
ら
ず
。
た
と
い
貴
命

な
ど
に
て
、
鵜
鷹
か
り
、
す
な
ど
り
を
す
と
も
、
返
々
悪

ご
う
を
は
な
れ
、
仏
の
に
く
ま
れ
を
か
ふ
り
候
は
ぬ

様
に
心
得
給
べ
し
。
又
其
事
こ
そ
あ
ら
め
、
人
の

わ
づ
ら
ひ
、
な
げ
き
を
お
い
給
べ
か
ら
ず
。
な
げ
き
と
申
は
、

つ
く
り
物
な
ど
す
こ
し
も
そ
ん
さ
し
給
べ
か
ら
ず
。
子

孫
に
む
く
ひ
、
後
生
の
大
事
也
。
又
今
生
界
に
で
も
そ
れ

程
の
く
る
し
み
あ
る
べ
し
。

48 

人
の
む
ね
の
内
に
は
、
蓮
華
あ
り
て
其
上
に
仏
を

は
し
ま
す
。
朝
に
は
手
か
ほ
を
あ
ら
ひ
て
、
心
を
き

よ
め
、
彼
仏
を
念
じ
申
べ
し
。
精
進
の
物
を

く
は
ざ
る
さ
き
に
魚
、
鳥
を
く
う
べ
か
ら
ず
。
返
々
あ
さ

ま
し
き
事
也
。
其
上
、
う
を
、
烏
は
、
父
母
の
し
し
む
ら

な
り
と
申
せ
ば
、
あ
な
が
ち
に
こ
の
み
給
べ
か
ら
ず
。
殊
に

六
斎
日
、
十
斎
日
に
は
、
も
ろ
/
¥
の
諸
天
あ
ま
く
だ

ら
せ
給
て
、
罪
の
善
悪
を
し
る
さ
る
冶
日
な
れ
ば
、
時

を
も
精
進
を
も
し
て
、
神
仏
に
み
や
づ
か
へ
給
べ
し
。

出
家
は
い
つ
も
お
こ
た
り
な
し
。
か
様
の
日
は
在
家

」
口
オ

」
ロ
ウ

」
凶
オ

2う
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の
た
め
に
や
と
恩
給
べ
し
。
月
に
六
日
、
十
日
わ
う
し
ゃ
く

の
事
な
る
べ
し
。

49 

仏
法
を
あ
が
め
、
心
を
正
直
に
も
つ
人
は
、
今
生
も
す
な

ほ
に
、
後
生
も
極
楽
に
ま
い
る
。
親
の
よ
き
も
の
は
、
子
も
天
下

に
め
し
出
さ
る
、
事
お
ほ
く
あ
り
。
そ
れ
我
力
に
あ

ら
ず
、
神
仏
の
加
護
し
給
存
也
。
何
事
も
弓
矢
を

は
し
め
て
、
朝
夕
な
き
事
也
。
上
と
し
て
名
を
あ
ら

は
し
、
徳
を
し
ら
せ
給
事
、
憲
法
正
直
に
す
ぎ
た
る

事
あ
る
べ
か
ら
ず
。
親
の
な
を
き
子
は
、
其
身
の
心
な
ら
で

人
に
し
ら
れ
、
芳
心
の
儀
あ
り
。
さ
れ
ば
子
孫
繁
昌
何

事
か
是
に
し
か
ん
や
。
仏
法
さ
か
ん
な
れ
ば
魔
法
さ
か
ん

」
凶
ウ

な
り
。
末
の
世
に
仏
法
を
本
と
せ
ん
人
、
子
孫
つ
ぎ
に
や

あ
る
べ
き
と
申
事
あ
る
べ
し
。
仏
神
は
人
を
ま
た
く

わ
ろ
か
れ
と
思
ひ
給
べ
か
ら
ず
。
天
魔
人
を
ま
た
く
よ

か
れ
と
思
ふ
べ
か
ら
ず
。
し
か
れ
ば
善
事
、
悪
事
に
つ
き
て

子
孫
も
繁
昌
し
、
又
子
孫
も
た
え
ぬ
ベ
し
。
ふ
る
き

調
に
も
寸
善
尺
魔
と
申
事
あ
り
。
能
々
心
得
て
物

に
さ
ま
た
げ
ら
れ
給
べ
か
ら
ず
。

」
叩
オ

50 

経
文
に
は
、
女
は
仏
に
な
り
が
た
き
と
と
か
れ
た
れ
ど
も
、

J¥ 
歳

の
龍
女
を
は
じ
め
と
し
て
、
女
の
仏
に
な
る
事
、
其
数
を

し
ら
ず
。
殊
女
人
は
心
ふ
か
く
し
ゃ
う
あ
る
に
よ
て
、

に
念
仏
し
、
後
生
を
ね
が
は
ず
、
往
生
極
楽
、
っ
た
が
ひ
あ
る
べ
か
ら
ず
。

一
篇

51 

女
の
心
を
も
つ
べ
き
事
、
む
か
し
よ
り
今
に
い
た
る
ま
で

を
し
へ
、
女
は
や
さ
し
く
、
事
の
し
の
び
や
か
な
る
を
ほ
ん

と
せ
る
な
る
べ
し
。

又
女
の
物
を
ね
た
む
事
返
々
心
せ
ば

く
う
た
で
し
き
事
な
る
べ
し
。

一
河
の
な
が
れ
を
く
み
、

袖
の
ふ
り
あ
は
せ
だ
に
も
多
生
の
契
と
申
せ
ば
、

一
夜
の

か
た
ら
ひ
な
り
と
も
、
さ
き
の
世
の
契
ふ
か
〉
る
べ
し
。
今
を

は
じ
め
と
思
ふ
べ
か
ら
ず
。
又
縁
つ
き
な
ば
、

い
か
ば
か
り

契
ふ
か
、
れ
と
申
と
も
、
か
な
ふ
べ
か
ら
ず
。
来
る
も
さ
る
も
因

果
な
り
と
心
得
て
あ
る
べ
し
。
き
れ
ば
心
は
半
縁
と
口

少
々
思
は
ず
な
る
事
あ
れ
共
、
心
ざ
ま
よ
き
に
は
は
ぢ
、

あ
し
き
に
は
は
な
る
、
な
り
。
物
に
心
得
や
さ
し
け
れ
ば
、

お
と
こ
は
づ
か
し
く
思
ひ
、

い
と
を
し
み
ふ
か
し
。
昔
い
ま

そ
の
ひ
っ
か
け
お
ほ
し
。
縁
っ
き
て
其
お
と
こ
に

は
な
る
冶
事
も
あ
り
、
又
縁
は
や
き
は
、
よ
そ
に
て
人

の
み
る
も
聞
も
や
さ
し
き
事
に
申
な
り
。
仏
神

も
あ
は
れ
み
を
た
れ
、
今
生
、
後
生
め
で
た
き
な
り
。

52 

人
の
妻
を
ば
心
を
よ
く
み
て
、

か
り
そ
め
に
も
其
外
に
妻
と
さ
だ
め
で
、
か
た
ら
ふ
事

な
か
れ
。
ね
た
ま
し
き
思
つ
も
り
で
、
あ
き
ま
し
き
事

一
人
を
定
ぺ
き
な
り
。

あ
る
べ
し
。
さ
れ
ば
そ
の
つ
み
に
ひ
か
れ
て
、
必
ず
地
獄

に
落
ぬ
ぺ
き
な
り
。
ひ
じ
り
な
ど
の
一
生
不
犯
な
る
は
い
か
ず

し
給
。

一
人
お
か
す
だ
に
も
仏
性
を
た
つ
こ
と
う
た
が
ひ

な
し
。
ま
し
て
い
か
ば
か
り
罪
ふ
か
冶
る
べ
き
。
六
斎
日
、
十
斎
日

に
女
に
と
っ
く
事
あ
る
べ
か
ら
ず
。
此
日
な
ど
と
っ
き

て
生
れ
ぬ
る
子
は
、
其
身
か
た
は
に
あ
る
べ
し
。
又
は

親
の
た
め
に
を
ん
て
き
と
な
り
ぬ
。
ぬ
す
み
心
を

本
と
し
て
悪
事
を
こ
の
む
な
り
。

」
凹
ウ

」
却
オ

」
却
ウ
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仏
神
の
御
前
を
と
を
り
、
又
は
沙
門
に
行
あ
ひ
た
ら

53 

ん
時
は
、
馬
よ
り
を
り
給
べ
し
。
人
な
ど
う
ち
つ
れ
、
又
は

合
戦
の
場
に
て
は
、
お
り
で
あ
し
き
こ
と
あ
ら
ば
、
か
た
あ
ぶ
み

は
づ
し
て
、
鞍
に
ふ
し
て
、
三
礼
を
す
べ
し
。
よ
き
程

な
ら
ば
、
を
り
た
ま
ふ
べ
し
。

54 

し
う
、
お
や
、
其
外
う
や
ま
ふ
人
の
う
ち
お
く
り
を
申
て

は
、
其
人
の
う
し
ろ
か
げ
の
み
え
給
程
は
、
御
前
に
ゐ
て

奉
公
を
い
た
す
ご
と
く
に
、
そ
な
た
へ
む
き
て
畏
て
、
礼

を
い
た
す
べ
し
。
其
内
に
立
ゐ
な
ど
を
も
す
べ
か
ら
ず
。

」
幻
オ

ま
し
て
弓
な
ど
を
も
ゐ
、
馬
に
も
の
る
べ
か
ら
ず
。
弓
な
ど
ゐ

ば
、
い
ま
し
き
子
細
を
も
あ
る
べ
し
。

55 

人
に
道
に
て
う
ち
あ
ひ
た
ら
ん
時
は
、

い
そ
ぎ
弓
を
と
り

な
を
し
、
う
や
ま
は
ず
、
弓
手
に
ひ
き
ょ
け
礼
を
い
た
す

べ
し
。
同
程
の
人
な
ら
ば
、
弓
も
た
ず
ば
い
そ
ぎ
も
つ
べ

か
ら
ず
。
う
や
ま
は
す
う
ち
を
く
る
べ
し
。

い
や
し
き
人

な
り
と
も
、
お
く
ら
ば
馬
を
む
け
て
礼
を
能
々
申

べ
し
。
か
へ
ら
ば
す
こ
し
も
を
く
る
べ
し
。
人
よ
り
も

礼
を
ば
し
す
ぐ
す
べ
し
。

56 

兄
弟
あ
ま
た
あ
り
て
、
親
の
跡
を
は
い
ぶ
ん
し
て
も
ち

」
幻
ウ

た
ら
ん
に
、
惣
領
た
る
人
は
公
方
を
つ
と
め
、
庶
子
を
心
や
す

く
思
は
す
べ
し
。
ま
っ
た
く
恩
と
思
ふ
べ
か
ら
ず
。
我
か
れ

ら
を
扶
持
す
べ
き
物
と
親
も
見
給
、
仏
神
も
御
は
か
ら

ひ
あ
り
。
又
は
前
生
の
し
ゅ
く
し
う
も
あ
る
ら
ん
と
思
て
、

よ
き
を
ば
よ
き
に
つ
け
、
あ
し
き
を
ば
我
み
す
て
、
は
他
人

は
誰
か
扶
持
す
べ
き
と
、
殊
あ
は
れ
ふ
か
冶
る
べ
し
。

57 

庶
子
と
し
て
思
ふ
べ
き
事
、

い
か
に
我
は
親
の
も
と
よ
り

譲
を
え
た
り
共
、
扶
持
す
る
人
な
く
ば
、
た
か
ら
に
ぬ
し

な
き
が
ご
と
し
。
只
今
惣
領
の
恩
と
思
ふ
べ
し
。
さ
れ
ば

し
う
と
も
、
親
と
も
、
神
仏
共
、
此
人
を
思
ふ
べ
し
。

」
沼
オ

た
と
い
庶
子
の
身
に
て
君
に
み
や
づ
か
ふ
と
も
、
惣

領
の
儀
を
思
て
、
我
か
く
べ
ち
と
存
べ
か
ら
ず
。

た
す
君
と
あ
に
と
を
な
ら
ぶ
ベ
し
。
又
、
惣
領
、
庶
子

の
か
な
し
み
の
あ
ら
ん
を
、
各
別
と
て
み
は
な
す
べ
か
ら
ず
。

ふ
る
き
詞
に
も
「
六
親
不
和
に
し
て
三
宝
の
加
護
な
し
」
と
申
也
。

58 

わ
が
妻
子
の
物
を
申
さ
ん
時
は
、
能
々
間
給
べ
し
。
ひ
が

事
を
申
さ
ば
、
女
わ
ら
ん
べ
の
な
ら
ひ
な
り
と
思
ふ
べ
し
。

又
道
理
を
申
さ
ば
、
こ
と
は
り
と
思
て
い
か
に
も
感
じ
て
「
是

よ
り
後
に
も
、
か
様
の
事
を
ば
き
か
せ
給
へ
」
と
い
さ
め
給

ベ
し
。
女
な
れ
ば
と
て
、

い
や
し
む
べ
か
ら
ず
。
天
照
大
神

」
辺
ウ

も
女
体
の
宮
に
て
お
は
し
ま
す
。
又
神
宮
皇
后
も
、

き
さ
き
に
て
こ
そ
、
新
羅
困
を
ば
せ
め
し
た
が
へ
給
し
か
ば
、

お
さ
な
き
と
て
い
や
し
む
べ
か
ら
ず
。
八
幡
大
菩
薩
は

胎
内
よ
り
こ
と
を
は
か
ら
ひ
給
た
め
し
あ
り
き
。
老
た
る

に
も
よ
る
べ
か
ら
ず
。
又
若
に
も
よ
る
べ
か
ら
ず
。
心
正
直
に

有
て
君
を
あ
が
め
、
民
を
は
ぐ
冶
む
を
こ
そ
、
聖
人
と
は
申
な
れ
。

59 

子
な
き
も
の
、
罪
ふ
か
き
は
、
後
生
を
と
ぶ
ら
は
れ
ざ
る
事

は
き
て
を
き
ぬ
。
「
年
ご
ろ
の
過
る
ま
で
、
う
き
世
に
ま
じ

は
る
事
の
か
な
し
さ
よ
」
と
申
人
あ
り
し
也
。
子
な
く
し
て
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譲
る
方
な
し
と
て
、
か
ぎ
り
あ
る
死
ご
を
の
ぶ
べ
き
か
。

」
お
オ

も
つ
所
の
ざ
い
ほ
う
、
仏
神
に
寄
進
申
す
と
も
、
又

人
に
た
て
ま
つ
る
共
、
あ
ま
る
事
あ
り
が
た
し
。
か

し
こ
か
ほ
に
す
る
と
も
、
炎
魔
の
使
の
が
れ
が
た
し
。

年
過
て
後
世
を
ね
が
は
ぬ
人
を
ば
、
仏
神
の
に
く
み
給
な
り
。

60 

少
の
と
が
と
て
を
か
す
べ
か
ら
ず
。
我
身
を
す
こ
し
な
り
共
、

き
り
も
つ
き
も
し
て
み
る
に
、
く
る
し
み
な
き
事
あ
る

べ
か
ら
ず
。
女
な
ど
の
た
と
へ
に
、
身
を
つ
み
て
人
の
い
た
さ

を
し
る
と
申
。
本
説
あ
る
事
也
。

61 

旅
な
ど
に
て
、
夫
、
馬
な
ど
に
、
お
も
く
荷
を
も
た
す
べ
か
ら

ず
。
只
あ
ゆ
む
だ
に
も
く
る
し
み
あ
り
。
い
か
ば
か
り
く
る
し
か

」
お
ウ

る
べ
き
。
又
そ
れ
に
よ
り
て
、

や
ま
う
な
ど
す
る
事
あ
る
べ
し
。

其
時
は
事
を
か
く
べ
き
な
り
。
返
々
あ
ひ
い
た
は
る
べ
し
。

お
な
じ
人
を
つ
る
、
と
も
、
荷
な
ど
も
ち
て
も
、
さ
の

み
か
な
し
み
の
な
き
人
と
つ
る
べ
し
。
馬
も
同
事
な
る
べ
し
。

62 

人
の
方
へ
、
状
な
ど
ま
い
ら
せ
ん
時
は
、

い
か
程
も
紙
、
墨
、
筆

を
と
、
の
へ
て
、
よ
く
か
く
人
に
か
冶
す
べ
し
。
手
よ
く
と
て
も
、

お
き
な
き
人
の
、
文
字
も
と
、
の
を
ら
ぬ
を
ば
掛
酌

す
ベ
し
。
又
あ
く
筆
な
ど
に
て
申
は
、
返
々
、
び
ろ
ふ

の
こ
と
な
り
。
又
自
筆
は
こ
の
比
ゆ
っ
り
な
ど
に
も
ち
ひ

ら
る
冶
事
あ
れ
ば
、
ひ
ろ
う
あ
る
ま
じ
き
こ
と
な
り
。
そ
れ

」倒的オ

さ
へ
仮
名
と
ま
な
と
の
文
字
の
を
き
所
を
も
し
ら

ず
は
、
酪
酌
あ
る
べ
し
。

63 

所
領
を
も
た
ず
し
て
、
代
官
を
ば
ね
が
ふ
共
、
代
官
を
も
た
ず

し
て
、
所
領
を
ば
ね
が
ふ
べ
か
ら
ず
。
又
代
官
は
一
人
を
定
べ
し
。

64 

堂
塔
を
た
て
、
お
や
、
お
う
ぢ
の
仏
事
を
し
給
は
ん
時
、

紙
半
銭
の
事
に
で
も
、
人
の
わ
づ
ら
ひ
を
申
さ
せ
給
ベ

か
ら
ず
。
千
貫
、
二
千
貫
に
で
も
し
給
候
へ
、

一
紙
半
銭

も
人
の
わ
づ
ら
ひ
だ
に
も
候
は
ず
、
其
善
根
み
な
ほ

む
ら
と
な
り
て
、
人
を
と
ぶ
ら
は
、
弥
地
獄
に
落
、
又

わ
が
逆
修
な
ど
す
る
と
も
、
今
生
よ
り
く
る
し
み
あ
る
べ
し
。

た
v
わ
が
涯
分
に
し
た
が
は
む
程
の
事
を
、
善
根
に
は
し
給

べ
し
。
た
ず
よ
の
つ
ね
の
こ
と
だ
に
も
、
少
も
ひ
が
事
は
、
仏
神
の

に
く
み
給
事
也
。
ま
し
て
き
様
の
仏
法
の
事
に
、
ひ
が
ご
と
は
返
々

」

M
ウ

も
く
ち
お
し
き
事
な
り
。
湯
を
わ
か
し
て
大
海
に
入
た
る
が
ご
と
し
。

た
と
ひ
あ
に
お
と
、
な
ど
が
、
わ
れ
は
親
の
仏
事
を

す
る
に
、
せ
ず
と
も
わ
づ
ら
は
し
ゃ
、
な
ど
と
お
も
は
る
、
様

に
き
、
し
れ
こ
と
は
、
恨
み
ご
と
申
給
べ
か
ら
ず
。
機
嫌
よ
き

哀
々
う
た
て
し
き
事
か
な
、
過
分
ま
で
こ
そ
な
し
と
も
、

か
た
の
ご
と
く
の
心
ざ
し
を
ば
し
た
ま
へ
か
し
と
、
折
/
¥

教
訓
申
て
、
我
は
身
を
す
て
、
す
べ
し
。
き
れ
ば
人
も
げ

」
お
オ

に
も
と
思
ふ
な
り
。
ふ
る
き
詞
に
も
、
善
人
の
敵
と
は
な
る

と
も
、
悪
人
の
友
と
す
る
事
な
か
れ
、
と
申
事
是
也
。
長

者
の
万
燈
よ
り
も
貧
者
の
一
燈
と
申
す
事
を
し
る
べ
し
。

65 

い
か
な
る
大
善
根
を
す
る
と
も
、
我
は
よ
く
し
た
り
と
思
ひ
、

又
は
人
に
お
と
ら
じ
と
思
ふ
心
侯
は
ず
、

て
ん
ま
の
け
ん

ぞ
く
と
成
て
、

つ
み
は
か
き
な
る
共
、

み
ぢ
ん
ば
か
り
も
利

益
あ
る
べ
か
ら
ず
。
ご
う
を
か
さ
ぬ
る
な
る
べ
し
。
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66 

人
を
み
る
に
、
悉
よ
き
物
は
す
く
な
し
。

一
も
よ
き
こ
と

あ
ら
ば
、
そ
れ
ま
で
と
思
て
、
人
を
え
ら
ぶ
べ
か
ら
ず
。

我
心
だ
に
も
、
よ
き
と
思
ふ
時
も
あ
り
、
又
わ
ろ
き
と

」
お
ウ

思
ふ
時
も
あ
り
、

い
か
で
き
の
み
人
は
心
に
あ
ふ
べ
き
。
親
類
、

子
ど
も
を
、
め
し
っ
か
ふ
共
、
さ
の
み
け
う
く
ん
し
給
べ
か
ら
ず
。

恨
あ
れ
ば
我
を
す
て
ぬ
ほ
か
に
て
あ
し
か
ら
ん
は
な
し

か
る
べ
し
。
さ
れ
ば
、
お
ぼ
え
ず
し
て
人
を
い
さ
む
る
は

聖
人
に
あ
ら
ず
。

67 

何
事
に
で
も
、
勝
負
に
ま
け
た
ら
む
時
は
、

い
そ
ぎ
ふ
る
ま
う

ベ
し
。
我
勝
た
ら
ん
時
は
、
せ
む
べ
か
ら
ず
。
勝
負
の
事

申
い
だ
す
事
な
か
れ
。

68 

奉
公
も
な
か
ら
む
人
の
、
き
び
し
く
よ
く
あ
た
ら
ん
を
ば
、
子
細

あ
り
と
思
ふ
べ
し
。
た
と
い
云
事
な
し
共
、
始
終
の
し
り

」
お
オ

こ
と
に
て
は
あ
る
ま
じ
き
也
。
其
故
は
、
我
は
よ
く
あ
た
り
申
せ

ど
も
、
さ
せ
る
し
る
し
も
な
き
と
て
、
事
な
ら
ぬ
こ
と
に
よ
り
て
、

定
不
審
出
来
べ
し
。

69 

人
の
物
を
お
い
て
は
、

い
そ
ぎ
沙
汰
す
べ
し
。
か
り
そ
め

の
こ
と
な
り
と
も
さ
た
す
べ
き
な
り
。
も
し
か
な
は
ぬ

事
な
ら
ば
、

い
そ
ぎ
其
由
を
わ
び
な
げ
き
能
々
の
給
べ
し
。

70 

傾
城
白
拍
子
の
あ
ら
ん
ざ
し
き
に
て
は
、
是
を
道
の

物
な
れ
ば
と
て
、
は
う
に
過
て
な
れ
/
¥
し
き
事
を
い
ふ

べ
か
ら
ず
。
た
ず
ふ
つ
う
な
る
様
に
、
こ
と
葉
を
も
い
ひ
、
ふ
る

ま
ふ
べ
し
。
事
過
ぬ
れ
ば
、
は
ぢ
が
ま
し
き
事
も
あ
る
べ
し
。

」
お
ウ

71 

傾
城
を
、
人
と
あ
ま
た
よ
り
あ
ひ
て
と
め
ん
時
は
、

み
め
も

わ
ろ
く
、

い
し
ゃ
う
も
な
き
を
と
む
べ
し
。
よ
き
は
人
の

心
を
か
く
る
な
り
。
あ
し
き
は
人
も
す
さ
め
、
又
わ
が
心
も
と
ず

ま
ら
ぬ
な
り
。

一
夜
の
事
は
い
か
程
か
ひ
さ
し
か
る
べ
き
。

け
い
せ
い
も
う
れ
し
み
お
ほ
か
る
べ
し
。

72 

ほ
か
へ
行
て
、
我
家
へ
帰
ら
ん
時
は
い
か

ヒき
に
も
、
さ
き
に
人
を
つ
か
は
し
、
ひ
き
め
を
も
い
、
声

を
も
た
か
く
す
べ
し
。
身
ひ
と
り
か
へ
る
共
か
く
の

ご
と
し
。
こ
の
中
に
よ
き
事
お
ほ
く
こ
も
れ
り
。

73 

人
の
そ
せ
う
又
さ
ら
ぬ
用
を
も
き
冶
給
べ
し
。
人
の
な
げ
」
幻
オ

き
を
え
つ
れ
ば
、
我
う
へ
に
申
事
の
か
な
は
ぬ
な
り
。
よ
も

か
な
は
じ
と
思
ふ
事
の
、
か
な
ひ
た
ら
ば
、
い
か
程
か
う
れ
し
か
る
べ

き
。
ま
し
て
道
理
と
思
ふ
こ
と
の
か
な
は
ず
ば
、

い
か
ば
か
り

か
な
し
か
る
べ
き
。
上
へ
む
け
て
賢
人
は
な
き
な
り
。

ひ
が
事
の
あ
れ
ば
罪
科
あ
り
。
そ
れ
に
お
そ
る
、
物
は
、

い
や
し
き
に
た
い
し
て
の
賢
人
こ
そ
し
か
る
べ
き
事
な
れ
。

74 

物
こ
い
の
家
に
来
た
り
た
ら
ん
に
は
、
か
た
の
ご
と
く
な
り
と
も
、

い
そ
ぎ
/
¥
と
ら
す
べ
し
。
た
と
い
と
ら
せ
ず
と
も
、
あ
は
れ

み
の
心
こ
と
葉
あ
る
べ
し
。

い
は
ん
や
物
を
こ
そ
と
ら
せ

ざ
ら
め
、
じ
ゃ
け
ん
の
こ
と
葉
を
い
ふ
べ
か
ら
ず
。
そ
れ
も
仏
」
訂
ウ

の
御
わ
ざ
也
と
知
る
べ
し
。
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75 

所
領
な
ど
し
る
事
あ
ら
ば
、

い
か
に
わ
び
し
げ
な
り
と
も
、

は
ぢ
あ
ら
ん
人
の
き
た
ら
ん
時
、
こ
れ
へ
/
¥
と
の
給
ふ
べ
し
。

き
れ
ば
と
て
、
き
び
し
く
い
ふ
べ
か
ら
ず
。
人
の
し
な
に
よ
る

べ
し
。
百
姓
な
ど
の
出
来
た
ら
ん
時
は
、
ぴ
ん
ぎ
あ
ら
ば
酒

を
も
の
ま
す
べ
し
。
さ
れ
ば
お
な
じ
公
事
な
れ
共
、

い
さ
み
い
で
く
る
な
り
。
又
百
姓
の
し
う
さ
な
れ
ば
と
て
、

か
は
/
¥
と
し
か
る
べ
か
ら
ず
と
人
に
も
申
付
べ
し
。

76 

人
に
物
を
ぬ
す
ま
る
、
事
あ
り
共
、
こ
と
か
け
ざ
ら
ん
に
、

あ
ら
は
す
べ
か
ら
ず
。
た
ち
ま
ち
人
の
生
涯
を
う
し
な
は
す
る

」
お
オ

事
也
。
後
世
の
世
に
も
因
果
の
が
れ
が
た
し
。

77 

百
姓
の
か
き
内
な
ど
に
、

い
さ
、
か
な
る
く
だ
物
に
で
も
、
そ
の

に
つ
く
り
た
る
物
に
で
も
、
さ
し
た
る
事
な
か
ら
ん
に
こ
う

べ
か
ら
ず
。
此
心
を
し
ら
れ
ぬ
れ
ば
、
心
ざ
し
に
い
で
く
る

な
り
。
き
れ
ば
事
か
く
る
事
な
し
。
大
事
の
用
あ
ら
ん
時
は

此
事
よ
り
も
こ
ひ
も
と
り
り
も
す
べ
し
。
但
を
ん
び
ん
の

使
に
て
こ
う
べ
し
。

い
た
は
る
事
な
け
れ
ば
、
む
つ
か
し
く

な
ど
い
ひ
て
、
用
事
な
る
物
を
ば
つ
く
ら
ぬ
な
り
。
き
れ
ば
ま

め
や
か
な
る
事
を
か
く
な
り
。
百
性
を
い
た
は
れ
ば
、
徳
も

あ
り
、
罪
も
あ
さ
し
。

」
お
ウ

78 

人
の
心
の
よ
か
る
べ
き
事
、
た
と
へ
を
も
て
申
な
り
。
お
な
じ

夜

な
り
と
も
、

や
み
の
夜
を
悦
ぶ

人
は
な
し
。
月
の
光
く
ま
も
な
き
を
ば
悦
び
、
お
な
じ

鏡
な
れ
と
も
、
く
も
る
鏡
を
ば
見
ん
と
い
ふ
人
は
な
し
。
く
も

ら
ざ
る
か
ず
み
を
ば
、
そ
T

ろ
な
る
人
も
見
た
が
る
な
り
。

しミ

や

し
き
し
づ
の
お
し
つ
の
め
な
れ
共
、
あ
き
ら
か
な
る
日
の
光
、

く
も
ら
ぬ
鏡
を
し
ら
ぬ
物
は
な
し
。

い
は
ん
や
お
な
じ
人

な
り
共
、
よ
か
ら
ん
を
こ
そ
た
つ
と
め
、
あ
し
き
に
し
た
し
む

人
は
な
し
。
人
は
さ
て
を
き
ぬ
。
神
仏
の
め
ぐ
み
も
あ
り
、

は
り
も
あ
る
べ
し
。
さ
れ
ば
人
の
心
は
よ
か
る
べ
し
。

」
却
オ

能
々
心
得
た
ま
ふ
べ
し
。

79 

神
明
は
人
を
か
ず
み
と
せ
む
と
ち
か
ひ
給
。
其
事
を
せ

う
ら
ん
な
き
に
て
は
な
け
れ
共
、
人
の
心
を
す
く
に
も
た
せ
む

と
の
ち
か
ひ
あ
る
に
よ
て
な
り
。
き
れ
ば
彼
神
国
に
あ
り

な
が
ら
、
心
ゆ
が
み
な
ば
、
い
か
で
か
神
明
の
御
心
に
か
な
ふ
べ

き
。
人
を
か
す
め
た
る
事
あ
れ
ば
、
そ
れ
に
ま
さ
り
た
る
こ
と

か
な
ら
ず
あ
る
な
り
。
そ
れ
を
ぐ
ち
な
る
も
の
は
し
ら
ぬ

に
て
こ
そ
侯
は
ん
ず
れ
。
能
々
心
得
給
べ
し
。

80 

我
身
は
た
ら
は
ず
と
も
、
心
せ
ば
き
け
し
き
を
、
人
に
見

す
べ
か
ら
ず
。
後
世
ま
で
も
あ
し
か
る
べ
し
。
き
れ
ば
と
て
法
」
却
ウ

に
す
ぐ
れ
て
あ
る
べ
か
ら
ず
。
よ
き
程
に
は
か
ら
ひ
給
べ
し
。
人

に
物
を
と
ら
す
れ
ば
、
そ
れ
程
諸
天
又
あ
た
へ
た
ま
ふ
な
り
。

81 

い
か
な
る
事
を
人
は
い
ふ
と
も
、
せ
む
な
か
ら
ん
に
一
言
葉

に
で
も
ろ
ん
す
べ
か
ら
ず
。
よ
そ
に
で
き
く
人
の
よ
に

お
こ
が
ま
し
く
思
ふ
な
り
。
返
々
ゆ
へ
な
き
事
論
ず
べ
か
ら
ず
。

82 

二
人
つ
れ
て
道
を
ゆ
か
む
に
、
た
が
ひ
に
下
の
心
は
、

う
ち
と
け
給
べ
か
ら
ず
。
こ
れ
は
旅
人
と
つ
れ
さ
せ
給

は
ん
時
の
事
な
り
。
さ
れ
ば
と
て
、
き
も
あ
り
が
ほ

30 
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に
み
え
給
べ
か
ら
ず
。

83 

酒
の
ざ
し
き
に
て
は
、
は
る
か
の
す
ゑ
ざ
ま
で
も
、

つ
ね
に
目
を
か
け
、
こ
と
葉
を
か
け
給
べ
し
。
お
な

じ
酒
な
れ
ど
も
、
情
を
か
け
て
の
ま
す
れ
ば
、
人
の
う
れ

し
く
思
ふ
事
也
。
殊
に
ひ
ら
う
の
人
に
は
な
さ
け
を

か
け
た
て
ま
つ
る
べ
し
。
う
れ
し
み
ふ
か
き
に

よ
り
て
、
人
の
大
事
を
大
切
に
す
る
な
り
。

84 

人
の
身
に
ど
ん
よ
く
と
い
ふ
心
あ
り
。
其
心
に
我

身
を
ま
か
せ
給
べ
か
ら
ず
。
彼
心
を
ご
く
そ
つ
の
つ
か
ひ

と
恩
給
ふ
べ
し
。
か
の
心
に
さ
そ
わ
れ
て
、
地
獄
に
落

一
紙
半
銭
の
物
に
で
も
、

る
也
。
ど
ん
よ
く
の
心
に
て
、

な
き
物
を
と
り
ぬ
れ
ば
、
今
生
に
て
は
千
倍
、
百
倍

の
物
を
う
し
な
ひ
、
後
生
に
て
は
地
獄
に
お
つ
る
也
。

返
々
仏
神
に
も
申
べ
し
。

85 

罪
科
至
極
し
た
る
ぬ
す
人
を
、
我
は
公
方
へ
う
た
へ

ぞ
ん
ざ
ず
れ
ど
も
、
仏
神
の
は
ぢ
を
か
ぶ
り
、
じ
め
つ

す
る
な
り
。
又
よ
そ
の
人
の
う
た
て
に
て
そ
ん
ず
る
な
り
。

其
時
心
あ
る
人
は
、
我
物
を
ぬ
す
ま
れ
て
、
申
さ
ず
り

し
事
の
や
さ
し
さ
よ
と
、

い
よ
/
¥
か
ん
ず
る
な
り
。

86 

人
の
人
を
ぬ
す
人
と
さ
し
申
す
と
も
、
ざ
う
物
ろ
け

ん
の
儀
な
く
ば
、

ゆ
め
/
¥
も
ち
ゐ
給
べ
か
ら
ず
。
其
人
は

た
と
ひ
す
ご
し
ぬ
と
も
、
向
後
人
の
に
く
か
ら
ん
時
は
、

そ
ら
事
を
申
つ
く
る
人
あ
る
べ
し
。

」
却
オ

ゆ
ノ¥

」
却
ウ

」
泊
オ

87 

と
力

病
気
な
口
し
て
、

い
か
に
わ
び
し
く
共
、
さ
る
べ
き
人

の
き
た
ら
ん
時
は
、
こ
な
た
へ
と
し
ゃ
う
す
べ
し
。

88 

唐
士
に
く
ろ
を
さ
る
と
申
事
の
あ
り
し
也
。
我
は
人
の

方
へ
か
ぎ
り
あ
る
田
畠
こ
そ
あ
ら
め
。
く
ろ
を
ば
そ
な
た
へ

つ
け
給
へ
と
申
、
人
は
我
方
へ
つ
け
よ
と
申
。
か
様
に

論
ず
る
を
、
り
ん
国
の
も
の
そ
せ
う
の
た
め
に
、
わ
う
ぐ
う
へ

の
ぼ
り
け
る
が
是
を
聞
て
「
人
は
い
か
な
れ
ば
こ
れ
程
や

さ
し
く
よ
く
を
は
な
れ
ん
」
と
申
に
「
我
は
そ
せ
う
に
ま
い
る

こ
そ
返
々
ふ
た
う
な
れ
」
と
て
、
そ
れ
よ
り
か
へ
り
ぬ
。
是
は

其
国
の
王
の
御
心
の
賢
わ
う
な
れ
ば
、
り
ん
固
ま
で
か
く

の
ご
と
く
徳
ゅ
う
の
あ
る
こ
そ
め
で
た
け
れ
。
返
々
た
か
き

い
や
し
き
に
か
ぎ
ら
ず
、
ど
ん
よ
く
な
く
、
正
直
な
ら
ん
と
、

神
仏
に
も
い
の
り
申
べ
し
。

89 

馬
に
の
り
て
高
き
坂
を
ゆ
か
ん
時
、
生
あ
る
物
な
れ
ば
、

く
る
し
か
ら
ん
と
思
て
、
ひ
き
と
め
て
や
す
む
べ
し
。

し冶

は

ん
や
よ
は
か
ら
ん
馬
に
の
り
て
高
き
坂
を
の
ぼ
る
べ

か
ら
ず
。
お
り
て
ひ
か
す
べ
し
。
ち
く
し
ゃ
う
は
思
は
な
く

し
で
か
な
し
み
ふ
か
き
物
也
。
能
々
心
得
給
べ
し
。

90 

弓
矢
の
事
は
つ
ね
に
義
理
を
あ
ん
ず
べ
し
。
心
の

か
う
な
る
と
弓
矢
の
ぎ
り
を
し
り
た
る
と
は
、
車
の
両
輪

の
ご
と
く
な
り
。
義
理
を
し
る
と
申
は
、
身
を
も
家
を
も

う
し
な
へ
ど
も
、
よ
は
き
を
す
て
ず
、

つ
よ
き
に
お
ご
ら

ず
、
義
理
を
ふ
か
く
思
ふ
。
是
は
弓
矢
と
り
の
、
其

」
担
ウ

」
泣
オ
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ぎ
り
は
ぶ
さ
た
な
れ
ど
も
、
敵
を
ほ
ろ
ぼ
す
は
か
う
の

も
の
な
り
。
お
な
じ
く
は
車
の
両
輪
の
か
な
ふ
ご
と
く
に

心
得
給
べ
し
。
ふ
る
き
こ
と
葉
に
も
「
人
は
死
し
て
名
を

と
ず
む
、
鹿
は
死
し
て
皮
を
と
ど
む
」
と
申
事
あ
り
。

命
も
又
身
の
な
り
行
こ
と
も
さ
だ
ま
れ
る
事
也
。

お
し
む
に
お
し
ま
れ
ず
、
ね
が
ふ
に
き
た
ら
ぬ
道

」
沼
ウ

理
を
し
り
給
べ
し
。

91 

船
に
も
の
り
な
ら
ひ
、
河
を
も
心
得
、
山
を
も
つ
ね
に

心
得
、
さ
む
き
あ
っ
き
を
も
、
只
な
ら
ひ
給
べ
し
。

92 

た
は
ぶ
れ
な
れ
ば
と
て
、
人
の
な
ん
を
い
ふ
べ
か
ら
ず
。

我
は
た
は
ぶ
れ
と
思
へ
ど
も
、
人
は
は
づ
か
し
き
に
よ
り

て
、
あ
や
ま
り
あ
る
べ
し
。
た
は
ぶ
れ
に
も
、
人
の
う
れ
しか

、
ヵ

か
る
事
を
の
た
ま
ふ
ベ
し
。
よ
ろ
づ
に
は
ず
か
り
、
情
ふ
口
口
る
べ
し
。

93 

い
か
な
る
し
づ
の
め
な
り
共
、
女
の
な
ん
を
い
ふ
べ
か
ら
ず
。

い
は
ん
や
は
ぢ
あ
ら
ん
人
の
こ
と
は
、
中
/
¥
申
に
お
よ
ば

ず
、
よ
き
こ
と
を
つ
ね
に
き
た
す
べ
し
。
あ
し
き
事

」
お
オ

を
ば
か
く
し
給
ふ
べ
し
。
是
を
思
わ
け
ぬ
人
は
、
我

身
に
は
ち
が
ま
し
き
事
あ
る
べ
し
。
す
こ
し

も
か
う
み
や
う
に
な
ら
ず
。

94 

旅
人
と
あ
ま
た
つ
れ
て
河
を
わ
た
ら
ん
に
は
、
子
細
を

し
り
た
り
と
も
さ
き
に
人
を
わ
た
し
て
わ
た
る
べ
し
。

又
河
を
わ
た
り
た
れ
ば
と
て
、
事
あ
り
が
ほ
に
む
か

ば
き
を
う
つ
べ
か
ら
ず
。
よ
そ
に
て
人
の
し
か
る
べ
か
ら
ず

思
ふ
な
り
。
人
の
な
き
か
た
へ
む
き
て
、
し
の
び
や
か
に
う
つ
べ
し
。

95 

事
に
ふ
れ
て
、
世
間
に
は
ず
か
り
ふ
る
ま
ふ
べ
し
。
は
ず

か
り
だ
に
も
、
な
き
ゃ
う
な
れ
ば
、

つ
ね
の
極
に
み
ゆ
る
な
り
。
」
お
ウ

96 

ば
く
ゑ
き
の
事
は
、
く
ち
お
し
き
事
な
れ
共
、
不

思
議
に
人
に
ま
じ
り
あ
ひ
た
ら
む
友
を
あ
ざ
む
く

べ
か
ら
ず
。
便
宜
に
よ
り
て
心
得
給
べ
し
。
人
の
心
を
と

ら
ん
が
た
め
な
り
。
我
身
そ
れ
を
知
る
事
、

ゆ
め
/
¥
あ
る
べ
か
ら
ず
。

97 

よ
そ
へ
う
ち
出
る
事
あ
ら
ん
時
は
、
十
人
出
ば
二
三
人
さ
き

をに
きた
てて
は、
、出

時給
のベ
さし
つ。
は又
口会ま

よと
るの
べ弓
し矢
。の

事

98 

ま
こ
と
に
す
ご
し
た
る
事
に
で
も
あ
れ
、
又
ふ
り
ょ

の
外
の
事
に
で
も
あ
れ
、
な
げ
か
し
き
こ
と
の
出
来

た
ら
ん
を
も
、
あ
な
が
ち
に
な
げ
き
給
べ
か
ら
ず
。
是
も

」
担
オ

先
世
の
む
く
い
な
り
と
恩
給
ベ
し
。
猶
も
な
げ
か
る
〉

心
あ
ら
ば
、

つ
ね
に
此
歌
を
す
き
み
給
べ
し
。

う
き
世
に
は
か
冶
れ
と
て
こ
そ
生
れ
け
め

」
と
は
り
し
ら
ぬ
わ
が
こ
こ
ろ
か
な

99 

し
う
の
仰
な
り
と
も
、
よ
そ
の
人
の
そ
し
り
を
え
、
人
の

大
事
に
な
り
ぬ
べ
か
ら
ん
事
を
ば
、
い
か
に
に
も
よ
く
/
l
¥
申
べ
し
。

そ
れ
に
よ
り
て
、
か
ん
だ
う
を
か
ぶ
ら
ん
は
、
く
る
し
か
る
ま
じ
き

な
り
。
能
々
案
ぜ
さ
せ
給
は
ず
、
道
理
に
き
、
て
、

い
よ
/
1
1
か
ん
じ

給
べ
し
。
又
神
仏
も
め
ぐ
み
給
べ
し
。

一
た
ん
あ
や
ま
り

32 
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て
、
し
う
の
仰
な
れ
ば
と
て
、
き
れ
ば
と
申
さ
ん
は
始

心
力

終
そ
の
心
に
も
た
び
、
神
仏
の
口
な
り
を
蒙
べ
し
。

」
出
ウ

100 

か
カ

我
身
は
た
ら
口
ず
し
て
、
よ
き
物
を
こ
の
む
事
お
ほ
き
に

あ
る
べ
か
ら
ず
。

い
よ
/
¥
す
い
へ
の
も
と
い
な
り
。
又
道
理
を

け
ん
ざ
い
に
て
は
、
そ
む
き
因
果
を
し
ら
ざ
る
人
と
心
あ
る
人
思
ふ
べ
し
。

101 

い
か
に
も
人
の
た
め
、
世
の
た
め
よ
か
ら
ん
と
恩
給
べ
し
。
行
末

の
た
め
と
申
也
。
し
ろ
き
鳥
の
子
は
其
色
し
ろ
し
。
く
ろ
き

と
り
の
子
は
其
子
く
ろ
き
な
り
。
た
で
と
い
ふ
草
は
か
ら

く
し
て
、
其
す
ゑ
を
つ
ぐ
な
り
。
あ
ま
き
物
の
た
ね
は
お
と

ろ
ふ
れ
共
、
其
あ
ぢ
は
ひ
あ
ま
し
。
さ
れ
ば
人
の
た
め
よ
か
ら

ん
と
思
は
ず
、
す
ゑ
の
世
か
な
ら
ず
よ
か
る
べ
し
。
我
身
を

」
お
オ

お
も
ふ
ば
か
り
に
あ
ら
ず
。

102 

し
う
、
お
や
の
前
に
て
、
ず
ず
を
つ
ま
く
り
、
か
た
手
を
ひ

き
入
、
物
を
大
口
に
く
ひ
、
或
は
や
う
じ
を
つ
か
ひ
、

つ
は
き

を
遠
く
は
き
、

ゐ
ね
ぶ
り
を
し
、

日
を
あ
き
、
し
た
を
さ

し
い
だ
す
。
お
ほ
き
に
こ
れ
ぴ
ら
う
の
さ
う
な
り
。
心
得
給
べ
し
。

103 

船
は
か
ぢ
と
い
ふ
物
を
も
て
、
お
そ
ろ
し
き
浪
を
も

し
の
ぎ
、
あ
ら
き
風
を
も
ふ
せ
ぎ
、
く
か
い
を
も
わ
た
る
な
り
。

人
間
界
の
人
は
、
正
直
の
心
を
も
て
、
あ
ぶ
な
き
世
を
も

め

わ
た
り
、
神
仏
の
た
す
け
給
な
り
。
正
直
の
心
は
、
そ
い
ど

の
旅
に
も
む
か
は
ん
時
、
し
で
の
山
の
道
を
も
つ
く
り
、

」
お
ウ

三
つ
の
河
の
橋
を
も
わ
た
す
べ
し
。
正
直
と
い
ふ
物
は

大
か
た
を
き
所
な
き
程
の
た
か
ら
な
り
。
能
々
心
得
給
べ
し
。

返
々
正
直
に
心
を
も
ち
給
べ
し
。
正
直
の
む
よ
く
な
り
。

む
よ
く
は
後
生
の
く
す
り
な
り
。
返
々
夢
の
世
の
い
く

程
な
ら
ぬ
事
を
く
わ
ん
ず
べ
し
。

し
で
の
山
あ
し
き
道
に
て
な
か
り
け
り

心
の
ゆ
き
て
つ
く
る
と
お
も
へ
ば

さ
う
つ
河
う
れ
し
き
橋
と
成
に
け
り

か
ね
て
心
の
わ
た
す
と
お
も
へ
ば

極
楽
へ
ま
い
る
道
こ
そ
な
か
り
け
れ

心
の
う
ち
の
す
ゑ
ぞ
な
り
ぬ
る

ご
く
ら
く
の
道
の
し
る
べ
を
尋
ぬ
れ
ば

心
の
う
ち
の
こ
こ
ろ
な
り
け
り

104 

人
の
主
人
と
家
人
の
事
、
ま
こ
と
に
わ
た
く
し
な

く
、
身
を
忘
て
主
人
の
た
め
を
存
て
、
主
の
不
儀

不
道
を
歎
と
い
ふ
と
も
、
主
人
は
用
る
事
す
こ
し

き
に
や
。
如
此
忠
信
の
思
は
、
君
に
よ
り
主
人
よ
り

て
い
さ
む
べ
き
也
。
心
中
の
わ
た
く
し
な
き
を
本
と
し
て
、

い
さ
め
ん
に
は
、
か
へ
り
て
我
身
を
信
す
べ
き
な
り
。
相

構
々
主
人
の
真
実
に
た
の
み
も
ち
ゐ
ら
る
〉
身

に
成
て
わ
た
く
し
を
わ
す
る
べ
き
な
り
。

105 

人
中
に
立
ま
じ
は
り
て
、
心
得
べ
き
事
わ
か
き
時
は

友
だ
ち
の
中
に
て
自
他
心
底
を
の
こ
さ
ず
雑
談
口

い
か
に
人
は
う
ら
な
く
雑
談
す
る
と
も
、
さ
右

の
み
な
り
。

な
く
口
に
ま
か
せ
た
る
こ
と
を
い
ふ
べ
か
ら
ず
。
お
よ
そ
人
中

に
て
は
物
い
ふ
事
の
な
き
は
第
一
の
故
実
也
。
た
は
ぶ

れ
こ
と
を
い
ひ
て
、
た
が
ひ
に
う
ら
な
く
た
は
ぶ
る
冶

」
お
オ

」
お
ウ
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時
は
、
我
一
人
所
存
あ
り
が
ほ
に
ふ
し
め
た
ち
た
る

は
、
人
の
に
く
む
な
り
。
自
面
、
つ
ら
/
¥
と
し
て
う
ち

わ
ら
ひ
て
時
/
l
1
こ
と
葉
す
く
な
に
あ
ひ
し
ら
ふ
べ
し
。

又
大
酒
な
ど
に
て
み
だ
れ
た
る
座
処
を
ば
能
々
み
つ

く
ろ
ひ
て
、
ま
ぎ
れ
出
て
帰
り
出
べ
し
。

106 

或
は
さ
か
く
る
ひ
、
或
は
お
こ
が
ま
し
き
人
の
ま
じ
は
り

た
る
所
を
ば
、
あ
な
か
し
こ
、
す
べ
り
の
く
べ
し
と

い
ふ
な
り
。
お
ほ
か
た
奉
公
の
人
は
、
か
ね
て
其
内
に
お
と

な
し
き
ば
う
ば
い
な
ど
の
、
け
ち
く
し
く
た
の
み
か
ひ

も
あ
り
ぬ
べ
く
物
に
も
心
得
た
ら
ん
人
を
う
ち
た
の
み
て
、

万
事
扶
持
し
を
し
へ
た
ま
へ
な
ど
〉
い
ひ
契
て
を
く
べ
し
。

107 

御
所
中
の
つ
ぼ
ね
ま
ち
な
ど
ゆ
め
/
¥
の
ぞ
く
べ

か
ら
ず
。
又
女
房
ひ
て
う
な
と
に
人
す
く
な
か
ら
ん
時
物

い
ふ
べ
か
ら
ず
。
す
べ
て
男
女
の
聞
の
事
口
口
を
も
あ

な
が
ち
に
み
あ
い
す
べ
か
ら
ず
。
ま
し
て
言
葉
の
た
は
ぶ
れ

な
ど
、

ゆ
め
/
¥
あ
る
べ
か
ら
ず
。
此
道
を
心
得
た
る
を
男
の

秘
術
と
も
い
ふ
な
る
べ
し
。
能
々
心
得
給
べ
き
者
也
。

践

返
々
は
づ
か
し
く
思
た
て
ま
つ
れ
共
、
命
は
さ
だ
ま

り
て
か
ぎ
り
あ
る
事
な
れ
ば
、

い
つ
を
そ
れ
共
し
り

が
た
し
。
其
上
時
に
の
ぞ
み
て
の
あ
り
さ
ま
、
或
は
物
を
い

は
ず
し
て
、

は
か
な
く
な
る
人
も
あ
り
。
あ
る
ひ
は
弓
矢

に
よ
り
て
、
此
世
を
そ
む
く
た
ぐ
ひ
も
あ
り
。
露
の
命

の
さ
だ
め
な
く
生
死
無
常
の
風
に
し
た
が
ふ
な
ら
ひ
、

其
名
ば
か
り
は
か
げ
ろ
ふ
の
あ
る
か
な
き
か
の
風
情
な
り
。

」
訂
オ

」
訂
ウ

」
お
オ

よ
ろ
っ
思
ひ
い
だ
す
ま
、
を
は
ず
か
ら
ず
申
也
。
こ
れ
を
も
ち

ゐ
た
ま
ひ
た
ら
ん
程
に
あ
し
き
事
こ
と
に
て
侯
は
ず
、
わ
ろ

き
事
を
お
や
の
の
た
ま
ひ
け
る
よ
と
、
其
時
恩
給

べ
し
。
是
を
も
ち
ゐ
た
ら
ん
を
ば
、
け
う
ゃ
う
の

至
極
と
思
ひ
た
て
ま
つ
る
べ
し
。

い
で
こ
ん
人
の
う
ち

7

7

 

に
、
も
し
百
人
が
中
に
で
も
、
又
女
姓
な
ど
の
中
に
で
も

是
を
も
ち
ゐ
給
人
あ
り
て
、
さ
て
は
昔
の
人
の

っ
た
へ
け
る
か
と
、
思
ふ
人
や
お
は
し
ま
す
と
て

申
な
り
。
人
の
親
は
子
に
あ
ひ
ぬ
れ
ば
、
口
口
が
ま
し
き

事
の
あ
る
と
申
は
、
こ
れ
や
ら
ん
と
お
ぼ
ゆ
る
と
、
思
ひ
給

は
ん
ず
れ
共
、
さ
り
な
が
ら
心
し
づ
か
に
二
三
人
よ
り
あ
ひ

た
ま
ひ
て
、
御
ら
ん
ず
べ
し
。
た
す
し
か
や
う
に
申

事
を
は
、
親
の
我
を
け
う
く
ん
す
る
ば
か
り
と
は
思
ひ
た

ま
ふ
べ
か
ら
ず
。
末
の
世
の
人
を
け
う
く
ん
す
る
と
心

得
給
べ
し
。
返
々
お
か
し
く
っ
、
ま
し
き
事

な
れ
ば
、
他
人
に
も
ら
し
た
ま
ふ
べ
か
ら
ず
。

い
に
し
へ
の

か
た
み
と
こ
れ
を
見
た
ま
ひ
て
、

一
声
南
無
と

な
へ
た
ま
へ
よ
。

(
白
紙
)

西
明
寺
殿
御
歌
百
首

1 

ほ
と
け
を
は
三
度
礼
し
て
お
か
む
へ
し
=
一
身
の
徳
ま
し
ま
す
か
ゆ
へ

2 

ち
は
や
ふ
る
神
を
再
拝
す
る
事
は
本
地
垂
迩
こ
れ
あ
ら
た
な
り

3 

を
し
な
へ
て
人
は
一
度
礼
す
る
は
そ
の
威
徳
を
も
う
や
ま
ふ
か
ゆ
へ

」
招
ウ

」
却
オ

」
却
ウA 01 

B 
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4 

冥
加
あ
ら
ん
事
を
立
居
に
忘
れ
す
は
主
君
も
め
く
み
神
も
守
ら
ん

5 

主
君
よ
り
利
生
も
罰
も
あ
ら
た
な
れ
物
指
や
め
て
ふ
か
く
信
せ
よ

6 

親
の
た
め
不
孝
の
子
を
も
神
仏
た
す
け
給
へ
と
い
ふ
そ
は
か
な
き

7 

ち
ち
は
は
に
し
た
か
ひ
て
猶
お
そ
る
へ
し
さ
て
懇
に
あ
た
り
あ
っ
か
へ

8 

物
ま
い
り
す
る
共
心
ま
か
り
な
は
利
生
は
な
く
て
罰
そ
あ
た
ら
む

9 

ほ
と
け
に
も
神
に
も
人
は
成
ぬ
へ
き
身
を
な
と
人
の
あ
た
に
も
つ
ら
ん

10 

家
を
い
て
ま
こ
と
の
道
に
い
る
人
の
俗
性
た
て
は
無
益
な
り
せ
り

11 

児
法
師
女
ゃ
あ
ま
の
酔
狂
か
へ
す
/
¥
も
見
く
る
し
き
哉

12 

ひ
か
事
も
難
も
酒
よ
り
お
こ
る
そ
と
思
し
り
つ
、
酪
酌
お
せ
よ

13 

魚
を
く
ひ
め
を
も
っ
僧
の
袈
沙
衣
あ
つ
く
も
み
ゆ
る
つ
ら
の
皮
哉

14 

墨
染
に
心
の
う
ち
は
そ
め
す
し
て
世
わ
た
り
衣
着
ぬ
人
そ
な
き

15 

師
の
恩
は
こ
と
に
ふ
か
く
そ
思
ふ
へ
し
一
時
千
金
こ
と
は
り
に
こ
そ

16 

あ
た
を
さ
へ
恩
に
て
む
く
ふ
へ
き
に
そ
も
恩
を
忘
る
冶
人
は
人
か
は

17 

わ
ろ
か
ら
ん
人
の
た
め
に
は
よ
く
あ
た
れ
あ
た
を
は
恩
て
報
す
る
そ
よ
き

18 

人
の
よ
き
事
を
は
開
て
き
て
を
き
て
に
わ
ろ
き
事
を
ば
懇
に
い
ふ

19 

我
よ
き
に
人
の
わ
ろ
き
か
あ
ら
は
こ
そ
人
の
わ
ろ
き
は
我
わ
ろ
き
な
れ

20 

よ
し
あ
し
と
人
を
い
ふ
程
な
と
さ
ら
は
我
身
の
う
へ
を
知
す
有
ら
ん

21 

よ
し
/
¥
と
あ
ま
り
に
人
を
ほ
め
/
¥
て
後
に
そ
し
ら
ぬ
事
は
久
な
し

22 

我
う
へ
の
と
か
を
は
し
ら
て
人
を
の
み
訴
訟
す
る
こ
そ
底
に
く
、
あ
れ

23 

わ
ろ
か
ら
す
よ
か
ら
す
あ
り
て
過
す
こ
そ
中
/
¥
な
か
き
知
人
と
な
れ

24 

は
し
め
よ
り
事
用
/
¥
と
あ
る
人
の
お
は
り
に
中
を
た
か
は
ぬ
は
な
し

25 

よ
そ
人
の
あ
ま
り
過
た
る
か
い
し
ゃ
く
は
う
れ
し
な
か
ら
も
底
に
く
き
哉

26 

わ
ろ
し
共
よ
し
と
も
い
か
て
い
ひ
は
て
ん
折
/
¥
か
は
る
人
の
心
を

27 

人
の
う
へ
よ
か
ら
ん
事
は
か
た
る
共
わ
ろ
し
と
い
ひ
て
そ
し
り
は
し
す
な

28 

さ
し
も
ま
た
な
れ
ぬ
人
に
も
さ
し
よ
り
て
小
物
語
そ
み
に
く
か
り
け
る

」
刊
オ

」
刊
ウ

76 91 

12 

33 

04 

46 61 31 

23 

44 

22 

43 84 

63 53 52 

57 99 13 

50 48 47 

14 83 80 

29 

よ
そ
な
ら
ぬ
身
の
程
を
さ
へ
し
ら
す
し
て
人
を
披
判
そ
信
仰
も
な
き

30 

し
ら
す
し
て
能
あ
る
人
を
笑
こ
そ
身
の
恥
を
の
み
わ
れ
と
あ
ら
は
せ

31 

い
ふ
も
と
か
き
く
も
に
く
さ
そ
ま
さ
り
け
る
身
を
ほ
む
る
よ
り
人
を
そ
し
る
は

32 

み
る
人
の
我
は
と
お
も
ふ
ま
も
の
ふ
り
し
て
は
あ
せ
ん
ほ
ど
は
し
ら
れ
つ

33 

た
く
ら
た
と
人
を
思
ひ
て
あ
な
と
れ
は
猶
た
く
ら
た
と
我
そ
成
ぬ
る

34 

ゑ
せ
も
の
、
酒
く
る
ひ
す
る
ち
隣
け
に
ぬ
れ
犬
の
人
む
つ
ひ
哉

35 

慈
悲
も
な
く
悟
も
し
ら
す
ふ
た
う
な
は
人
の
皮
き
る
犬
と
こ
そ
み
れ

36 

獣
の
心
あ
る
は
中
/
¥
に
犬
の
皮
き
る
人
と
こ
そ
み
れ

37 

ひ
か
も
の
は
あ
た
り
に
あ
る
も
む
つ
か
し
や
ま
し
て
む
つ
ひ
ん
事
は
努

38 

よ
そ
な
か
ら
み
き
く
さ
へ
猶
お
そ
ろ
し
ゃ
無
益
の
論
は
し
で
も
何
せ
ん

39 

た
は
ふ
れ
は
み
な
い
さ
か
い
の
も
と
い
そ
と
た
よ
り
あ
り
共
心
ゆ
る
す
な

40 

人
に
た
、
ま
け
し
と
思
ふ
心
こ
そ
や
か
て
其
身
の
あ
た
と
成
ぬ
れ

41 

ほ
い
な
く
て
た
と
ひ
腹
立
事
あ
り
と
お
も
ひ
あ
か
め
て
声
た
か
く
す
な

42 

人
い
か
に
腹
を
た
て
っ
、
い
か
る
と
も
わ
れ
は
静
に
理
を
は
い
ふ
へ
し

43 

何
事
も
や
う
あ
る
ら
ん
と
思
へ
し
物
を
論
し
て
わ
ら
ふ
へ
か
ら
す

44 

先
の
世
の
む
く
ゐ
の
程
を
案
す
れ
は
何
と
悦
何
と
な
け
か
む

45 

限
あ
れ
は
天
を
も
地
を
も
は
か
る
共
は
か
り
か
た
き
は
人
の
心
そ

46 

大
事
し
り
所
お
さ
め
む
人
は
皆
民
を
は
こ
く
む
心
あ
る
へ
し

47 

み
る
人
を
親
の
こ
と
く
に
か
は
れ
み
て
た
つ
と
し
と
の
み
思
な
す
へ
し

48 

限
あ
れ
は
む
く
ふ
と
そ
き
く
何
事
も
人
を
に
く
む
は
身
を
に
く
む
也

49 

折
に
ふ
れ
事
に
よ
り
て
も
心
あ
れ
情
は
人
の
た
め
に
あ
ら
ね
は

50 

た
れ
も
み
な
そ
の
ほ
と
/
¥
に
し
た
か
ひ
て
上
を
う
や
ま
ひ
下
を
あ
は
れ
め

m

51 

皆
人
の
子
程
に
親
を
お
も
は
ね
は
是
に
つ
け
て
も
親
そ
悲
し
き

52 

み
め
わ
ろ
く
色
く
ろ
く
と
も
人
は
た
、
心
こ
と
葉
は
し
ろ
く
清
か
れ

」
引
オ

」
引
ウ

」
必
オ 31 29 18 16 20 19 21 43 45 42 08 09 11 17 
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53 

子
を
ま
う
け
と
し
こ
ろ
な
り
と
い
へ
る
共
女
に
心
打
と
け
な
せ
そ

54 

人
の
め
の
あ
ま
り
に
物
を
ね
た
む
こ
そ
ふ
た
り
の
恥
を
か
く
も
と
ひ
な
れ

55 

世
に
こ
ら
て
物
を
ね
た
ま
む
女
を
は
い
そ
き
暇
を
い
た
す
へ
き
也

56 

物
ま
う
て
も
の
見
こ
の
ま
む
女
を
は
ふ
て
う
の
も
の
と
か
ね
て
知
へ
し

57 

そ
は
男
も
て
る
女
の
く
せ
と
し
て
人
の
う
へ
を
は
そ
い
で
腹
立

58 

た
は
ふ
れ
も
一
度
二
度
こ
そ
お
か
し
け
れ
き
の
み
に
な
れ
は
腹
そ
立
ぬ
る

59 

あ
な
か
し
こ
返
々
も
す
ま
し
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A Re-Examination of “Gokurakuji-dono Goshosoku" Using a Book 
企omthe Former Tanaka Yu臼kaCollection (Reprint) 

UCHIDA Mioko 

“Gokurakuji-dono Goshosoku" ("The Gokurakuji Le仕er")was a code of conduct completed by Hojo Shigetoki， 

who for many years held the post of Rokuhara Tandai (chief of the Kamakura Shogunate in the Kinai region) ， 

during his last years. Along with Shigetoki's“Rokuhara-dono kakin" (“Code of Conduct for Rokuhara") it is the 

oldest extant warrior code of conduct. Although it has been thought that “Gokurakuji-dono Goshosoku" was 

published by Sonkeikaku Bunko and existed on its own， this paper introduces a book held formerly in the Tanaka 

Yutaka Collection which is regarded as an alternate version. Thus， the author examines the code of conduct by 

comparing this version with the extant “Gokurakuji-dono Goshosoku". 

Even though the Sonkeikaku book and the Tanal王abook have a history that is extremely closely related， at 

this point in time it is difficult to directly verify the relation between the two.百lemain texts of each book have 

features that reflect the period in which they were copied. The Sonkeikaku book appears to have been copied 

early on in the Muromachi period， while the Tanaka book was copied in 1550. A comparison of the two texts has 

revealed that critical reading is required in the case of the Sonkeikaku book as well. 

The biggest difference between the two is the difference in the number of articles， with the Tanaka book 

containing nine articles that do not appear in the Sonkeikaku book. Although it was copied at a later stage， all 

nine articles cannot be said to be supplements added to the Tanaka book. The existence of a book with a different 

number of articles is not merely a matter of changes that might have been made once it had been read， but is also 

something that should be examined in conjunction with the manner of the compilation of the “Gokurakuji-dono 

Goshosoku". 

In particular， although it is a code of conduct bearing Shigetoki's name that was meant to have been passed 

down through the Gokurakuji Hojo family， it is known to have been distributed later on under the title “Saimyoji-

dono Kyokun" at the request of Shigetoki's son-in-law Tokiyori of Saimyoji Temple. Up until now， this has been 

understood as merely one aspect of what happens when a book is read. However， if we take into account the 

existence of a book with a different number of articles together with incomplete editing and expressions in the 

text， we should consider the possibility that唱 okurakuji-donoGoshosoku" itself was not written by ilie lone hand 

of Shigetoki， but rather was written by those around Shigetoki or that even those from later generations such as 

Tokiyori had a hand in its writing. 

Finally， as a result of tracing the names that remain at the back of the Tanaka book， the author would like to 

point out that it is possible that the book was passed down by those in the Gohojo clan who wanted to succeed the 

Kamakura Hojo clan. 
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